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ݴ　ྫ
1ɽ ຊ報͸、鎌倉市山ノ内字瑞鹿山398番に͓けΔ個人住宅建ઃに൐う埋蔵文化財の緊急発掘調査報告

ͰあΔɻ
2ɽ 発掘調査͸、国ิݿॿ事ۀとして鎌倉市教育委員会が࣮ࢪしたɻ調査期間͸2007年2月6日から3

月30日、調査ର৅面積͸40.25㎡ͰあΔɻग़土遺物、ਤ面・ࣸਅ等、調査に܎Δࢿྉ͸鎌倉市教育
委員会がอ؅していΔɻ

3ɽ 調査ஂの編成͸ҎԼのと͓りͰあΔɻ
 調査の主ମ 鎌倉市教育委員会
 調査୲౰ 森孝子
あ͓い౻ࠤ・༧޺浦ࡾ・ଠ߂子・ླ木߁Ճ者 ஁໶谷উ二・দ原ࢀ地調査ݱ 
ࡻ子・赤堀祐ࠤ子・ຊ城༟・౉ล美ܚՃ者 ௪ԬέΠτ・Ԭాࢀྉ੔ཧࢿ 
4ɽ ຊ報の遺構・遺物のॖई͸次の௨りͰあΔɻ
 遺構ਤ 1�50・1�40・1�30
 遺物࣮ଌਤ 1�3・1�1（મ）
5ɽ ຊ報の࡞成͸ҎԼの分୲Ͱ行なͬたɻ
 遺構ਤ൛ 森・赤堀
 遺物ਤ൛ ௪Ԭ・Ԭా・౉ล・赤堀
成 ౉ล・赤堀࡞ද࡯؍ 
 ࣸਅࡱӨ 遺構ɿ森 遺物ɿ赤堀
 原ࣥߘච 第1ষɿ森 第2ষ～第5ষɿ赤堀
 編集 赤堀
6ɽ ຊ報の࡞成にあたͬて、原ኍࢯࢤ・ాാҥཧࢯに͸֨別の͝ࢦಋ・͝ྗڠΛࣀりましたɻ御ྱਃし

্͛ま͢ɻ͝ かしきΕなかͬた෦分͸報告者のྗෆ଍ͰあΔɻ͓׆ಋΛे分にࢦ ࿳ͼਃし্͛たいɻ
また、ݱ地調査・ࢿྉ੔ཧに͓いてҎԼの方ʑから͝ॿྗڠ͝・ݴΛͬࣀたɻ͓名લΛ記してँײ
கしま͢ɻ（ॱෆಉ・ܟশུ）

 ٠川ӳ੓・ࣚݟҰ෉・馬淵和雄・ҏ୮まͲか・ԡ木߂າ・ԭຊಓ・平井ཬӬ子
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　第一章　本調査地点の位置と歴史的環境

　第１અ　本調査地のཱ地
ຊ調査地఺͸鎌倉市山೭内字瑞鹿山398番地に所在͢Δɻ+3北鎌倉Ӻ西ଆΛ௨Δ主ཁ地方ಓԣ඿・鎌

倉ઢΛ鎌倉方面に200NほͲਐんだಓ路ԊいにҐஔし、+3ԣ須լઢΛڬんだର面が鎌倉ޒ山第2Ґのʮ瑞
鹿山円覚ڵ੟ષ寺ʯとなΔɻまた、ಓ路Λڬんだ޲かいଆが東ܚ寺山໳にあたΔ地఺ͰあΔɻ

ຊ遺跡地がଘ在͢Δ鎌倉市の地形͸大きく３ͭに分かΕ、׈川、ദඌ川Ԋいのԭ積地、市内の大෦分
Λ઎めΔ山地、大ધ北෦の関谷方面に޿がΔ関東ϩーϜなͲのߑ積૚にΑͬて࡞らΕていΔߑ積୆地Ͱ
あΔɻ山ྏ基盤͸新世代、第3紀、新第3紀に形成さΕた΋のͰ、建௕寺あたりがࡾ浦૚܈ਦ子シϧτؠ૚、
ͦΕҎ西から͸্૯૚܈となり北鎌倉Ӻ西ଆのૉ掘りτンωϧ෇ۙまͰがਂ୔ڽփ質ૈཻ࠭ؠ૚、ͦの
西ଆから͸໺ౡڽփ質࠭ؠシϧτؠ૚となΔɻຊ遺跡地の地形͸市内の大෦分Λ઎めΔといわΕΔ山地
Ͱあり、地Ҭ内に͸瑞鹿山、ڊ෱山Ŋ 金ๅ山等のඪ90ߴ ～ 120Nの小山が座͢Δɻͦの山ʑがෳࡶに
ೖりࠐんͰの大小の谷戸（໌月谷、西ӝϲ谷、東ӝϲ谷等）Λ形成し、ٰྕ௖෦から༙ग़した小Տ川（໌
月川、ӝ谷川、山೭内川）が地形にԊͬて௿地にྲྀΕࠐΈ山ノ内の中ԝ෦Λ؏௨͢Δ小ା谷川に߹ྲྀ͢Δɻ
ͦのྲྀΕ͸鎌倉市北西෦ΛྲྀΕΔദඌ川΁とଓくɻ

ຊ調査地఺が所在͢Δ山ノ内͸ݱ在の鎌倉市の中ԝ෦やや北東دりにҐஔし、東ଆ͸ઇノԼ、西御໳、
ೆଆ͸ઔΨ谷、西ଆ͸山崎、୆、北ଆ͸大ધ、今ઘと７地Ҭと行੓の境քΛ઀͢Δɻ奈良時代に͸૬໛
国鎌倉܊ई度ڷといわΕたҰ֯に所在͢Δɻई度ڷのॳݟ͸ʮ正倉Ӄ文書ʯ天平7年の૬໛国෧戸ેަ
易ாͰあΔɻまた、1985年、鎌倉市ʮ今小路西遺跡（御成小ֶߍ内）ʯから天平5年໏の木؆がग़土して
͓り鎌倉に関͢Δ࠷古の文書ͰあΔといわΕていΔɻ山内૳͸ट౻ࢿਗ਼のિଙढ़ಓが։発者ͰあΔとい
わΕ、པே時代͸ീ৚Ӄのຊ所となΔが、࣮ࡍ͸པேがຊ所、ट౻ࢯがԼ࢘と͸り࣮ݖΛѲͬていたと
いわΕていΔɻൣғ͸ݱ在の山ノ内、大ધ෇ۙからԣ඿市戸௩۠、ӫ۠のҰଳ、ٴͼ౻୔市ມ໺のൣ޿
ғに࿱ͬた地ҬͰあͬたと૝ఆさΕていΔɻ

　第２અ　歴史概観
੏Λ༩えてਉ੶にԼしたのがॳྫͰݯ子ঁにߖが৴ҎԼのߖ੏の１ͭͰあΔɻࠧե天ࣀ଒ߖ੏͸ࢯݯ

あり、Ҏࣨߖ、ޙ経ځࠔࡁのଧ։とߖ଒のൡሯ構ஙΛめざしてਔ໌、文ಙ、ਗ਼和、ཅ成、光孝、Ӊଟ、
୉ޣ、村্、Ֆ山、ࡾ৚の֤天ߖのߖ子ঁにࢯݯ੏が༩えらΕ、෉ʑの࢝૆の天ߖの名લΛףしたࢯݯ
ॾྲྀが஀ੜ͢ΔɻҰ෦大ਉΛഐग़しݖ੎Λͬތたྲྀ೿΋あͬたが、大ଟ਺͸Լ׭ڃ人、҃ い͸్ઈ͢Δɻ
ͦのなかͰ෢࢜化して発లしていͬた、ͦの࠷大੎ྗがਗ਼和ࢯݯͰ平҆中、ޙ期に੎ྗൣғΛશ国に֦
大していͬたɻͦのྲྀΕΛټΉݯཔ৴がߕ൹क在೚中の௕4ݩ年（1031年）、子・པٛとڞに平஧ৗの
ཚΛ௟ѹし、ͦの名੠にΑり東国のࢯݯ੎ྗ֦大のܖ機ΛͭくͬたといわΕていΔɻまた、པٛ͸૬໛
国࢘ྺ೚時に東国෢࢜の૊৫化Λਐめ東国に地盤ΛஙいてΏくɻҏ౾Λࠜڌ地としていた্૯հ平௚方
͸こΕΛࠐݟんͰཔٛΛ໇とし、པٛ͸௚方のྖ地ͰあΔ鎌倉の地ͰٛՈΛतかりҎޙ、鎌倉がݯՈ૬
఻の地となͬたと఻えらΕΔɻཔٛが߁平6年（1063）8月、༝ൺڷにؠਗ਼ਫീ഼宮Λק੥したの΋この
ΑうなഎܠがあͬたからͰあΖうとਪଌさΕていΔɻཔٛ、子・ٛՈ͸Ԟभલ9年、3ޙ年の໾と2ͭ
のઓいΛ਱行し、ʮ天Լ第１෢༐のՈʯの名੠Λಘて中ԝ੓քの෢ྗݖ໳の代ද者とさΕΔΑうになΔが、
อݩ、平࣏のཚޙ、Ұ時中ԝ෣୆から࢟Λফ͢ɻٛՈから਺えて4代ޙのݯཔேが鎌倉に෢࢜੓ݖͰあ
Δ鎌倉ນ෎Λ։き、෢࢜にΑΔ੓ݖ都市Λஙいたɻ鎌倉ນ෎͸鎌倉۝代のক܉の居所Ͱ、大倉御所、Ӊ
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௡宮௰子御所、ए宮大路御所と3Օ所にҠ居しながら140年༨りଘଓしたɻ
鎌倉ນ෎が໓ͼೆ北ே、ࣨ町時代に͸関東Λ੍͢߇Δため鎌倉෎が͓かΕたɻެ方଍ར基ࢯ͸ิࠤと

して؅ྖ৬Λ͓いたが、ͦの؅ྖ৬の԰ෑがຊ遺跡地内にあͬたといわΕてΔɻݱ在΋ຊ調査地఺内に
؅ྖ԰ෑの地名が࢒Δɻまた、ଞにઔΨ谷、ݒݘϲ谷、宅間ϲ谷の3Օ所に΋؅ྖ԰ෑがあͬたとਪଌ
さΕていΔɻまた、ޒ山੍度にΑり大寺Ӄ͸ນ෎から൳ޢさΕਰୀの༷૬͸ないɻまた、ઓ国時代にಥ
ೖし、鎌倉͸小ా原北৚ࢯのࢧ഑になΔɻ北৚௕ࢯ͸玉縄にӬ正9年（1512）、૬໛国東෦Ұଳのԡさえ
として玉縄城Λங城したɻ玉縄城͸ݱ在の山ノ内地Ҭから北西方3000̼޲にҐஔ͢Δɻ北৚ࢧࢯ഑Լ、
さらに、ߩにΑΔ年੍ߴし、࿣ࢪ地Λ࣮ݕ͸天文16年（1547）と2ճの߁ࢯ、͸Ӭ正17年（1520）ߝࢯ
౩別મΛ՝していΔɻまた、ࢯ੓が天正2年（1574）のݕ地Ͱ౩別મの外、ஈમ΋՝したとあΔɻ北৚
～ݩ͸天文ࢯ 9年（1532 ～ 40）、௽Ԭീ഼宮࠶建Λ࣮ࢪし、֤地Ҭからଟ਺の৬人ΛݺͼدせてこΕに

ԁ֮ࣉଓ౯҇� � ࢁϊ಺字端ࣛࢁ 431 ൪� 1990ʮԁ֮ࣉଓ౯҇ʯɹଓ౯҇ڥ಺遺੻ൃ۷ௐࠪஂ
ԁ֮ࣉ೗ҙ҇� � ࢁϊ಺字端ࣛࢁ 425 ൪� 1990ʮ೗ҙ҇ɹԁ֮ڥࣉ಺೗ҙ҇遺੻ൃ۷ௐࠪใࠂॻʯɹ
� � � � � � ԁ֮ࣉ೗ҙ҇遺੻ൃ۷ௐࠪஂ
ԁ֮ڥࣉ಺（明߳஑）�� ࢁϊ಺字端ࣛࢁ 438 ൪� 1983ʮԁ֮ڥࣉ಺（明߳஑）ʯh ۷ௐࠪ೥ใᶗɹত࿨ൃࡒຒଂจ化ࢢ૔ח
� � � � � � 46 ೥౓ʙ52 ೥౓ ɹɦח૔ڭࢢҭҕһձ
ԁ֮ڥچࣉ಺遺੻ 	/P.434
ɹ� ࢁϊ಺字端ࣛࢁ 509 ൪ 1� 1998ʰח૔ࢢຒଂจ化ٸۓࡒௐࠪใࠂॻ 14ɹ平੒ 9 ೥౓ൃ۷ௐࠪใࠂʱ
� � � � � � ҭҕһձڭࢢ૔ח
� � � ࢁϊ಺字端ࣛࢁ 393 ൪ 3� 2007ʰח૔ࢢຒଂจ化ٸۓࡒௐࠪใࠂॻ 23ɹ平੒ 18 ೥౓ൃ۷ௐࠪใࠂʱ
� � � � � � ҭҕһձڭࢢ૔ח
� � � ࢁϊ಺字端ࣛࢁ 393 ൪� 2010ʰח૔ࢢຒଂจ化ٸۓࡒௐࠪใࠂॻ 26ɹ平੒ 21 ೥౓ൃ۷ௐࠪใࠂʱ
� � � � � � ҭҕһձڭࢢ૔ח
� � � ϊ಺字੢؅ྖ԰敷ࢁ 377 ൪ 1� 2010ʰח૔ࢢຒଂจ化ٸۓࡒௐࠪใࠂॻ 26ɹ平੒ 21 ೥౓ൃ۷ௐࠪใࠂʱ
� � � � � � ҭҕһձڭࢢ૔ח
ԁ֮ࣉ໳લ遺੻ 	/P.287
� ϊ಺字দԬࢁ 1344 ൪�2005� ʰח૔ࢢຒଂจ化ٸۓࡒௐࠪใࠂॻ 21ɹ平੒ 16 ೥౓ൃ۷ௐࠪใࠂʱ
� � � � � � ҭҕһձڭࢢ૔ח
� � � ϊ಺字দԬࢁ 1337 ൪ 1ɾ6� 2008ʰח૔ࢢຒଂจ化ٸۓࡒௐࠪใࠂॻ 24ɹ平੒ 19 ೥౓ൃ۷ௐࠪใࠂʱ
� � � � � � ҭҕһձڭࢢ૔ח
� � � ϊ಺字দԬࢁ 1377 ൪ 6� 2007ʰח૔ࢢຒଂจ化ٸۓࡒௐࠪใࠂॻ 23ɹ平੒ 18 ೥౓ൃ۷ௐࠪใࠂʱ
� � � � � � ҭҕһձڭࢢ૔ח
� � � ࣏ݯ౻ϊ಺ࢁ 951 ൪ 2� 1998ʰח૔ࢢຒଂจ化ٸۓࡒௐࠪใࠂॻ 14ɹ平੒ 9 ೥౓ൃ۷ௐࠪใࠂʱ
� � � � � � ҭҕһձڭࢢ૔ח
� � � ϊ಺౦ӝϲ୩ࢁ 1229 ൪ 1ɾ5� 2000ʰח૔ࢢຒଂจ化ٸۓࡒௐࠪใࠂॻ 16ɹ平੒ 11 ೥౓ൃ۷ௐࠪใࠂʱ
� � � � � � ҭҕһձڭࢢ૔ח
� � � ࣏ݯ౻ϊ಺字ࢁ 947 ൪ 8� 2010ʰח૔ࢢຒଂจ化ٸۓࡒௐࠪใࠂॻ 26ɹ平੒ 21 ೥౓ൃ۷ௐࠪใࠂʱ
� � � � � � ҭҕһձڭࢢ૔ח
ԁ֮ࣉ໳લഅಓ౔ྥ஍点� ɹ� � � 2001ʙ2002 ೥ௐࠪɾະใࠂ
੢ӝϲ୩遺੻ 	/P.213
� ϊ಺౦ӝϲ୩ࢁ 1294 ൪ 4ɾ5� 2006ʰח૔ࢢຒଂจ化ٸۓࡒௐࠪใࠂॻ 22ɹ平੒ 17 ೥౓ൃ۷ௐࠪใࠂ �ɦ
� � � � � � ҭҕһձڭࢢ૔ח
� � � ࣏ݯ౻ϊ಺ࢁ 930 ൪ 5 他� 2002 ೥ௐࠪɾະใࠂ
� � � ࣏ݯ౻ϊ಺ࢁ 928 ൪ 1 他� 1991 ೥ௐࠪɾະใࠂ
୆࣏ݯ౻ࢁ遺੻ 	/P.29
� ୆字౻࣏ݯ 914 ൪� � 1985ʮ୆࣏ݯ౻ࢁ遺੻ʯ୆࣏ݯ౻ࢁ遺੻ൃ۷ௐࠪஂ

（ୈ 1 ࣍ௐࠪ）
୆࣏ݯ౻ࢁ遺੻� ɹ� � � � 1993ʮ୆࣏ݯ౻ࢁ遺੻ʯ୆࣏ݯ౻ࢁ遺੻ൃ۷ௐࠪஂ

（ୈ 3 ࣍ௐࠪ）
୆࣏ݯ౻ࢁ遺੻� ɹ� � � � 1996ʮ୆࣏ݯ౻ࢁ遺੻ʯ୆࣏ݯ౻ࢁ遺੻ൃ۷ௐࠪஂ

（ୈ 2 ࣍ௐࠪ）
୆ࢁ遺੻� � ɹ� � � � 2002ʮ୆ࢁ遺੻ൃ۷ௐࠪใࠂॻ�ʯɹ༗ݶձࣾ（ࣜגݱ）ɹത௨

遺跡名　   調査地点 報告書（調査報告収録文献）
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౰たらせたといわΕΔɻ小ా原ऺ所ྖ໾ாӬ࿣２年（1559）にΑΕ͹૬౰਺の৬人の所ྖが書かΕて͓り、
৬人がఆணし、鎌倉の༷૬がҰมしたҰ因になΔとਪଌさΕていΔɻまた、ઓ国期に͸鎌倉܊に代わͬ
て小܊ࡔとの名শとなΔɻ天正18年（1580）、小ా原北৚ࢯの旧ྖΛ༩えらΕたಙ川Ո߁͸ཌ年、北৚
、寺ܚ౩別મ、ஈમΛ՝したɻまた、建௕寺、円覚寺、ড়ஐ寺、東、੍ߴし、࿣ࢪ地Λ࣮ݕΛ౿ऻしたࢯ
光র寺の５寺にྖ地Λد෇したが、寺社ྖ΋ݕ地のର৅となͬていたため੫Λ௃収さΕていΔɻ

ΈらΕͣਰୀのҰ్ΛސΛ༩えたが、ほかの寺社͸ޢ戸ນ෎͸௽Ԭീ഼宮、光໌寺、ӳউ寺に͸อߐ
୧ͬてΏくɻҰ方、ߐ戸時代の͸やりとして、古都の寺社ܮࢀ、名所༡ཡが੝んになり鎌倉΋ͦのର৅
と͸なͬて͸いた΋のの、ͦの౰時の鎌倉͸ลᬞな೶村という෩৘ͰあͬたといわΕていΔɻઓ国期に
ҾきଓきՈ߁の時代΋鎌倉͸ʮ小܊ࡔ鎌倉の内ʯといわΕ、鎌倉時代に͸四境の外Ͱあͬたָۃ寺と山
ノ内΋ͦのൣғ内になͬていΔɻͦΕҎ外͸東܊とݺ͹ΕていたɻՈ光の҆ܚのࠒΑり鎌倉܊の名લが
෮׆し、小܊ࡔの名લがফえΔɻ

ນ຤ࠒ、外国ધの઀ۙがଟくなりࡾ浦൒ౡԊ؛のܯඋڧ化ରࡦが行わΕ、このւ๷ࡦのために鎌倉地
Ҭ͸文化7年～文੓3年（1810 ～ 1820）͸会௡ൡ、文੓3年～߂化4年（1820 ～ 1847）͸川ӽൡ、文੓3
年～ՅӬ6年（1847 ～ 1853）͸川ӽൡ・඙ࠜൡ、ՅӬ6年～҆੓5年（1853 ～ 1858）ഡൡの༬地となり
外国ધ౸དྷのࡍの人෉、人଍等に௃発さΕたɻ文3ٱ年（1863）、ࠤ倉ީ堀ాߵ೭৏、ܚԠ３年（1867）、
代ߐ׭川ଠ࿠ࠨӴ໳、໌࣏ݩ年、೙山県に属し、ʮಉ年12月ຊ年ຊ県の所׋となΔ、建௕寺、円覚寺、
ড়ஐ寺、東ܚ寺、光র寺のྖ地͸、ʮ໌࣏4年にいたりて্஌しຊ県に属せりʯとあΔɻ

　第３અ　遺跡地の歴史的環境（図 2）
ຊ遺跡地が所在͢Δ山ノ内に͸古跡、旧跡、寺Ӄ等がଟくଘ在͢ΔɻԞभ3ޙ年の໾のࡍのٛՈのै

者に౻原ࢿಓという名લがあΔɻࢿಓ͸山内ट౻７代目Ͱ、ͦのଙのढ़ಓがٛேのՈ人として山೭内૳
にՈ居したといわΕていΔɻݱ在の௕ण寺ೆ方のനࠇ小路あたりにൺఆさΕΔɻനࠇ小路と͸ट౻Ոの
在のण෱寺にఛ宅Λ構えてݱわΕていΔɻٛே͸ݴҰ文字から༝དྷさΕたとࠇ、号とさΕΔനҰ文字م
いたといわΕて͓りट౻Ոと͸ڑۙࢸ཭にあΔɻまた、ݱ在、໌月Ӄのೆ西方޲の地Ҭに؅ྖ԰ෑとい
う地名が࢒Δɻh૬໛国鎌倉܊村ࢽ にɦ͸ʮ؅ྖ԰ෑ͸໌月Ӄの馬৔ઌ東ྡのിなりʯとあり、正平18年

（ః࣏2年、1363年）্ ਿݦݑが଍ར基ࢯのࣥ事（関東؅ྖ）となり、Ո居した৔所がこの地ҬͰあΔと
૝ఆさΕΔɻまた、؅ྖ԰ෑ޲かいの谷戸͸ඌ౻Ψ谷といわΕ、北৚ହ時のՈྩのඌ౻Өߝの԰ෑがあͬ
たといわΕていΔɻまた、ʮُΨ谷の๣らに଍རଚࢯの԰ෑ跡があͬたʯとあΔɻݱ在、ُが谷ࡔのೖ口
に௕ण寺という寺があり、௕ण寺͸ݱ在建௕寺のౝ಄となͬていΔが։૑年暦͸ෆ໌ͰあΔɻԆ文のࠒ、
଍ར基ࢯが෕ଚࢯ௥෱のためにこΕΛमӦしたこと、௕ण寺境内の۸ؠ᛿内に͸ଚࢯの遺൅Λ᛾ͬたޒ
ྠౝがあΔこと、ଚࢯΛʮ௕ण寺఼ົٛਔ山大居࢜ʯというなͲ、௕ण寺と͸ඇৗに関܎がਂいことか
らਪఆして԰ෑ址͸͓ͦらくこのۙลͰあͬたと૝ఆさΕていΔɻ

ຊ調査地఺西ଆΛ૸Δ主ཁ地方ಓԣ඿・鎌倉ઢ͸鎌倉֗ಓといわΕ、また、山ノ内Λ௨ΔあたりΛ特
に山ノ内ಓとݺぶɻ山ノ内ಓ͸山ノ内からڊ෱࿊ࡔΛ௨ͬて鎌倉ീ഼宮લにࢸΔಓͰ、鎌倉΁の๷御と
して北ᑍࢯ関࿈の΋のͰݻめらΕΔɻڊ෱࿊ࡔのಓ͸ਔ࣏ݩ年（1240）、10月、北৚ହ時がඃ׭の҆東
౻内ࠨӴҗΛไ行として山ノ内ಓΛͭくらせたとあり、ͦΕҎલのಓ͸ُが谷ࡔΛӽえて෢蔵大路に߹
ྲྀしていΔɻ山ノ内૳͸݈อ１年（1213）の和ాٛ੝のཚの行৆としてٛ時に༩えらΕ、Ҏޙ北৚ࢯと
の関܎がີ઀となり、ହ時ఛ、時པఛ、時फఛがあり、また、北ᑍࢯ関܎の大寺Ӄ΋建立さΕΔɻ

鎌倉ീ഼宮Αりڊ෱࿊ࡔΛӽえ、山ノ内ಓΛ300̼北方޲にਐΉと北ଆにྟࡁफ建௕寺೿૯ຊ山ڊ෱
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山建௕ڵ国ષ寺があΔɻこの地͸地ࠈ谷といわΕ、౰寺͸建௕5年（1253）北৚時པがའܢಓོΛ։山
として૑建した΋のͰあΔɻ૑建Ҏલ͸৺平寺が在ͬたといわΕていΔɻԆݩܚ年（1308）12月ଠ੓׭
ූએ߱し௘ئ寺とし、ࢸಙ３年（1386）関東ޒ山のҐ次がఆめらΕޒ山の第1ҐとなΔɻԟ時͸ౝ಄49
個ӃあͬたといわΕΔが、਺ճにٴぶ大ՐΛडけ、ݱ在͸外໳、山໳（県ࢦఆ文化財）、෹ （఼国ࢦఆॏ
ཁ文化財）、๏ಊ（県ࢦఆ文化財）、౜໳（国ࢦఆॏཁ文化財）、方ৎ、ๅ蔵、৊࿖なͲからなΔɻ

建௕寺Αり北西700̼の໌月谷に͸໌月ӃがあΔɻྟࡁफ建௕寺೿ͰあΔɻこの地͸北৚時པがࢲఛ
の๣らに建立した໌࠷寺の旧址ͰあΔと΋いわΕていΔɻまた、文Ӭ５、６年（1268、69）ࠒ、北৚時
फがའܢಓོΛ։山とし૑建した෱ݯ山ષڵ寺があͬたとさΕΔɻ໌ 月Ӄ͸ͦのౝ಄ͰあΔといわΕΔɻ

໌月Ӄの北西方３00̼޲にྟࡁफ円覚寺೿૯ຊ山瑞鹿山円覚ڵ੟ષ寺があΔɻ5҆߂年（1282）、北

ਤ̎ɹԁ֮ڥࣉ಺ֆਤ
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৚時फが෹光ષ師（ແֶ૆ݩ）Λ։山として૑建したɻԆݩܚ年（1308）12月ଠ੓ූ׭એ߱し௘ئのಓ
৔とし、ࢸಙ３年（1386）関東ޒ山のҐ次がఆめらΕޒ山の第２ҐとなΔɻԠ҆７年（1374）11月23日
ՐࡂΛडけՀཟがશমし、ٛಊप৴、ࠑ山ົ在、関東ެ方଍རຬࢯ、鎌倉෎׋؅Լॾ国の౩別મ等ͰӬ
和4年（1378）෹఼が׬成したɻ଍རٛຬの書いたྊ഍໏が఻わΔɻݱ在͸૯໳、山໳、෹఼、方ৎ、
ཪ、書Ӄ、બ෹৔、৊࿖なͲからなΔɻݿ

また、山ノ内ಓೆଆの金ๅ山内にྟࡁफ円覚寺೿金ๆ山ড়ஐ寺があΔɻ４҆߂年（1281）、北৚फ੓຅ޙ、
฾ఏΛீうために෉人、子師時が૑建したɻ։山ၱ҇ීೡ、੥଴։山大ٳ正೦、४։山ೆभ޺ւͰあΔɻ
正҆ݩ年（1299）、北৚ః時がޒ山にྻし、ࢸಙ３年（1386）関東ޒ山のҐ次がఆめらΕ、ޒ山の第４Ґ
となΔɻ໌࣏Ҏ߱、円覚寺境外ౝ಄తཁૉΛ࣋ͭɻԟ時のౝ಄等͸ߐ戸຤期に͸͢΂てഇઈし、ݱ在境
内に͸૯໳、山໳、෹఼、ݿཪ、৊࿖なͲが建ち、また、鎌倉े井のʮ؁࿐ノ井ʯがあΔɻ

ড়ஐ寺Αり北方300̼দԬにʮԑ੾り寺ʯͰ஌らΕていΔ円覚寺೿東ܚ寺があΔɻ円覚寺のର面に建
ͭɻʮদԬ山東ܚ૯࣋ષ寺ʯと号し、૑立年暦͸ෆৄͰあΔが、པே時代、ͦの॑฼がى居していたとの
఻ঝがあΔɻ8҆߂年（1283）、北৚時फのޙڈࢮ、時फ෉人がைԻӃ覚山ೌとশして։山、子のః時が
։基と఻えΔɻͦのޙ、ޙ୉ޣ天ߖのঁߖがೌとなり用ಊೌとশして౰寺に住ΈҎདྷ、দԬ御所とশせ
らΕたというɻまた、ߐ戸時代、ಙ川Ո߁が๛ਉलཔ遺子Λ౰寺にஔきೌૐ（20世　天ल๏ହೌ）とし
て住࣋させ、Ҏޙ、住࣋͸ԫ࿈川ՈからܴえらΕたが22世玉淵๏盤ೌޙ、ແ住となり、ౝ಄の１ͭͰ
あΔӂྋݢ主が代行して住৬していΔɻ׮Ӭ11年（1634）、天थӃ（ಙ川ल஧່、๛ਉलཔࣨ）Λஇಹと
し෹఼が建立さΕたɻݱ在͸ԣ඿市ܢࡾԂにҠஙさΕていΔɻʮԑ੾寺ʯʮࠐۦ寺ʯといわΕΔが、౰寺に
文３年（1738）ͰあΔɻݩ古のԑ੾状͸࠷ଘ͢Δݱ

ຊ調査地఺͸円覚寺旧境内遺跡といわΕ、ͦのൣғ͸ః࣏２年（1363）4月のʮ円覚寺文書目྘ʯにあ
Δh 円覚寺境内ֆਤ （ɦҰ஽　寺山ኂ໳લ新御دਐֆਤ）に౰ΔとݴわΕていΔ（ਤ2）ɻこのֆਤ͸円覚
寺境内ΛगઢͰදし、ֆਤの四方に͸଍ར௚ٛのࣥ事Ͱあͬた্ਿॏݑのՖԡがඳかΕた΋のͰ、ږݩ
３年（1323）～建෢２年（1335）にඳかΕた΋のͰあΔといわΕていΔɻֆਤに͸૯໳のೆલ面にന࡝
池があり、ͦ の東ଆに新دਐと書かΕた2۠Ҭ、ֆਤࠨԼにʮࡵຎ૟෦大෉ೖಓ跡ʯʮ൧ౢଙ次࿠ೖಓ跡ʯ
と書かΕていΔɻֆਤに調査地఺Λ߹わせてΈΔとຊ調査地͸دਐ地と書かΕたͦの2۠Ҭの東方のҰ
֯に所在していΔɻ

また、山೭内円覚寺໳લ町ਤ（ԫകӃ蔵）があΔɻ࡞成年͸ෆৄͰあΔが、ః2ڗ年（1685）hץ 鎌倉ࢤʱ
にʮࠑൺまͰेԦಊ༗が、今๢たりʯと書かΕていΔɻまた、ֆਤ中のড়ஐ寺境内に٢川Ҙ଍の԰ෑが
஫記さΕていΔが、൴がড়ஐ寺にӅ居したの͸４҆ܚ年（1651）ͰあΔɻҎ্からこのֆਤの࡞成年代
͸1651年～ 1685年の間と૝ఆさΕ、ߐ戸時代લ期の༷૬ΛཧղͰきΔ良޷なࢿྉとなͬていΔɻֆਤ
͸্Λೆとして中ԝに山ノ内ಓΛඳき、ʮԼ馬೭内ेޒ二間ʯΛਅん中に、ͦのԼに馬ಓΛٷ状にඳき、
ಓの྆ଆに人名がܺ間なく記載さΕていΔɻͦ こにࠇઢͰくͬきりと円覚寺の寺ҬのൣғΛࣔして͓り、
このֆਤから૝ఆ͢Δとຊ調査地఺͸境内にҐஔ͢Δɻͦの地఺に͸ٱฌӴ、༩ࡾӈӴ໳、रӈӴ໳、
௕ࡾ࿠等の名લがΈらΕ、境内લ面の土地Λࡉ分して࢖用していた༷૬が࢕えΔɻआ地としてିしてい
たのͰ͸ないだΖうかɻまた、ֆਤͰ東ܚ寺ର面、ʮ༩ࡾӈӴ໳ʯと記載さΕた৔所があΔが、ͦの৔所
にݱ在΋住んͰいΔ子ଙの方からߐ戸時代͸ඈ٭Λੜۀとしていたとͬ࢕たɻ໌࣏22年（1889）2月国
మԣ須լઢが։௨し、ͦのࡍന࡝池の北西ଆにઢ路Λ௨し境内Λ分அしたɻຊ遺跡地͸ݱ在このઢ路の
ೆ東ଆとなͬていΔɻত和2年にʮ北鎌倉Ӻʯが建てらΕҎޙ、このۙลの宅地化が࢝まͬたɻ
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　第̐અ　本調査地点周辺の遺跡（図 1ɺ表 1）
ຊ調査地पลͰ͸աڈに発掘調査Λ࣮ࢪした遺跡が఺在͢Δɻपลの֤遺跡のҐஔと所在地͸ਤ1、

ͼද1の௨りͰあΔɻここͰ͸円覚寺旧境内遺跡内の調査にͭいてུ֓Λड़΂Δɻٴ
ᶃ、ᶄ地఺と΋に円覚寺のౝ಄ͰあΔɻᶃ地఺Ͱ͸調査地఺が円覚寺という大ن໛寺Ӄのౝ಄という

ར఺から中世からݱ代まͰ֤時期の遺構、遺物が֬ೝさΕ࿈໖とफ教׆ಈΛҾきܧいͰきた༷૬が֬ೝ
Ͱきたɻまた、鎌倉Ͱ͸ݕग़ྫのগないʮ地Լ式坑ʯがݕग़さΕたɻஷ蔵穴の用్等Λ૝ఆしていΔが
ग़ݕと૝ఆさΕΔಊ址がࠒ͸ෆ໌な఺がଟいといͬたとこΖが࣮ଶͰあΔɻᶄ地఺Ͱ͸19世紀中ࡍ࣮
さΕたɻᶅ地఺の調査͸円覚寺境内ົ߳池の改म工事と平行して行ͬた֬ೝ調査ͰあΔɻաڈに５～ 6
ճの改म工事が࣮ࢪさΕ、গなくと΋2ճ͸ߐ戸期の΋のͰあΔことが֬ೝさΕたɻまた、池の形状が
改मして方形になͬたこと͸֬ೝग़དྷたが、造成時の༷૬͸ղ໌さΕないままͰあΔɻᶆ地఺Ͱ͸円覚
寺の૯໳外の建物と૑建લޙの遺構܈がݕग़さΕたɻ૑建લ͸ਫా、ͦのޙ͸円覚寺に関わΔࣷࡶが建
てらΕていたのͰ͸ないかと、遺構܈の༷૬、また͸文ݙ、ֆਤ等Αりਪ࡯していΔɻᶇ地఺Ͱ͸13
世紀ޙ༿～ 14世紀લ൒に૝ఆさΕΔ遺構܈が֬ೝさΕ、調査地఺が࡞ߞ地から໳લの町԰Ҭにม化し
て行く༷૬ͰあΔとਪఆしていΔɻ地఺ᶈͰ͸13世紀ޙ൒～ 14世紀લ൒とさΕΔ3期のੜ׆面Ͱ、山
ノ内ಓと࣠方޲Λಉじく͢Δ地ׂりがあͬたとਪଌさΕていΔɻ地఺ᶉͰ͸13世紀第4四൒期～ 15世
紀代とさΕΔ4時期のੜ׆面Ͱܧଓతに、ݱ在の山ノ内ಓとۙい࣠方޲Λ࣋ͭ遺構܈がల։͢Δɻ14世
紀લ൒とさΕΔ第2面Ͱ͸ੑ֨نのߴい木૊Έ構造Λ࢒したശ溝や、ಓ路とߟえらΕΔߗ化面がݕग़さ
ΕていΔɻ

また、पลҬのや͙らͰ͸ݯؼӃԼや͙ら܈、円覚寺境内西や͙ら܈、西؅ྖ԰ෑや͙ら܈、西؅ྖ
԰ෑೆや͙ら܈なͲͰ調査が行なわΕていΔɻ

参考文献
鎌倉市࢙編ࢊ委員会 1959年ʮ鎌倉市࢙૯આ編ʯ　
鎌倉市　鎌倉市࢙編ࢊ委員会 1959年ʮ鎌倉市࢙ߟ古編ʯ　鎌倉市
鎌倉市教育委員会 1998年ʮ鎌倉のࣗવʯ　鎌倉市教育委員会
関޾඙  2006年　ઓ૪の日ຊ࢙５ʮ東北のઓ૪とԞभ߹ઓʯ٢川߂文館
Լ中๜඙  1984年ʮ神奈川県の地名ʯ平ຌ社
神奈川県ਤ書館ڠ会ڷ土ࢿྉ編集委員会
  1999年ʮ神奈川県ߖ国地ࢽ૬໛国鎌倉܊村ࢽʯ神奈川県ਤ書館ڠ会
浦উஉ  1992年　鎌倉国ๅ館ਤ࿥第15集ʮ鎌倉の古ֆਤ１ʯ鎌倉市教育委員会　鎌倉国ๅ館ࡾ
日ຊ࢙ࣙ޿య編集委員会 1997年ʮ日ຊ࢙ࣙ޿యʯ山川ग़൛社
今小路西遺跡発掘調査ஂ 1990年ʮ今小路西遺跡ʯ鎌倉市教育委員会
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　第二章　調査の概要

　第１અ　調査の経過
調査͸ഇ土ஔ৔Λ֬อ͢Δため、調査۠Λ北東൒（ᶗ۠）とೆ西൒（ᶘ۠）に分ׂし、2ճに分けて࣮

～日͸ᶗ۠が2007年2月6日ࢪしたɻ調査࣮ࢪ 2月23日、ᶘ۠が2007年2月26日～ 3月30日ͰあΔɻ
֬ೝ調査の݁Ռに基ͮきۙݱ代のଯ積土（ݱ地දԼ40 ～ 60DNまͰ）͸ॏ機にΑΔ掘࡟Λ行ないআڈ、
ҎԼ͸人ྗにΑΔۀ࡞としたɻͦの݁Ռ、中世の遺構面Λ3ຕ֬ೝし、井戸、溝、板壁構造の竪穴（མ
ちࠐΈ4）、建物・ྻΛ構成͢Δ柱穴、土坑、ϐοτ等Λݕग़したɻ中世期の地形૚ԼͰ͸、Տ川ۙく
のଯ積とΈらΕΔ土૚Λ֬ೝし、ੑ֨ෆ໌のམちࠐΈがݕग़さΕたଞ、࠷ऴのਂ堀τϨンνͰ͸小ା谷
川の൙ཞにΑりӡ͹ΕたとࢥわΕΔྲྀ木が発ݟさΕていΔɻग़土遺物͸੔ཧശ6ശͰあΔɻ
ҎԼにۀ࡞経աΛ記したɻ

2007年 2月 6日 ᶗ۠調査։࢝ɻॏ機にΑΔද土掘ޙ࡟、人ྗにΑΔ遺構֬ೝۀ࡞ɻ
 2月 6日 鎌倉市3ڃ基४఺（43404）Αり調査۠内にւൈߴΛҠಈɻ
 2月 7日 調査グリοドのઃఆٴͼଌྔ基४杭のઃஔɻ遺構掘࡟։࢝ɻ
 2月 13日 中世面のશࣸܠਅࡱӨと平面ਤの࡞成ɻ
 2月 15日 中世地形面Լの調査։࢝ɻ
 2月 16日 鎌倉市4ڃ基४఺Αり国土座ඪのҠಈɻ
 2月 21日 ࠷ऴ֬ೝ面のશࣸܠਅࡱӨと平面ਤの࡞成ɻ
 2月 22日 調査۠ଯ積土૚の記࿥ۀ࡞ɻ
 2月 23日 ᶗ۠調査ऴྃɻ
 2月 26日 ᶗ۠の埋め໭し、ٴͼᶘ۠のද土掘࡟ɻ
 2月 27日 ᶘ۠の遺構調査։࢝ɻ
 3月 1日 1面（土坑・ϐοτ等׬堀時）のશࣸܠਅࡱӨと平面ਤの࡞成ɻ
 3月 5日 1面（溝・མちࠐΈ等׬堀時）のશࣸܠਅࡱӨと平面ਤの࡞成ɻ
 3月 6日 2面調査։࢝ɻ
 3月 8日 2面のશࣸܠਅࡱӨと平面ਤの࡞成ɻ2面構成土の掘Լ͛ɻ
 3月 9日 3面ݕग़ɻ遺構調査։࢝ɻ
 3月 14日 3面のશࣸܠਅࡱӨと平面ਤの࡞成ɻ
 3月 15日 3面Լの調査ɻࣸਅ、ਤ面等記࿥ۀ࡞ɻ
 3月 18日 中世地形面Լの調査։࢝ɻ
 3月 26日 ࠷ऴ֬ೝ面のࣸਅ、ਤ面等記࿥ۀ࡞ɻਂ堀τϨンνのઃఆ・掘࡟ɻ
 3月 28日 調査۠ଯ積土૚の記࿥ۀ࡞ɻ
 3月 30日 調査ऴྃɻ機材ఫ収ɻ
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　第２અ　άϦουઃఆ・国土座ඪとの߹成（図 3）
ଌྔ͸೚ҙの調査グリοドΛઃఆして行ͬたɻ調査地内の北東۱に基४఺（"1グリοド）Λஔき、

ೆଆ・西ଆに޲かい4N͝とに਺஋Λ૿͢こととしたɻグリοドのೆ北࣠に͸アϧϑΝϕοτ、東西
࣠に͸ࢉ用਺字ΛあてていΔɻ国土座ඪとの関܎͸調査グリοドの#2（߹成ᶃ）が国土座ඪの9ʹ−
73652.6947ɼ: ʹ−26068.5795と、# ্࣠Ͱ #3Αりೆに2.773̼の地఺（߹成ᶄ）が国土座ඪの 9 ʹ−
73657.3732ɼ:ʹ−26073.4736とҰகし、調査グリοドのೆ北 （࣠アϧϑΝϕοτ）͸国土座ඪの̮࣠Α
り43°41′19″東΁ৼΕていΔɻ国土座ඪ஋͸、鎌倉市4ڃ基४఺（ඪࣝ番号̙63̦055・̙63̦056）
Λ࢖用して、調査グリοド্にҠಈしたɻ
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　第３અ　調査地の堆積土層（図 4）
ଯ積土૚͸ᶗ۠・ᶘ۠Λ分けてఏࣔしていΔɻᶗ۠土૚͸アϧϑΝϕοτΛ、ᶘ۠にͭいて͸ࢉ用਺

字Λ෇したɻ遺構෴土͸ᶗ۠ᶃ～ᶄ、ᶘ۠ᶃ～ᶕとしていΔɻ
"૚・0૚͸ݱ代の੝り土૚ͰあΔɻ1૚͸中世Ҏ߱の遺物แؚ૚としていΔがۙ世まͰԼΔ૚か΋し

Εないɻ#૚がରԠ͢Δ΋のとࢥわΕΔɻ2૚͸中世の遺物Λࠞじえて͓り、1面Αり新しい時期のੜ׆
面Λ構成͢Δ地形૚とࢥわΕΔɻ$૚・3૚͸第1面の構成土ͰあΔɻ第2面͸&૚、6 ～ 11૚にΑり構
成さΕΔɻᶘ۠͸3面井戸1（ᶑ）ഇઈޙのۼ地に土୮մ、鎌倉石մΛ౤͛ࠐんͰࠜݻめし（10・11૚）、
東ଆ͸井戸1ࠜݻめに࿈ଓして土୮Λෑき٧めて（9૚）ੜ׆面としていΔɻ北西ଆ͸᎟ཚのӨڹなͲͰ
面の೺Ѳにࠞཚがあり൑વとしないが、井戸1ࠜݻめに࿈ଓ͢Δ土୮・鎌倉石մがكബとなͬた෦分΁
6 ～ 8૚Λ੝り土し੔地した΋のとࢥわΕΔɻ第3面͸(૚、21・25૚্がੜ׆面とߟえらΕΔɻͦΕ
Ҏલのଯ積土ΛݟΔと、ᶗ۠͸(૚ҎԼམちࠐΈ2෴土（* ～ .૚）Λؚめてࣗવଯ積૚とߟえてໃ६し
ないɻᶘ۠΋3面Λࣗવଯ積૚Λ基盤と͢Δੜ׆面とߟえていΔが、1෦土૚にࠞཚがݟらΕΔため、
આ໌ΛՃえΔɻ3面͸21・25૚が基盤となΔଞ、溝4෴土（13 ～ 24૚・25`૚・26૚）্ ૚の14・15૚
が3面Λ੔地͢Δためにష෇けらΕた土とࢥわΕΔɻ溝4にͭいて͸ҰԠ、3面Լの遺構としてѻͬて
いΔが、෴土のଯ積状گや掘りࠐΈ面に੔߹ੑがಘらΕͣ、ϓϥン΋ᐆດͰ、3面ݕग़の溝1と௚ަ関
からないɻまた、西壁土૚の溝4北ଆのଯͭݟえらΕΔ材ྉがߟにあΔというҙ外に人ҝతな遺構と܎
積（27 ～ 31૚）͸ෳ਺のϐοτがॏෳ͢ΔΑうに分૚さΕෆࣗવなଯ積状گΛࣔしていΔが、૚中に
シϛ状、ϒϩοΫ状෦分΋ݟडけらΕ、ͦの޲܏͸溝4෴土Լ૚（16 ～ 20૚）にまͰٴんͰいΔɻこΕ
ら16 ～ 24・26 ～ 31૚の状گ͸、ҟなΔ土մがཚࡶに౤͛ࠐまΕた人ҝతな造成と΋とΕΔためஅఆ
͸Ͱきない΋のの、ࣗવతなཁ因にΑΔෆ੔߹とߟえていΔɻ溝4にͭいて͸ࣗવతなཁ因Ͱੜじてし
まͬたೈऑなۼ地෦分Ͱあͬたか΋しΕͣ、ͦの্Λੜ׆面と͢Δҝに೪土（14・15૚）Λష෇けิڧ
した΋のとࢥわΕΔɻ32૚ҎԼ͸མちࠐΈ1の෴土（31 ～ 34૚）Λؚめてࣗવଯ積૚とߟえてໃ६しないɻ
35 ～ 38૚͸ࠇ஡～҉஡৭の೪質土Ͱ҆ఆした地盤とݴえΔɻ39૚ҎԼ͸木ยΛؚΈしまりにܽけΔシ
ϧτ૚が主ମとなり、小ା谷川のӨڹΛڧくडけΔଯ積土૚とࢥわΕΔɻ43૚中に͸小ା谷川と平行
してԣたわΔྲྀ木がଘ在していΔɻ

な͓、ຊ調査地のଯ積土のうち、中世第2面から3面ࠒのԿΕかの土にมわͬた質の΋のがؚまΕて
いΔɻࣸਅਤ൛ͰわかΔΑうに、ͦの時期の૚からग़土したかわらけのଟくにࠇいൗ状のシϛがݟらΕ
Δɻ౮໌皿なͲに෇ணしていΔ༉Ԏにࣅた質の΋のにݟえΔのだが、࢖用時のࠟ跡Ͱ͸なく、ഇޙغに
土中Ͱなんらの成分がਁಁした΋ののΑうにࢥわΕΔɻߟえらΕΔཧ༝として͸（༉Ԏにۙい質の成分
ͰあΔなら͹）、中世期の造成土中に、Ր事৔なͲからഉग़さΕたΧーϘンがଟくؚまΕていたɻあΔ
い͸、ۙྡͰΧーϘンΛଟくഉग़͢ΔΑうなۀ࡞が行わΕていたɻなͲあ͛らΕΔɻݱ地調査Ͱ͸別ஈ
特記͢ΔΑうな土質͸ݟडけらΕなかͬたため、ࡉかく土૚Λ特ఆ͢Δこと͸Ͱきないɻ
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ᶗ۠ɹ土૚આ明

̖૚ɹද౔ɾ᎟ཚ૚� ୅の੝Γ౔ɻݱ
̗૚ɹ஡৭࣭࠭౔૚� かわらけ細ยɾ木ยをଟࠞ͘ೖするɻ
$ ૚ɹփԫ৭౔૚� փԫ৭石ཻͱ஡৭౔をࠞ߹するɻかわらけยをগྔؚΉɻ
� � ΍΍͠·るɻ（1 面ߏ੒౔）
% ૚ɹ୸૚ ��かわらけ細ยɾ木ยをଟؚ͘Ήɻ（2 面্แؚ૚）
ɹɹɹ஡׊৭೪࣭౔૚
& ૚ɹ஡৭೪࣭౔૚� 5ʙ10 ᶲେのח૔石ยをࠞೖするɻ
� � ೪ੑ͋Γɻྑ͘͠·るɻ（2 面ߏ੒౔）
' ૚ɹ҉஡׊৭೪࣭౔૚� ૔石ཻ子ɾかわらけ細ยɾ୸化物をଟࠞ͘ೖするɻח
� � ೪ੑऑいɻ͠·Γͳ͠ɻ（3 面্แؚ૚）

ᶘ۠ɹ土૚આ明

00 ૚ɹද౔ɾ᎟ཚ૚� ୅の੝Γ౔ɻݱ
01 ૚ɹ஡৭೪࣭౔૚� ૔石մɾ౔୮ཻ子ɾかわらけยɾ୸化物をࠞೖするɻ（தੈҎ߱遺物แؚ૚）ח
02 ૚ɹ҉փ׊৭೪౔૚� ยをଟࠞ͘ೖするɻ͠·Γ͋Γɻ（தੈ遺物แؚ૚）ࡅ૔石คח
03 ૚ɹ҉փ׊৭೪౔૚� いɻ（1ڧยをଟࠞ͘ೖするɻ͠·Γࡅ૔石คח 面ߏ੒౔）
04 ૚ɹ஡փ৭೪࣭౔૚� ౔୮ཻ子ɾ୸化物をࠞೖするɻ೪ੑ͋Γɻ͠·Γͳ͠ɻ（2 面্แؚ૚）
05 ૚ɹ҉஡৭೪࣭౔૚� ԫ৭࠭をࠞೖするɻ͠·Γͳ͠ɻ（2 面্แؚ૚）
06 ૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔૚� 木ยɾ୸化物をؚΉɻ（2 面ߏ੒౔）
07 ૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔૚� かわらけをଟؚ͘Ήɻ木ยগྔࠞೖɻ͠·Γͳ͠ɻ（2 面ߏ੒౔）
08 ૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔૚� かわらけɾ୸化物をଟؚ͘Ήɻ（2 面ߏ੒౔）
09 ૚ɹ౔୮஍形૚� ೆଆ͸஡৭γϧτをࠞೖ͠ɺ͠·Γ͕΍΍ऑいɻ（2 面ߏ੒౔）
10 ૚ɹח૔石մ૚� Ҫށ 1 ഇઈޙのۼ஍ຒΊ౔ɻ（2 面ߏ੒౔）
11 ૚ɹ׊ࠇ৭೪࣭౔૚� େܕ౔୮ɾח૔石մをओମͱするҪށ 1 ഇઈޙのۼ஍ຒΊ౔ɻ（2 面ߏ੒౔）
12 ૚ɹ� � かわらけをଟؚ͘Ήɻ（3 面্แؚ૚）
13 ૚ɹ஡׊৭೪౔૚� 木ยをؚΉɻ೪ੑ͋Γɻ（ߔ 4）
14 ૚ɹփ஡৭೪౔૚� ࠞೖ物をؚ·ͳいɻ೪ੑڧいɻ	 ߔ 4）
15 ૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔૚� ೪ੑڧいɻྑ͘͠·るɻ	 ߔ 4）
16 ૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔૚� ୸化物をগྔؚΉɻ͠·Γͳ͠ɻ	 ߔ 4）
17 ૚ɹ஡ࠇ৭೪࣭౔૚� ୸化物ɾന৭ཻ子をؚΉɻ	 ߔ 4）
18 ૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔૚� ന৭ཻ子をؚΉɻ͠·Γͳ͠ɻ	 ߔ 4）
19 ૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔૚� ࠞೖ物をؚ·ͳいɻ͠·Γ΍΍͋Γɻ	 ߔ 4）
20 ૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔૚� 19 ૚ΑΓ͠·Γ͕͋るɻ	 ߔ 4）
21 ૚ɹ஡৭೪࣭౔૚� ୸化物をগྔؚΉɻ೪ੑඇৗʹ͘ڧɺྑ͘͠·るɻ
22 ૚ɹ҉஡৭೪࣭౔૚� փ׊৭೪౔մをগྔɺ୸化物をଟؚ͘Ήɻ೪ੑڧいɻ͠·Γ΍΍͋Γɻ	 ߔ 4）
23 ૚ɹ҉஡৭೪࣭౔૚� 22 ૚ͱಉ࣭ɻ下Ґʹփന৭γϧτをࠞೖするɻ22 ૚ΑΓ೪ੑʹ欠けるɻ	 ߔ 4）
24 ૚ɹ҉஡৭೪࣭౔૚� փ׊৭೪౔մをؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɻ͠·Γऑいɻ	 ߔ 4）
25 ૚ɹ҉஡৭೪࣭౔૚� փന৭γϧτをࠞೖするɻ୸化物をগྔؚΉɻ೪ੑऑいɻɹ
� � ˞25ʟ૚͸ 25 ૚ͱಉ࣭ɻ（ߔ 4）
26 ૚ɹ҉ԫ஡৭೪࣭౔૚� ೪ੑڧいɻྑ͘͠·るɻ	 ߔ 4）
27 ૚ɹփ׊৭೪౔૚� ୸化物をؚΉɻ͠·Γͳ͠ɻ
28 ૚ɹփ׊৭೪౔૚� ୸化物をؚΉɻɹɹɹɹɹ
29 ૚ɹփ׊৭೪౔૚� ૔石ยをؚΉɻ͠·Γͳ͠ɻח
30 ૚ɹ஡ࠇ৭೪࣭౔૚� ന৭ཻ子ɾ୸化物をؚΉɻ
31 ૚ɹ஡ࠇ৭೪࣭౔૚� ࠞೖ物をؚ·ͳいɻ͠·Γ΍΍͋Γɻ
32 ૚ɹ஡փ৭೪࣭౔૚� ੨৭ૈ࠭ɾ木ยをࠞೖするɻ͠·Γͳ͠ɻ（མͪࠐΈ 1）
33 ૚ɹ� � 木ยをଟؚ͘Ή෗২౔૚ɻ（མͪࠐΈ 1）
34 ૚ɹ੨৭ૈ࠭૚� （མͪࠐΈ 1）
35 ૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔૚� ೪ੑڧいɻ͠·Γ͋Γɻ
36 ૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔૚� 35 ૚ͱಉ࣭ɻ下Ґʹփന৭γϧτをࠞೖ͠ɺ೪ੑ΍΍ऑいɻ
37 ૚ɹ҉஡׊৭೪࣭౔૚� ୸化物をগྔؚΉɻ೪ੑऑいɻ
38 ૚ɹ҉஡׊৭೪࣭౔૚� փ׊৭γϧτをଟࠞ͘ೖするɻ೪ੑڧいɻ͠·Γ͋Γɻ
39 ૚ɹ྘փ৭γϧτ૚� ୸化物ɾ木ยをগྔؚΉɻ
40 ૚ɹ྘փ৭γϧτ૚� ୸化物ɾ木ยをগྔؚΉɻ΍΍ૈ͘ɺ͠·Γʹ欠けるɻ
41 ૚ɹ஡৭೪࣭౔૚� ୸化物ɾ木ยをগྔؚΉɻ೪ੑڧいɻ
42 ૚ɹ྘փ৭γϧτ૚� ୸化物ɾ木ยをগྔؚΉɻ΍΍ૈ͘ɺ͠·Γʹ欠けるɻ
43 ૚ɹ྘փ৭γϧτ૚� ୸化物ɾ木ยをগྔؚΉɻ΍΍͠·るɻ
44 ૚ɹ྘փ৭೪࣭౔૚� ୸化物ɾ木ยをগྔؚΉɻ΍΍͠·るɻ

( ૚ɹ҉஡׊৭೪࣭౔૚� ೪ੑ͕ඇৗʹ͘ڧɺྑ͘͠·るɻ（3 面ߏ੒౔）
) ૚ɹࠇ஡׊৭೪࣭౔૚� ૚தʹ薄஡৭෦෼͕点ࡏする෗食౔૚ɻ೪ੑ͋Γɻೈ࣭ɻ
̞૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔૚� ྘੨ૈ࠭をࠞೖするɻ୸化物ɾগྔの木ยをؚΉɻ͠·Γͳ͠ɻ
̟૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔૚� 8 ૚ΑΓ木ยをଟؚ͘Έɺ୸化物のཻ子͕େ͖いɻ͠·Γͳ͠ɻ
, ૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔૚� ྘੨ૈ࠭をଟࠞ͘ೖするɻ୸化物をগྔؚΉɻ΍΍͠·るɻ
̡૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔૚� ྘੨ૈ࠭をࠞೖするɻ
̢૚ɹ஡׊৭೪࣭౔૚� 木ยをଟؚ͘Ή෗২౔૚ɻೈ࣭Ͱ͠·Γʹ欠けるɻ
̣૚ɹ྘փ৭γϧτ૚� ࠞೖ物をؚ·ͳいɻ͠·Γ΍΍͋Γɻ

ᶃɹ3 面ϐοτ（1103）
ᶄɹ3 面ϐοτ（1102）

ᶃɹ1 面ϐοτ（153）
ᶄɹ1 面ϐοτ（161）
ᶅɹ1 面（౔޵ 1）
ᶆɹ1 面（མͪࠐΈ 3）
ᶇɹ1 面ϐοτ（154）
ᶈɹ1 面ϐοτ（157）
ᶉɹ1 面（板ғݐ物 1）
ᶊɹ1 面（ߔ 2）
ᶋɹ1 面（ߔ 3）
ᶌɹ2 面ϐοτ（184）
ᶍɹ2 面ϐοτ（180）
ᶎɹ2 面ϐοτ（179）
ᶏɹ2 面ϐοτ（1 ະఆ）
ᶐɹ2 面（མͪࠐΈ 5）
ᶑɹ3 面（Ҫށ 1）
ᶒɹ3 面（ߔ 1）
ᶓɹ3 面ϐοτ（1100）
ᶔɹ3 面ϐοτ（1101）
ᶕɹ3 面ϐοτ（199）

--10_ΥђݭԪՉ୞͌ट.indd   214 13/03/14   13:33



− 217 −− 216 −

　第三章　ൃ͞ݟΕͨ遺構

　第１અ　தੈ第 1面（図 5）
1面͸鎌倉石คࡅยないし石ཻΛࠞじえΔ೪質土（調査۠壁土૚$૚・3૚）にΑり構成さΕΔੜ׆

面ͰあΔɻᶗ۠Ͱ͸調査۠北壁・西壁土૚の土૚அ面（ւൈ21.4N ～ 21.6N෇ۙ）Ͱ֬ೝͰきΔ΋の
の、ݱ代の࡟平にΑり調査۠内の大෦分ͰࣦわΕて͓り、平面తに͸ݕग़さΕていないɻᶘ۠Ͱ͸ւൈ
21.3N ～ 21.4N෇ۙにҐஔし、ݕग़さΕた遺構͸土坑1基、ෆ໌遺構（མちࠐΈ3）1基、板ғ建物か（མ
ちࠐΈ4）1基、溝2৚、柱穴25口ͰあΔɻͦのଞ、ޙ世の࡟平にΑり掘り方Λࣦͬた柱跡とࢥわΕΔ礎板・
礎石が9Օ所に遺ଘしていΔɻτーン͸人಄大の土୮がෑき٧めらΕていΔൣғͰあΔɻ溝2の構ஙに
൐いషり૿しさΕた΋のとࢥわΕΔɻ

ਤ̑ɹ̍໘遺ߏ഑ஔਤ

౔޵ 1

᎟ཚ᎟ཚ

᎟ཚ᎟ཚ
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᎟ཚ᎟ཚ

᎟ཚ᎟ཚ
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159
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121
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�

�
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�
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౔޵�ʢਤ�ʣ
ᶘ۠ೆ西֯にҐஔ͢Δɻ北ଆͰॏෳ͢ΔམちࠐΈ3

との新旧関܎͸、੾り߹い෦分Λ᎟ཚさΕΔためෆ໌
ͰあΔɻ161に੾らΕΔɻ162・63͸ຊ址Αり΋新しい
ՄೳੑがߴいɻམちࠐΈ4、溝2・3Λ੾ͬていΔɻݕ
ग़さΕたن໛͸90ʷ75ᶲまͰɻਂさ͸23ᶲ、ਂ࠷෦の
ඪߴ͸21.14NͰあΔɻఈ面に઀͢Δ状ଶͰ板材が2ຊ
ฒんͰݕग़さΕていΔɻ材のੇ๏͸௕い方が෯7ᶲఔͰ
௕さ͸54ᶲ、୹い方が෯3ᶲఔͰ௕さ͸45ᶲఔͰあΔɻ
ઃஔさΕたとݟえΔࠟ跡͸֬ೝさΕて͓らͣ、ຊ址に
෇ଳ͢Δ΋のか෴土とと΋にྲྀೖした΋のか͸൑அͰ
きないɻ

མͪࠐΈ�ʢਤ�ʣ
ᶘ۠西壁ࡍにҐஔ͢Δɻ溝2Λ੾Δɻ土坑1、126・

57との新旧関܎͸ෆ໌ͰあΔɻຊ址ΑりԼ૚にଘ在͢
Δ別遺構まͰ掘りൈいてしまͬたため、౰ॳϓϥンの
্୺のΈΛਤࣔしたɻ東্୺Ͱの࣠方޲͸/−45°−&
ͰあΔɻݕग़さΕたن໛͸௕࣠が287ᶲ、୹࣠が57ᶲ
まͰɻ調査۠壁に࢒Δ土૚அ面Ͱ֬ೝग़དྷΔਂさ͸18
ᶲ、ఈ面ߴ͸北ଆͰ21.35N、ೆଆͰ21.17Nと北からೆ
΁؇くࣼ܏していΔɻ調査時の名শ͸མちࠐΈとして
いΔが、遺構のશ༰が௫めないためੑ֨͸ෆ໌とݴえ
Δɻ建物1 ～ 3、͓Αͼ্୺ೆଆにྡ઀͢Δ土坑1内Ͱ
がほ΅Ұக͢Δ఺に஫ҙΛし޲ग़さΕた板材と࣠方ݕ
て͓くɻ

མͪࠐΈ�ʢਤ�ʣ
ᶘ۠ೆ壁ࡍにҐஔ͢Δɻ壁板Λ෇ଳ͢Δ竪穴ͰあΔɻ土坑1、161・62に੾らΕΔɻ溝3Λ੾Δɻ࣠

方޲͸/−60°−8ͰあΔɻݕग़さΕたن໛͸北壁が320ᶲまͰ、北壁௚ަ方޲Ͱ95ᶲまͰɻຊ址͸掘
り方Λ༗͢Δ構造とࢥわΕ、土୮ΛؚΉ埋め土（4૚）্ が࢖用面ϨϕϧとߟえらΕΔɻ壁板͸掘り方
埋め土্にઃஔさΕて͓り、్中28ᶲのഁଛ෦分Λ経て௕さ247ᶲまͰΛݕग़、西ଆ͸調査۠外にԆͼ
ていΔɻ板材のੇ๏͸遺ଘ状ଶの良い෦分Ͱ෯8 ～ 10ᶲ、ްさ͸0.5 ～ 0.7ᶲͰあΔɻ壁板ΛࢧえΔ杭
材͸1Օ所Ͱݕग़、杭಄2.5ʷ1.5ᶲ、௕さ͸43ᶲͰ壁板外ଆに࢖用面ϨϕϧԼ33ᶲ（20.80N）まͰଧち
まΕていΔɻ掘り方ఈのਂさ͸22ࠐ ～ 33ᶲͰ、ඪ21.00ߴ ～ 21.07NΛଌΔɻ

B Bʟ

B Bʟ

2�
��N

#5

#4

C
C
ʟ2����N

�2
3

�

�
�

� �� �N
	4＝1�40


攪
乱

土޵ �ɹ土૚આ明

01 ૚ɹփࠇ৭೪࣭౔� 木ยɾ୸化物をؚΉɻ͠·Γͳ͠ɻ
02 ૚ɹփࠇ৭೪࣭౔� ୸化物ɾ౔୮ཻ子をؚΉɻ͠·Γͳ͠ɻ
03 ૚ɹփࠇ৭೪࣭౔� ୸化物ɾ౔୮ཻ子をؚΉɻ΍΍͠·るɻ

མͪࠐΈ 3ɹ土૚આ明

04 ૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔� 木ยɾ୸化物ɾかわらけยをଟؚ͘Ήɻ͠·Γͳ͠ɻ
05 ૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔� ੨փ৭࠭をࠞ͑͡るɻ
� � 木ยɾ౔୮ཻ子をଟؚ͘Ήɻ͠·Γͳ͠ɻ

攪
乱
攪
乱

126

C

C
ʟ

᎟
ཚ

᎟
ཚ

᎟
ཚ

མͪࠐΈ 3

土޵ �

ਤ̒ɹ土̍޵ɺམͪࠐΈ̏
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�ʢਤ�ʣߔ�ɾߔ
ᶘೆଆにฒんͰҐஔ͢Δ2৚の溝ͰあΔɻ෴土の状ଶから（土૚அ面C−C`）溝3ˠ溝2΁࡞りସえら

Εた༷子が࢕わΕΔɻτーンͰࣔした人಄大土୮のൣғ͸11૚にରԠして͓り、溝3Λ埋め立てޙに
土୮Λ੝ͬて溝2の؛ޢとした΋のとࢥわΕΔɻଞ遺構との新旧関܎͸、土坑1、མちࠐΈ3・4、119・
20・23・28・54・55・62・63、材5・6に੾らΕ、156΋人಄大土୮Λ੾ͬていΔとࢥわΕΔɻ

溝2͸࣠方޲が/−58°−8、ن໛͸௕さ363ᶲまͰ、্ ୺෯͸63 ～ 93ᶲ、Լ୺෯͸28 ～ 47ᶲͰあΔɻ
ਂさ͸19 ～ 35ᶲͰ、ఈ面ߴ͸東ଆが21.14N、西ଆが20.89N、్中16ᶲのஈࠩΛ経て東から西΁ࣼ܏
していΔɻ෴土͸西ଆ調査۠壁土૚（B−B`）6૚が掘り方෦分Ͱあͬたか΋しΕないɻஅ面形͸ほ΅ٯ
୆形Λఄ͢Δが、ෆ੔に޿がΔ෦分ΛݟडけらΕΔɻଆ板Λൈきऔͬたࠟ跡か΋しΕないɻ北্୺Ԋい
Ͱݕग़さΕていΔ杭とຊ址の関࿈͸ෆ໌ͰあΔɻ

溝3͸࣠方޲が/−61°−8、ن໛͸௕さ354ᶲまͰΛ֬ೝしたɻ北ଆの大൒が溝2にյさΕࣦわΕて
いΔɻೆଆ͸溝2؛ޢԼͰଆ板がݕग़さΕていΔɻ࢒ଘ͢Δ෦分Ͱの溝ఈのਂさ͸20 ～ 26ᶲͰ、ఈ面
͸東ଆ21.14N、西ଆ21.00Nɻ掘り方෦分のਂさ͸22ߴ ～ 28ᶲͰ、ఈ面ߴ͸東ଆ21.10、西ଆ20.88NͰ
東から西΁ࣼ܏していΔɻ

ϐοτɾࡐʢਤ�ɾ�ɺද�ɾ�ʣ
25口のϐοτと9Օ所の材（礎板・礎石）がݕग़さΕていΔɻϐοτのଟく͸֬ೝしಘた掘りࠐΈがઙく、

また͸掘り方Λࣦͬて͓り（材1 ～ 9）、1面Αり新しい時期の所産とߟえらΕΔɻ建物Λ構成͢Δとࢥ
わΕΔ૊Έ߹わせ͸3૊Λఠग़したɻ掘り方の柱間にଟগの͹らͭきがݟらΕΔが、֓Ͷ1間200ᶲΛ
、にあΔの͸޲܏がೆにいくఔ、௿いߴわΕΔɻ建物1・2の柱穴ఈ面のඪࢥさΕた΋のと࡟として掘֨ن
ੜ׆面が؇くࣼ܏していたためとࢥわΕΔɻ

૊Έ߹わせΛ໌֬にͰきない΋の΋ؚめて個ʑのϐοτ・材のৄࡉ͸1面柱穴ද、礎板・礎石දΛࢀ
রさΕたいɻ

෺�ʢਤ�ʣݐ
ೆ北2間・東西1間の૊Έ߹わせɻ123・28が溝2Λ੾ͬていΔɻ࣠方޲͸/−45°−&Ͱ、柱間͸掘

り方Ͱ175 ～ 210ᶲͰあΔɻ഑ஔにෆ҆があΔ穴͸、্԰૊の෦分Ͱ߹わせた΋のと൑அしたɻ158・
28の礎板の޲きが建物2の構成とҟなΔ఺に஫目して͓くɻ
෺�ʢਤ�ʣݐ

ೆ北1間・東西1間の૊Έ߹わせɻ153・54͸調査۠東壁の土૚அ面Ͱ1面্แؚ૚Ҏલの掘りࠐΈͰ
あΔことΛ֬ೝͰきΔɻ154・材6が溝2Λ੾ͬていΔɻ࣠方޲͸/−46°−&Ͱ、柱間͸掘り方Ͱ192
～ 200ᶲͰあΔɻ西ྻの材4・6の্にॏͶらΕた板の方޲ΛݟΔと、ߴさ߹わせの目తͰ建物外ଆから
柱Լ΁ԡしࠐまΕたΑうにࢥわΕΔɻݱ在Ͱ΋؆易な小԰ֻけΛ͢Δ৔߹、ᄉᅀに行わΕΔ方๏ͰあΔɻ
෺�ʢਤ�ʣݐ

ೆ北1間・東西1間の૊Έ߹わせɻ120・18が溝2Λ੾ͬていΔɻ࣠方޲͸/−49°−&Ͱ、柱間͸掘
り方Ͱ195 ～ 205ᶲͰあΔɻ北西の材1のඪߴがߴく、建物1の158にࣅていΔɻ158のྫΛとΕ͹、掘
り方にਾえらΕていた柱Լ෦が෗৯したため、ͦの෦分Λ੾りऔͬて࠶度࢖用した΋のか΋しΕないɻ
、めした্に礎板Λਾえたと૝ఆさΕΔɻຊ址・材1にͭいて͸ݻさ߹わせのため、掘り方Λ埋め໭しࠜߴ
板Լの掘り方ΛݟಀしていΔՄೳੑがあΔɻ
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物ݐ 2ɹ土૚આ明

00153ɹ஡׊৭౔� ૔石細ยɾ玉࠭རɾかわらけยをؚΉɻ͠·Γͳ͠ɻח
ɹ154ɹ҉஡׊৭೪࣭౔� かわらけยɾ木ยɾ୸化物をؚΉɻ͠·Γͳ͠ɻ
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遺構໊
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　第２અ　தੈ第 2面（図 �）
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2面͸土୮մ͓Αͼࠇ஡৭೪質土（調査۠壁土૚6 ～ 11૚）、鎌倉石ยΛࠞじえΔ஡׊৭೪質土（調査
۠壁土૚%૚）にΑり構成さΕΔੜ׆面ͰあΔɻᶗ۠Ͱ͸調査۠北壁・西壁土૚の土૚அ面（ւൈ21.4N
෇ۙ）Ͱ֬ೝͰきΔ΋のの、ݱ代の࡟平にΑり調査۠内の大෦分Ͱੜ׆面がࣦわΕていΔɻᶗ۠の3面
૬౰のϨϕϧͰݕग़さΕた遺構のうち、ଞ遺構との੾り߹いなͲから、2面の所産とߟえらΕΔ΋のΛ
ఠग़しఏࣔしたɻᶘ۠Ͱ͸ւൈ21.1N ～ 21.3N෇ۙにҐஔ͢Δɻ構成土中の土୮地形のൣғΛτーンͰ
ࣔしたɻ東൒͸土୮地形্Λੜ׆面とし、西ଆͰ͸土୮地形の্にߋに੝り土・੔地しੜ׆面としてい
Δɻ調査Ͱ͸ᶘ۠のશ面Λ土୮地形まͰ掘りԼ͛てしまͬたため、西ଆ͸面の೺Ѳにଟগのࠞཚがੜじ
ていΔ఺Λ͓ことわりしとくɻݕग़さΕた遺構͸མちࠐΈ（ෆ໌遺構）1基、建物1౩、柱穴ྻ2ྻ、ϐο
τ52口、杭3Օ所ٴͼ杭穴とࢥわΕΔ小穴41口ͰあΔɻͦのଞ、2面構成土中の土୮地形௚্Ͱかわら
けཷりが1Օ所ݕग़さΕていΔɻ

མͪࠐΈ�ʢਤ��ʣ
ᶘ۠西壁ࡍにҐஔ͢Δɻೆଆ͸1面遺構・溝2に࡟平さΕࣦわΕていΔɻ建物4（180・38・40）、179

に੾らΕΔଞ、139（柱穴ྻ2）΋ຊ址にઌ行͢ΔՄೳੑがߴいɻ178との新旧関܎͸ෆ໌ͰあΔɻຊ址
͸1面遺構・མちࠐΈ3の調査時に西壁ࡍの෴土Λ掘り্͛てしまい、また2面ݕग़時にͬޡて掘りࠐ
Έ面Λআڈしてしまͬたため、平面ϓϥンΛ໌֬にͰきなかͬたɻਤࣔした平面形͸2面構成土中の土
୮地形௚্Ͱ֬ೝさΕたઙいམちࠐΈΛ東ଆの্୺とし、ͦのଞの఺ઢ෦分͸西壁の土૚அ面に߹わせ
෮ݩしたɻਪఆさΕΔن໛͸௕࣠が230ᶲҎ্、୹࣠が91ᶲまͰɻ西壁土૚Ͱ֬ೝͰきΔਂさ͸28ᶲͰ、
ఈ面ඪߴ͸20.94 ～ 21.00NͰあΔɻ࣠方޲͸/−40°−&あたりΛ͢ࢦとࢥわΕΔɻ調査時の名শ͸མ
ちࠐΈとしていΔが、ੑ֨͸ෆ໌ͰあΔɻ

མͪࠐΈ �

#5

#4

� �� �N
	4＝1�40


མͪࠐΈ �ɹ土૚આ明
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02 ૚ɹ҉஡փ৭೪࣭౔� 木ยをଟࠞ͘ೖɻ
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ϐοτɾখ ʢ݀ਤ�ɾ��ɾ��ɺද�ɾ�ʣ
52口のϐοτがݕग़さΕ、建物Λ構成͢Δ૊Έ߹わせΛ1૊、建物のҰ෦とߟえらΕΔฒͼ2ྻΛఠ

ग़したɻ掘り方の柱間にଟগの͹らͭきがݟらΕΔが、֓Ͷ1間200ᶲΛ֨نとして掘࡟さΕた΋のと
Λ໌らかにͰきなかͬたϐοτ΋ଟいが、ఠग़した建物・柱穴ྻの૊Έ܎わΕΔɻଞ遺構とのॏෳ関ࢥ
߹わせ௨りͰあΕ͹、旧いॱに、མちࠐΈ5ˠ建物4ˠ柱穴ྻ2の関܎が成り立ͭɻͦのଞ、杭3Օ所ٴͼ、
杭穴とࢥわΕΔ小穴が41口ݕग़さΕていΔɻ小穴͸10ܘᶲ内外の円形Λఄし、ਂさ͸10ᶲҎԼのઙい
΋のがଟいが、ఈ面に޲かいઌࡉΔために掘りきΕていないՄೳੑがߴいɻ杭Λؚめた഑ஔにنଇੑ͸
ग़せͣ、ੑ֨͸ෆ໌ͰあΔɻݟ

૊Έ߹わせΛ໌֬にͰきない΋のΛؚめた個ʑのϐοτ、杭・小穴のৄࡉ͸2面柱穴ද・小穴දΛࢀ
রさΕたいɻ　

෺�ʢਤ��ʣݐ
ೆ北5間・東西1間の૊Έ߹わせɻ180・38・40がམちࠐΈ5Λ੾Δɻ165・66がͦΕぞΕ柱穴ྻ2の

11・15に੾らΕΔɻ࣠方޲͸/−49°−&Ͱ、柱間͸掘り方Ͱ197 ～ 220ᶲͰあΔɻ北からॱに1間・2
間ʜとしてઆ໌͢Δɻ3間めの柱͸調査۠外のためݕग़さΕていないɻ東ଆの2間め͸ݱ代の࡟平にΑ
りࣦわΕた΋のとࢥわΕΔɻ1間め東ଆの13͸2口のϐοτがॏෳ、西ଆの165͸礎板が2ຕฒんͰݕ
ग़さΕて͓り、このҐஔͰのইんだ柱の建てସえ、ないし間औりのมߋΛҙਤした建てସえが行なわΕ
ていΔՄೳੑ、あΔい͸ଋ柱ΛैえΔݻڧな基礎構造ΛඋえていたՄೳੑΛ૝ఆͰきΔɻまた、礎板の
޲いていΔのにରし、165、ೆ西୺180の礎板͸東西方޲Λ޲きに஫目͢Δと116・40・66がೆ北方޲
Λ޲いてઃஔさΕていΔɻ5間め136・80の掘り方柱間͸220ᶲとଞΑり޿く、80 ～ 90ᶲԞにิॿతな
໾ׂΛ୲うとࢥわΕΔ143・38഑していΔɻこΕらϐοτの഑ஔや、形ଶ・෇ଳ物のわͣかなҧいがຊ
址建物の構造・ੑ֨Λਪଆ͢ΔखがかりになΔか΋しΕないɻ

ப݀ྻ�ʢਤ��ʣ
ೆ北方޲に5間のฒͼͰあΔɻ࣠方޲͸/−47°−&Ͱ、柱間͸掘り方Ͱ198 ～ 210ᶲͰあΔɻ北から

2間めのݕग़さΕない柱穴͸掘り方Λݟಀし、Αり旧い時期の遺構とڞに掘ͬてしまͬた΋のとࢥわΕ
Δɻ北୺の164、1間め117の礎板の਺や޲きなͲが建物4の東ྻ北୺116、西ྻ1間め165とࣅ௨う఺
に஫目して͓くɻ

ப݀ྻ�ʢਤ��ʣ
ೆ北方޲に4間のฒͼͰあΔɻ11・15が建物4の165・66Λ੾Δɻ139とམちࠐΈ5の新旧関܎͸ະ

֬ೝͰあΔが、ຊ址がઌ行͢ΔՄೳੑがߴいɻ࣠方޲͸/−48°−&Ͱ、柱間͸掘り方Ͱ200 ～ 203ᶲ
ͰあΔɻ北から1間め115から板がݕग़さΕていΔが、1ຕͰ礎板となりಘΔੇ๏Λ࣋たないɻೆଆの2
口（139・31）͸北ଆの柱穴Αりن໛が大きく、࣠΋ͣΕՃݮͰ͸あΔが、建物4Ͱ΋ೆଆϐοτの構成
にม化がݟらΕΔこと、このลが寺社Ҭのೆ୺となΔことΛྀߟして柱穴ྻにؚめたɻ
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遺構໊

物ݐ）105 4）

物ݐ）165 4）

物ݐ）140 4）

物ݐ）166 4）

物ݐ）180 4）

物ݐ）136 4）

物ݐ）132 4）

物ݐ）103 4）

物ݐ）116 4）

物ݐ）138 4）

物ݐ）143 4）

164（ப݀ྻ 1）

117（ப݀ྻ 1）

142（ப݀ྻ 1）

134（ப݀ྻ 1）

129（ப݀ྻ 1）

101（ப݀ྻ 2）

115（ப݀ྻ 2）

139（ப݀ྻ 2）

131（ப݀ྻ 2）

102

104

106

107

108

௕ܘʷ୹ܘʷਂ͞ʢᶲʣ ఈ໘ඪߴʢNʣ උߟ� ૅ൘౳ن໛ɿ௕͞ʷ෯ʷް͞ʢᶲʣ

33ʷ24ʷ44

38ʷ37ʷ22

37ʷ35ʷ23

30ʙʷ20 ？ ʷ20

34ʷ25ʷ25

35ʷ29ʷ22
35ʷ（25）ʷ22（๺）
26ʷ（20）ʷ22（ೆ）

34ʷ31ʷ35

27ʷ21ʷ35

43ʷ35ʷ16

30ʙʷ25ʷ30

50ʷ40ʷ33

32ʷ11ʙʷ14

36ʷ32ʷ27

33ʷ31ʷ24

45ʷ36ʷ32

49ʷ45ʷ32

41ʷ40ʷ48

51ʷ45ʷ42

30ʷ28ʷ29

25ʷ25ʷ23
28ʷ（24）ʷ24（๺）
28ʷ（18）ʷ22（ೆ）

35ʷ30ʷ25

34ʷ29ʷ12

20.87

20.94（ૅ板্ 21.04） 11 ʹ੾らΕるɻૅ板：18ʷ7ʷ3.5（๺）ɾ17.5ʷ8ʷ6（ೆ）

མͪࠐΈ 5 を੾るɻૅ板：24ʷ13ʷ ？

མͪࠐΈ 5 を੾るɻ۷Γ方͸౔૚ΑΓ෮ݩɻૅ板：15ʙʷ11ʷ ？

2 ͸不明ɻچɻೆ๺の৽ޱ

ૅ板：19ʷ9.5ʷ ？

མͪࠐΈ 5 を੾るɻ178 ͱの৽چ不明ɻ

ૅ板：21.5ʷ13.5ʷ4.5

ૅ板：19ʷ11ʷ4（๺）ɾ？ ʷ9ʷ3（ೆ）

182 を੾るɻ

165 を੾るɻ

167 を੾るɻ板：9ʷ6ʷ ？

མͪࠐΈ 5 ͱॏෳɻ

ப：60ʷ10ʷ7

2 ͸不明ɻچɻೆ๺の৽ޱ

168 を੾るɻ

20.83（ૅ板্ 20.88）

43ʷ28ʷ38 167 を੾るɻૅ板：26ʷ9ʷ ？20.82（ૅ板্ 21.00）

20.93（ૅ板্ 20.98）

20.83

20.92

21.00

20.86（ૅ板্ 20.95）

20.72

21.04

20.89（ૅ板্ 20.96）

20.81

20.92

20.92

20.75

20.81

20.75（板্ 20.81）

20.56

20.58（ப্ 21.18）

20.94

20.97
20.95（๺）
20.97（ೆ）

20.90

21.04

109 47ʷ38ʷ30 20.89

110 35ʷ30ʷ29 168 を੾るɻ20.86

111 33ʷ21ʷ12 112 ͱの৽چ不明ɻ21.04

112 38ʷ23ʙʷ17 111 ͱの৽چ不明ɻ20.98

113 49ʙʷ32ʷ34 170 ͱの৽چ不明ɻ20.77

114 33ʷ27ʷ46 20.65

130 21ʷ20ʷ14 20.80

135 29ʷ27ʷ18 20.93

137 53ʷ37ʷ14 21.03

144 49ʷ32ʷ24 182 を੾るɻ20.70

170 47ʙʷ30ʙʷ18 169 を੾るɻ113 ͱの৽چ不明ɻ20.98

171 18ʷ12ʙʷ14 20.94

172 51ʷ35ʷ23 20.88

173 41ʷ（30）ʷ22 20.97

174 25ʷ18ʷ11 21.05

175 36ʷ25ʷ15 21.05

176 30ʷ16ʙʷ8 21.12

177 38ʷ30ʷ12 20.77

178 29ʙʷ25ʷ11 138 ͱの৽چ不明ɻ20.97

179 31ʷ ？ ʷ23 ౔૚ΑΓ෮ݩɻམͪࠐΈ 5 を੾るɻ20.98

181 20ʷ20ʷ26 182 を੾るɻখ݀ 10 ͱの৽چ不明ɻ20.74

182 36ʷ30ʷ37 144ɾ29ɾ82 ʹ੾らΕるɻ20.63

183 26ʷ23ʷ15 20.90

（ૅ板্ 20.85 ๺）
（ૅ板্ 21.18 ೆ）

ද４ɹ̎໘ப݀ද
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ද̑ɹ̎໘খ݀ද

遺構໊

184
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186

௕ܘʷ୹ܘʷਂ͞ʢᶲʣ ఈ໘ඪߴʢNʣ උߟ� ૅ൘౳ن໛ɿ௕͞ʷ෯ʷް͞ʢᶲʣ

25ʷ18ʙʷ10

22ʷ13ʙʷ10

21.04

20.96

28ʙʷ ？ ʷ13 ౔૚ΑΓ෮ݩɻ21.10

遺構໊

খ݀ 01

খ݀ 02

খ݀ 04

খ݀ 03

খ݀ 05

খ݀ 06

খ݀ 07
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খ݀ 09

ਂ͞ʢᶲʣ ఈ໘ඪߴʢNʣ
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8
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8
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4
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23

3
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21.06

21.06

20.92

21.01

21.04
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21.00

20.96

খ݀ 10

খ݀ 11

খ݀ 12

খ݀ 13

খ݀ 14

20.77

20.95

21.07

21.14

21.13

08খ݀ 15 21.09

遺構໊

খ݀ 16

খ݀ 17

খ݀ 18

খ݀ 19

খ݀ 20

খ݀ 21

খ݀ 22

খ݀ 23

খ݀ 24

ਂ͞ʢᶲʣ ఈ໘ඪߴʢNʣ

21.069

7

15

14
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6

？
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06

06

06

07

21.06

21.01

21.01

21.02

21.08

？

？ ？

？ ？

20.94

20.93

খ݀ 25

খ݀ 26

খ݀ 27

খ݀ 28

খ݀ 29

21.04

21.06

21.06

21.05

খ݀ 30

遺構໊

খ݀ 31

খ݀ 32

খ݀ 33

খ݀ 34

খ݀ 35

খ݀ 36

খ݀ 37

খ݀ 38

খ݀ 39

ਂ͞ʢᶲʣ ఈ໘ඪߴʢNʣ

？？

？？
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7

3

4

6

9

3

03

3

長͞ 6ʙ

長͞ 4ʙ

長͞ 2ʙ

21.02

21.05

21.09

21.07

21.06

21.02

21.09

খ݀ 40

খ݀ 41

݀ߌ 41

݀ߌ 22

݀ߌ 23

21.08

21.42

（্ߌ）20.88

（্ߌ）21.20
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͔ΘΒ͚ཷ·Γʢਤ��ɾ��ʣ
ᶘ۠北西ଆ、2面構成土Լ૚の土୮地形௚্Ͱݕग़さΕていΔɻこのϨϕϧͰあΔఔ度のまとまりが

֬ೝさΕたため、ʮかわらけཷまりʯとしてѻͬていΔが、෇ۙの2面構成土্૚に΋૬౰ྔのかわらけ
がؚまΕて͓り、पลの2面遺構の෴土中に΋ଟくのかわらけがࠞೖしていΔɻここͰ͸ʮかわらけཷ
まりʯとしてग़土遺物΋いち͓うಠ立させて報告͢Δが、पลग़土のかわらけと時間త・ۭ間తに࿈ଓ
ੑΛ࣋ͬていΔՄೳੑがߴいɻかわらけ͸2面構成土Լ૚・土୮地形ࢪ行ޙに土୮地形্の੝り土（調
査۠壁土૚7・8૚）とڞにྲྀೖ・ഇغさΕた΋のとࢥわΕΔɻਤ中23−4・20の遺物͸ຊ址ʮかわらけ
ཷまりʯとしたൣғから外ΕΔが、ྲྀೖ・ഇغの޿がりΛࣔ͢΋のとしてਤにՃえたɻ
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˞図தの൪߸͸� 図 24ɹ2 面ߏ੒౔ग़౔遺物（2）
� ɹɹɹɹɹ� ����������かわらけཷ·Γग़౔遺物ʹରԠするɻ
ɹ23ʵ4ɾ23ʵ20 ͸� 図 23ɹ2 面ߏ੒౔ग़౔遺物（1）ʹରԠɻ
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　第３અ　தੈ第 3面（図 14）
3面͸֓Ͷࣗવଯ積૚とߟえらΕΔ҉஡

৭～҉஡׊৭Λఄ͢Δ೪質土（調査۠壁土
૚(૚・25૚）Λ基盤と͢Δੜ׆面ͰあΔɻ
目立ͬた地形͸行なわΕて͓らͣ、ᶘ۠の
Ұ෦のΈ、しまりのڧい೪質土Λషͬて੔
地していΔɻੜ׆面のඪߴ͸ւൈ20.9N ～
21.2N෇ۙͰあΔɻݕग़さΕた遺構͸井戸1
基、溝1৚、柱穴18口、杭2Օ所ٴͼ杭穴
とࢥわΕΔ小穴17口ͰあΔɻᶗ۠͸1面・
2面Λݱ代の࡟平Ͱࣦͬていたため、この
面から平面తな調査が࢝まͬていΔɻ
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Ҫށ�ʢਤ��ʣ
ᶘ۠ೆ西֯にҐஔ͢Δɻ҆શ֬อのため׬掘͸していないɻ東ଆͰॏෳ͢Δ溝1Αり΋新しいɻ190・

96に੾らΕΔɻ195との新旧関܎͸ෆ໌ͰあΔɻݕग़さΕた্୺のن໛͸ೆ北方޲が157ᶲまͰ、東西
方޲が176ᶲまͰɻਂさ͸֬ೝ面から88ᶲ・ඪ20.00ߴNまͰΛ掘࡟し、ҎԼの調査͸அ೦したɻ土૚
அ面の1 ～ 3૚͸ຊ址ഇઈޙにࠜݻめΛ目తとしてॆṇさΕた2面構成土ͰあΔɻ4૚ҎԼの෴土͸木
ยΛࠞೖ͢Δしまりのない೪質土Λ主ମとしていΔɻ෴土中に୸がଳ状にཷまΔ෦分（6・9૚）がݟड
けらΕΔことから、あΔఔ度༙ਫ͢Δ状ଶͰ埋຅していΔとࢥわΕΔɻまた、掘り方埋め土となりಘΔ
土૚がݟらΕないことから、井戸ഇઈ時にஅ面20.3 ～ 20.4N෇ۙのஈࠩまͰ掘りࠐんͰ井戸࿮等のࢪ
ઃΛൈきऔͬた΋のとࢥわΕΔɻ

�ʢਤ��ʣߔ
ᶗ ・۠ᶘ۠にわたりݕग़さΕたɻ調査۠Λೆ北にॎஅし、北ଆ・ೆ ଆと΋調査۠外΁ԆͼていΔɻ井戸1、

187に੾らΕΔɻ194 ～ 97との新旧関܎͸ෆ໌ͰあΔɻஅ面形͸溝ຊମとࢥわΕΔҰஈ௿い掘りࠐΈ෦
分͸ٯ୆形Λఄし、྆؛にઙいۼ地状の؇ࣼ܏ΛैえていΔɻ྆؛の؇ࣼ܏͸૿ਫなͲのཧ༝にΑりࣗ
વに࡟りऔらΕた΋のɻあΔい͸溝ຊମにਫΛ集めΔことΛ目తとして人ҝతに掘࡟さΕた΋のとਪଌ
さΕΔɻこの؇ࣼ܏͸ᶗ۠北壁・ᶘ۠ೆ壁の土૚からຊ址にؚまΕΔと൑அさΕた΋のͰ、ޙड़͢Δ木
器が集中してग़土したՕ所Λআき平面తに͸調査さΕていないɻਤࣔした্୺ϓϥン͸溝ຊମにあたΔ
Ұஈ௿い෦分ͰあΔɻݕग़さΕた溝ຊମのن໛͸、௕さが11.30NҎ্、্୺෯が29 ～ 70ᶲ、Լ୺෯が
10 ～ 28ᶲͰあΔɻ֬ೝ面からのਂさ͸24 ～ 44ᶲͰ、ఈ面のߴさ͸北ଆͰ20.89N、ೆଆͰ20.52Nとೆ
΁ࣼ܏していΔɻᶘ۠Ͱ͸、溝ຊମが埋まりきͬたஈ֊のۼ地に大ྔの木器Λഇغした΋のがݕग़さΕ
ていΔ（土૚$ ～ &　5・6૚）ɻ溝1্૚・ʮ木器ཷりʯとして఺ઢͰൣғΛࣔしたɻݕग़さΕたൣғ͸
ೆ北に391ᶲまͰ、東西に163ᶲͰあΔɻਂさ͸ਂ࠷Ͱ15ᶲΛଌΔɻ

᎟ཚ
Ҫށ �

#
#
ʟ
2���N

#
#
ʟ2���N

" "ʟ2���N

"
"ʟ

2���N

� 2

3

�

�

�
�

�

�

��

�
23

��

��

#5

� �� �N
	4＝1�40


Ҫށ �ɹ土૚આ明

01 ૚ɹ҉஡৭೪࣭౔� ԫ৭࠭をࠞೖするɻ͠·Γͳ͠ɻ（2 面ߏ੒౔）
02 ૚ɹ౔୮૚� ౔୮をݻ͖ͭ͘ߗΊͯいるɻ（2 面ߏ੒౔）
03 ૚ɹ׊ࠇ৭೪࣭౔� େܕ౔୮ɺח૔石մをओମͱするɻ（2 面ߏ੒౔）
04 ૚ɹࠇ஡৭೪౔� 木ยをଟࠞ͘ೖするɻ͠·Γͳ͠ɻ
05 ૚ɹ҉஡׊৭೪࣭౔� 木ยɾ୸化物をଟؚ͘Ήɻ͠·Γͳ͠ɻɹ
06 ૚ɹ୸૚� � 木ยɾখ石をࠞೖするɻ͠·Γͳ͠ɻ
07 ૚ɹࠇ஡৭೪౔� ୸化物ɺएׯの木ยをؚΉɻ͠·Γͳ͠ɻ
08 ૚ɹ҉஡׊৭೪࣭౔� 木ยɾ୸化物をଟؚ͘Ήɻ͠·Γͳ͠ɻ
09 ૚ɹ୸૚� � 6 ૚ͱಉ࣭ɻ木ยɾখ石をࠞೖするɻ͠·Γͳ͠ɻ
10 ૚ɹփࠇ৭೪࣭౔� 木ยɾをଟؚ͘Ήɻ͠·Γͳ͠ɻ

ਤ��ɹҪ̍ށ
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ਤ��ɹ̍ߔ

᎟ཚ᎟ཚ

᎟ཚ᎟ཚ
᎟ཚ᎟ཚ

᎟ཚ᎟ཚ

᎟ཚ

᎟ཚ

᎟ཚ

木器ཷ

" "ʟ2���N

# #ʟ # #ʟ2��2N

% %ʟ2��2N

̚ ̚ʟ2���N̚ ̚ʟ

% %ʟ

" "ʟɾ
20.89

ɾ
20.84

ɾ
20.76

ɾ
20.60

ɾ
20.63

ɾ
20.68

ɾ
20.64

ɾ
20.61

ɾ
20.52

$
$ʟ $ $ʟ2��2N

� 2

�
�

�

�ʟ

�
�

�

�

�

��

��

3
�

ߔ �ɹ土૚આ明

01 ૚ɹ҉ԫ஡৭೪࣭౔� ୸化物ɾૈ࠭をࠞೖするɻ
� � ΍΍͠·るɻ
02 ૚ɹ҉஡৭೪࣭౔� かわらけ細ยɾ୸化物ɾԫ৭೪౔をࠞೖするɻ
� � ೪ੑɾ͠·Γ͋Γɻ
03 ૚ɹ҉஡׊৭೪࣭౔� かわらけ細ยをࠞೖするɻ೪ੑɾ͠·Γͳ͠ɻ
04 ૚ɹ҉஡׊৭೪࣭౔� փ৭࠭ɾ୸化物をࠞೖするɻ͠·Γͳ͠ɻ
05 ૚ɹࠇփ৭೪࣭౔� 木製品ɾかわらけยɾ୸をଟؚ͘Ήɻ
� � ͠·Γͳ͠ɻɹ
06 ૚ɹࠇփ৭෗食౔� ଟྔの木製品ɾかわらけยɾ୸をؚΉɻ
07 ૚ɹ҉ԫփ৭೪࣭౔� ୸をࠞೖするɻ೪ੑڧいɻ͠·Γͳ͘ೈ࣭ɻ
08 ૚ɹ஡փ৭೪࣭౔� ୸ɾࠇփ৭೪౔をࠞೖするɻ೪ੑڧいɻ
� � ͠·Γͳ͘ೈ࣭ɻ
09 ૚ɹࠇփ৭ऑ೪࣭౔� ඍྔの୸ɾ木ยɾかわらけยをؚΉɻ
� � ͠·Γͳ͘ೈ࣭ɻ
10 ૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔� ୸化物をগྔؚΉɻ͠·Γͳ͠ɻ
11 ૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔� ৭೪౔մをࠞೖするɻ͠·Γ΍΍͋Γɻ׊

4

5

#

3

#

� �� �N
	4＝1�50
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ϐοτɾখ ʢ݀ਤ��ɺද�ɾ�ʣ
18口のϐοτと、杭2Օ所ٴͼ杭穴とࢥわΕΔ小穴17口がݕग़さΕていΔɻ໌֬なηοτ関܎が成

り立ͭ΋の͸ݟ౰たらないɻ小穴͸2面ͰݟಀさΕた΋のか΋しΕないɻ個ʑのϐοτ・小穴のৄࡉ͸
3面柱穴ද・小穴දΛࢀরさΕたいɻ

�໘Լɾߔ�ʢਤ��ʣ
ᶘ۠Ͱݕग़さΕた溝状のۼ地ͰあΔɻ੾り߹いΛ࣋ͭෳ਺の遺構がଘ在͢ΔΑうに分૚してしまͬた

が、土のわͣかなࠩΛ遺構෩に分૚してしまͬたに͗͢ないɻ平面ϓϥン͸地盤が؇んͰ、基盤૚と৭
調や土質、ࠞೖさΕΔཻ子にม化のײじらΕΔൣғΛ掘り্͛た΋のͰあΔɻଯ積土૚の項Ͱ΋৮Εて
いΔが、ຊ址पลのଯ積に͸シϛ状・ϒϩοΫ状෦分がݟडけらΕΔなͲ、ࣗવతなཁ因にΑΔとࢥわ
ΕΔෆ੔߹がੜじていΔɻຊ址͸人ҝతな掘りࠐΈͰ͸なく、Կらのཧ༝にΑり地盤が؇んͰͰきたۼ
地のՄೳੑがߴい΋のとࢥわΕΔɻຊ址にͭいて͸、あえて੔߹しない状گΛݱ地調査Ͱ記࿥さΕた事
࣮として報告して͓くɻ掘りࠐΈ面が৔所にΑりҟなΔଞ、෴土の状گ΋平面ϓϥンと੔߹していないɻ
東壁ࡍ（$−$`）のᶃ૚͸ਤ4の21૚Ͱ、3面の基盤となΔࣗવଯ積土ͰあΔɻ1・2૚にͭいて͸3面Λ

遺構໊

1186

1187

1189

1188

1190

1191

1192

1193

1194

1195

1196

1197

1198

1199

1100

1101

1102

1103

௕ܘʷ୹ܘʷਂ͞ʢᶲʣ ఈ໘ඪߴʢNʣ උߟ� ૅ൘౳ن໛ɿ௕͞ʷ෯ʷް͞ʢᶲʣ

50ʷ39ʷ41

36ʷ29ʷ7

25ʷ21ʷ16

44ʙʷ40ʷ16

48ʙʷ37ʙʷ11

22ʷ14ʷ4

19ʷ15ʷ7

30ʷ24ʷ（34）

20ʷ13ʷ（31）

25ʷ23ʷ（31）

22ʷ15ʷ（25）

23ʷ ？ ʷ22

18ʷ ？ ʷ20

28ʷ ？ ʷ18

37ʷ ？ ʷ28

61ʙʷ54ʙʷ58

20.58

20.90

ߔ 1 を੾るɻ

ߔ 1 ߔग़ɻݕʹத࡟۷ 1 ͱの৽چ不明ɻ

ߔ 1 ށग़ɻҪݕʹத࡟۷ 1 ʹ੾らΕるɻߔ 1 ͱの৽چ不明ɻ

ߔ 1 ग़ɻ187ݕʹத࡟۷ ʹ੾らΕるɻߔ 1 ͱの৽چ不明ɻ

ߔ 1 ग़ɻ188ݕʹத࡟۷ ʹ੾らΕるɻߔ 1 ͱの৽چ不明ɻ

౔૚ΑΓ෮ݩɻ

౔૚ΑΓ෮ݩɻ

౔૚ΑΓ෮ݩɻ

౔૚ΑΓ෮ݩɻ

25ʷ20ʷ3

19ʷ15ʷ6

198 を੾るɻ

Ҫށ 1 を੾るɻ

192ɺখ݀ 58 ͱの৽چ不明ɻ

191ɺখ݀ 58 ͱの৽چ不明ɻ

ߔ 1ɺ197 を੾るɻ

20.91

20.87

20.75

20.76

20.81

20.90

20.81

20.57

20.60

20.64

20.70

20.70

20.78

20.80

20.93

20.52

遺構໊

খ݀ 42

খ݀ 43

খ݀ 45

খ݀ 44

খ݀ 46

খ݀ 47

খ݀ 48

ਂ͞ʢᶲʣ ఈ໘ඪߴʢNʣ

21.004

3

4

2

9

2

2

21.00

21.02

21.02

20.95

20.98

20.98

遺構໊

খ݀ 49

খ݀ 50

খ݀ 51

খ݀ 52

খ݀ 53

খ݀ 54

খ݀ 55

ਂ͞ʢᶲʣ ఈ໘ඪߴʢNʣ

20.90

12

14

14

12

13

6

11

20.89

20.98

20.90

20.99

20.90

20.85

遺構໊

খ݀ 56

খ݀ 57

খ݀ 58

݀ߌ 04

ߌ˞ 4 ͸ߔ 4 ఈ面Ͱ֬ೝɻ

݀ߌ 35

ਂ͞ʢᶲʣ ఈ໘ඪߴʢNʣ

20.865

20.7715

13

長͞ 7.5ʙ

長͞ 7.5ʙ

21.02

（্ߌ）20.68

（্ߌ）20.85

ද̒ɹ̏໘ப݀ද

ද̓ɹ̏໘খ݀ද
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ਤ��ɹ４ߔ

ੜ׆面に͢Δにあたり؇んだ地盤Λิ͢ڧΔためにష෇けらΕた੔地૚とࢥわΕΔɻ堀্がりのن໛͸
東西に323ᶲまͰ、্୺෯͸࠷大Ͱ221ᶲɻ֬ೝ面からのਂさ͸16 ～ 44ᶲͰ、ఈ面ߴ͸20.50 ～ 20.64
ᶲͰ҆ఆしないɻຊ址͸3面Լの遺構としてѻͬたが、࣮֬に൐う遺物がग़土して͓らͣ時期͸ෆ໌Ͱ
あΔɻ

4

5

#
� �� �N

	4＝1�50


排
水
溝

排
水
溝

攪
乱
攪
乱᎟ཚ

᎟ཚ

্面
遺ߏ

্面
遺ߏ

্面
遺ߏ

্面
遺ߏ

্面
遺্ߏ

໘
Ҩ
ߏ

্面
遺ߏ

᎟ཚ

᎟ཚ

᎟ཚ

᎟ཚ᎟ཚ

᎟ཚ

$
$
ʟ
2�
��
N

"
"
ʟ
2�
��
N

#
#
ʟ
2�
��
N

#
#
ʟ

$
$
ʟ

ߔ �ɹ土૚આ明

01 ૚ɹփ׊৭೪࣭౔� ࠞೖ物をؚ·ͳいɻ೪ੑڧいɻ
02 ૚ɹ׊ࠇ৭೪࣭౔� ࠞೖ物をؚ·ͳいɻ೪ੑɾ͠·Γͱもڧいɻ
03 ૚ɹ׊ࠇ৭೪࣭౔� ୸化物をগྔؚΉɻ͠·Γͳ͠ɻ
04 ૚ɹ஡׊৭೪࣭౔� ୸化物ɾന৭ཻ子をؚΉɻ
05 ૚ɹ׊ࠇ৭೪࣭౔� ന৭ཻ子をؚΉɻ͠·Γͳ͠ɻɹ
06 ૚ɹ׊ࠇ৭೪࣭౔� ࠞೖ物をؚ·ͳいɻ΍΍͠·るɻ
07 ૚ɹ׊ࠇ৭೪࣭౔� 6 ૚ΑΓ͠·Γ͕͋るɻ
08 ૚ɹ஡׊৭೪࣭౔� 木ยをؚΉɻ೪ੑ͋Γɻ
09 ૚ɹ҉஡৭೪࣭౔� ୸化物をগྔؚΉɻփന৭γϧτをࠞೖするɻ
� � ೪ੑऑいɻ
10 ૚ɹ҉஡׊৭೪࣭౔� ೪ੑɾ͠·Γ͋Γɻ
11 ૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔� ೪ੑ͋Γɻ͠·Γͳ͠ɻ
12 ૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔� ന৭೪౔մをൗঢ়ʹࠞೖするɻ΍΍͠·るɻ

�
2

3 �
�

� �

�

��

�

��

�2
�3

��

��

��

��

�� ��
2�

ᶃ

ᶃ
ᶃ

13 ૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔� ৭ௐࠇຯ͘ڧɺγϧτؾຯɻ੨փ৭೪౔をؚΉɻ
14 ૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔� γϧτؾຯɻ木ยをؚΉɻ͠·Γͳ͠ɻ
15 ૚ɹࠇփ৭೪࣭౔� 木ยをؚΉɻ೪ੑ͋Γɻ͠·Γͳ͠ɻ
16 ૚ɹࠇփ৭೪࣭౔� ന৭ཻ子をؚΉɻ೪ੑ͋Γɻ͠·Γڧいɻ
17 ૚ɹ׊ࠇ৭೪࣭౔� ന৭೪౔をϒϩοΫঢ়ʹؚΉɻ೪ੑɾ͠·Γऑいɻ
18 ૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔� ୸化物をଟ͘ɺփ׊৭೪౔մをগྔؚΉɻ
� � ೪ੑڧいɻ͠·Γ΍΍͋Γɻ
19 ૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔� 16 ૚ͱಉ࣭͕ͩɺ下Ґʹփന৭γϧτؚ͕·Εɺ
� � 16 ૚ΑΓ೪ੑʹ欠けるɻ
20 ૚ɹ҉ࠇ஡৭೪࣭౔� փ׊৭೪౔մ͕ 16 ૚ΑΓଟいɻ೪ੑ΍΍͋Γɻ͠·Γऑいɻ

�ᶃ૚ɹ஡৭೪࣭౔� ୸化物をগྔؚΉɻ೪ੑඇৗʹ͘ڧɺΑ͘͠·るɻ
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　第̐અ　தੈҎલ（図 1�）
中世のੜ׆面ΑりԼ૚Ͱݕग़さΕた΋のΛまとめたɻམちࠐΈ2基、ϐοτ21口、杭1Օ所ٴͼ、杭

穴とࢥわΕΔ小穴8口がݕग़さΕていΔɻϐοτに͸中世のੜ׆面ͰݟಀさΕた掘りࠐΈ΋ؚまΕてい
Δか΋しΕないɻ大方͸わͣかな土質のҧいͰᐆດなϓϥンΛ掘り্͛た΋のͰ、遺物΋ग़土して͓ら
ͣ、積ۃతに遺構としಘΔཧ༝がͭݟからないɻ杭・小穴͸2面（3面）ͰݟಀさΕた΋のとࢥわΕΔɻ
ϐοτ・小穴のৄࡉ͸中世Ҏલ柱穴ද・小穴දΛࢀরさΕたいɻ

ᶘ۠͸調査۠壁土૚38૚૬౰（20.45N）Λ࠷ऴ֬ೝ面とし、ߋにೆ東壁ࡍにਂ堀τϨンνΛઃఆしたɻ
ग़さݕわΕΔྲྀ木がࢥऴ֬ೝ面Ͱ͸౗木ࠟが、ਂ堀τϨンνͰ͸ւൈ19.8NͰ小ା谷川にӡ͹Εたと࠷
ΕていΔɻݕग़さΕた౗木ࠟのن໛͸150ʷ144ᶲ、֬ ೝ面からのਂさ͸20ᶲͰ、ఈ面ߴ͸20.35NͰあΔɻ

遺構໊

1104

1105

1107

1106

1108

1109

1110

1111

1112

1113

1114

1115

1116

1117

1118

1119

1120

1121

௕ܘʷ୹ܘʷਂ͞ʢᶲʣ ఈ໘ඪߴʢNʣ උߟ� ૅ൘౳ن໛ɿ௕͞ʷ෯ʷް͞ʢᶲʣ

18ʷ18ʷ12

19ʷ18ʷ12

61ʷ40ʙʷ20（੢）
63ʷ42ʙʷ18（౦）

20.80（੢）
20.82（౦）

42ʷ36ʙʷ9

22ʷ19ʷ25

24ʷ22ʷ18

24ʷ24ʷ20

27ʙʷ22ʷ13

33ʷ31ʷ17

25ʷ17ʙʷ13

27ʷ23ʙʷ14

38ʷ34ʙʷ10

45ʙʷ21ʙʷ12

27ʷ22ʙʷ11

22ʷ21ʷ23

27ʷ24ʷ10

53ʷ28ʙʷ10

20.77

20.77

1113 ͱの৽چ不明ɻ

1112 ͱの৽چ不明ɻ

1121ɺখ݀ 64ɾ65 ͱの৽چ不明ɻ

1116ɾ118ɺখ݀ 64 ͱの৽چ不明ɻ

1117 ͱの৽چ不明ɻ

1116ɺখ݀ 63 ͱの৽چ不明ɻ

20ʷ17ʷ11 1107 ͱの৽چ不明ɻ

2 ɺ1104ɾ106چɻ౦੢の৽ޱ ͱの৽چ͸不明ɻ

1107 ͱの৽چ不明ɻ

20.78

20.85

20.76

20.83

20.66

20.79

20.75

20.77

20.76

20.62

20.62

20.63

20.47

20.55

20.63

1122 42ʷ39ʷ9 མͪࠐΈ 1 を੾るɻ1123 ͱの৽چ不明ɻ20.66

1123 73ʙʷ46ʙʷ14 མͪࠐΈ 1 を੾るɻ1122 ͱの৽چ不明ɻ20.62

1124 53ʙʷ32ʙʷ8 མͪࠐΈ 1ɺখ݀ 59 ͱの৽چ不明ɻ20.64

遺構໊

খ݀ 59

খ݀ 60

খ݀ 62

খ݀ 61

খ݀ 63

খ݀ 64

খ݀ 65

ਂ͞ʢᶲʣ ఈ໘ඪߴʢNʣ

20.4011

11

11

26

12

12

24

15

10

20.21

20.44

20.31

20.52

20.59

20.67

খ݀ 66 20.36

݀ߌ 66 （্ߌ）20.34

උߟ

ௐࠪ۠น౔૚ 35ʙ36 ૚૬౰Ͱ֬ೝɻ

མͪࠐΈ 1 ఈ面Ͱ֬ೝɻ

ௐࠪ۠น౔૚ 35ʙ36 ૚૬౰Ͱ֬ೝɻ

མͪࠐΈ 1 ఈ面Ͱ֬ೝɻ

ௐࠪ۠น౔૚ 35ʙ36 ૚૬౰Ͱ֬ೝɻ

ௐࠪ۠น౔૚ 25 ૚ʙ35 ૚্面૬౰Ͱ֬ೝɻ

ௐࠪ۠น౔૚ 25 ૚ʙ35 ૚্面૬౰Ͱ֬ೝɻ

ௐࠪ۠น౔૚ 38 ૚૬౰Ͱ֬ೝɻߌͱࢥわΕる木࣭遺ଘɻ

མͪࠐΈ 1 ఈ面Ͱ֬ೝɻ

ද̔ɹதੈҎલப݀ද

ද̕ɹதੈҎલখ݀ද
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མͪࠐΈ�ɾ�ʢਤ��ʣ
調査۠東壁ࡍͰ150ᶲのڑ཭Λ͓いてೆ北にฒんͰݕग़さΕていΔɻݕग़さΕたن໛͸、མちࠐΈ1

が東西方޲に240ᶲまͰ、ೆ北方޲に376ᶲまͰɻམちࠐΈ2が東西方޲に273ᶲまͰ、ೆ北方޲に210
ᶲまͰɻਂさ͸、མちࠐΈ1が48ᶲͰ、ఈ面ߴが20.19NɻམちࠐΈ2͸҆શ֬อのため׬掘せͣ、115
ᶲ（19.80N）のਂさͰ調査Λஅ೦したɻ෴土のଯ積状گΛݟΔと、ຊ址͸ࣗવに埋຅していΔ΋のとࢥ
わΕΔɻまた、木ยΛؚΉ෗৯土૚Λ主ମとして͓り、མちࠐΈ1のఈ面にૈ࠭がཷまΔ༷子が֬ೝͰ
きΔことから、։口時から埋຅աఔのあΔ時期まͰ͸、ਁਫしていた΋のとਪଌさΕΔɻ2基のੑ֨に
ͭいて͸ྨྫΛ஌らͣ൑அͰきないɻ　　
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	4＝1�40


མͪࠐΈ �ɹ土૚આ明

�ᶃ૚ɹ҉஡৭೪࣭౔� ന৭ཻ子をؚΉɻ೪ੑڧいɻ͠·Γ͋Γɻ
01 ૚ɹ஡փ৭೪࣭౔� ੨փ৭ૈ࠭ɾ木ยをࠞೖするɻ͠·Γͳ͠ɻ
02 ૚ɹ木࣭૚� 木ยٴͼ෗食౔をओମͱするɻ͠·Γͳ͠ɻ
03 ૚ɹ੨փ৭ૈ࠭

མͪࠐΈ̎ɹ土૚આ明

04 ૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔� ྘੨ૈ࠭ɾ木ยɺগྔの୸化物をؚΉɻɹ
05 ૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔� 4 ૚ΑΓ木ยɾ୸化物͕ଟいɻ
06 ૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔� 4 ૚ͱಉ࣭ɻ5 ૚ΑΓ木ยɾ୸化物͕ଟいɻ
07 ૚ɹࠇ஡৭೪࣭౔� ྘੨ૈ࠭をଟؚ͘Ήɻɹ
08 ૚ɹ஡׊৭೪࣭౔� ೈ࣭の෗食౔ɻ͠·Γͳ͠ɻ

#3

#

#
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　第四章　ൃ͞ݟΕͨ遺物

今ճの調査Ͱ発ݟさΕた遺物に͸、鎌倉遺跡܈Ͱ௨ৗग़土͢Δ΋のと͸ҟなΔ特௃Λ࣋ͬたかわらけ
がؚまΕていΔɻͦのかわらけ͸ϩΫϩ成形Ͱ器壁がബく、଻土͸ࠞೖ物Λؚまͣਫ਼良Ͱൺֱతߗ質ɻ
内ఈ面のφσ調੔がないか、あͬて΋1 ～ 2ճܰくφσΔఔ度、外ఈ面にࢳ੾りޙの板状ѹࠟがݟらΕ
ない、なͲの特௃Λ࣋ち、またࢳ੾りのࢳ෯が௨ৗΑり΋޿い΋のがݟडけらΕΔɻこΕまͰの鎌倉市
内の調査Ͱ͸今小路西遺跡の御成町200番2地఺・御成町171番1地఺の2 ϲ所Ͱۙしい特௃Λ࣋ͭかわ
らけが、まとまͬてݕग़さΕて͓り、御成町200番2地఺Ͱ͸ग़土したかわらけのうち、ຊ遺跡ग़土の
΋のとۙしい特௃Λ࣋ͭ΋のΛʮ"ྨʯとして報告していΔɻ御成町200番2地఺Ͱ"ྨとさΕΔ΋のに͸、
御成町171番1地఺やຊ遺跡Ͱग़土した΋のと૬ҧ͢Δ෦分΋ݟらΕΔため、ศ্ٓ、ຊ報告書Ͱ͸ʮ"ྨʯ
ΛؚΉ、௨ৗのϩΫϩ成形かわらけと଻土や内外ఈ面の調੔ٕ๏なͲがҟなΔ΋のの૯শとしてʮᶘ܈ʯ
の名শΛ༩え、ଞと۠別してѻうことと͢Δɻな͓、ʮᶘ܈ʯの名শ͸௨ৗのϩΫϩ成形のかわらけΛʮᶗ
にखͮくͶ成形の΋のと、ϩΫϩ成形の΋のとの種別がߋʯとした分ྨにର͢Δ΋のͰ、ͦの্Ґに܈
ఆٛさΕΔ΋のͰあΔɻຊ文中Ͱ͸൥ࡶさΛආけΔためʮᶘ܈ʯの名শのΈΛ用いΔこととし、࡯؍ද
の記載΋、ʮᶘ܈ʯのΈΛද記、調੔等΋特記͢΂き事のΈにとͲめたɻ

　第１અ　表土・᎟ཚ・表࠾出土遺物（図 20）
1 ～ 5͸ϩΫϩ成形のかわらけͰ、1・2͸大皿、3 ～ 5͸小皿ͰあΔɻ1͸؇く内࿷͢Δ器形、2͸ମ

෦中ҐにऑいྏΛ࣋ち、口ԑ෦͸外൓͢Δɻ3͸എ௿ͰࠐݟΈの立ち্がりがਂく௚立ؾຯɻ4͸എߴ
Ͱମ෦中ҐにऑいྏΛ࣋ͬていΔɻ口৶෦にλーϧの෇ணがݟらΕΔɻ5͸ᶘ܈Ͱ、内ఈが޿く、ࠐݟ
Έ͸ંΕて立ち্がΔɻ外ఈपԑのҰ෦にࡉい࿄状のѹࠟがݟらΕΔɻ6͸ཾઘ༼ܥ੨磁の֖Ͱ、ञ会
ᆵに߹わせらΕΔ΋のとࢥわΕΔɻૉ地͸៛ີ、ᬵ調͸ബ྘৭Λఄし光୔があり、ࢪᬵ͸ബめͰମ෦外
面のճస࡟りࠟがಁかしݟえΔɻ口ԑ෦からԑのԼ面にかけて͸࿐଻Ͱ赤஡৭Λఄ͢Δɻ7・8͸ංલ
ҏສཬのછ෇け࿸Ͱ、18世紀ޙ༿Ҏ߱の所産ͰあΔɻ7͸౵8、ܕ͸޿東ܕɻ8の内ఈ中ԝ෦͸ܽଛ͢Δが、
છ෇け文の୺Λわͣかに֬ೝͰきΔɻߴ୆৞෇͸࿐଻ͰあΔɻ9͸瀬戸༼のંԑਂ皿の口ԑ෦ยͰ、ബ
྘৭Λఄ͢Δփᬵが௮けֻけさΕていΔɻ10・11͸瀬戸・美濃ܥの陶器Ͱ、10͸౮໌皿、11͸小ᆵͰ
あΔɻ10͸外面にճసϔϥ࡟りࠟが໌ྎに࢒Δɻ11の口৶෦から内面ݞ෦にかけて͸࿐଻ͰあΔɻ12
͸ৗ׈༼のᙈ口ԑ෦ยͰԑଳ෦のΈ遺ଘ͢Δɻԑଳ෯が5.8ᶲと޿く14世紀ޙ൒代の所産ͰあΔɻ13͸
උલ༼のᙈͰ16世紀ޙ༿から17世紀લ༿ࠒの所産とࢥわΕΔɻ14͸ܥࡖのᎬുͰ、9ຊ૊の۳ࣃ状工
۩にΑΔ௜ઢが内面ମ෦と内ఈのҰ෦にҾかΕていΔɻఈ෦͸わͣかに൓ͬて্͛ఈؾຯͰ、पԑのઃ
ஔ෦分͸ຎ໓していΔɻ15・16͸ؙ瓦、17͸平瓦ͰいͣΕ΋18世紀代か、ͦΕΑり新しい時期の所産
とࢥわΕΔɻ15͸ತ面φσ、Ԝ面΋φσ調੔さΕΔがૈい縄編Έࠟが࢒Δɻଆ୺ଆのԑล・ଆ୺・ଆ
୺ತ面ଆ֯͸面औりさΕていΔɻまた、Ԝ面に͸ཹめ۩ࠟとࢥわΕΔ਑金状のమ分が෇ணしていΔɻ16
͸ತ面φσɻԜ面͸ૈい縄編Έࠟが࢒り、ઌ୺͸φσམとさΕてԼ୺΁、Ԝ面ଆ୺ଆのԑล΋φσམと
さΕてଆ୺にࢸΔɻଆ୺͸わͣかに֯度ΛҧえΔ2ஈの面औりがࢪさΕていΔɻ17のԜ面からଆ୺にか
けて͸丁ೡなφσ調੔がࢪさΕ、平׈Ͱやや光୔Λ࣋ͬていΔɻತ面͸縄かԿらの΋のΛ編んだとࢥわ
ΕΔϒπϒπとしたཻ子のࠟ跡が࢒Δɻଆ୺・ଆ୺Ԝ面ଆ֯͸面औりさΕていΔɻ18 ～ 23͸木製品Ͱ
あΔɻ18͸സ、19͸円盤状の品のܽ࢒とࢥわΕΔɻ20・21͸૲ཤਊͰ࿴状のણҡと、ણҡのѹࠟがͬ࢒
ていΔɻ22͸板目࠾り、23͸ຝ目࠾りさΕた板材ɻ

--10_ΥђݭԪՉ୞͌ट.indd   240 13/03/14   13:33



− 241 −− 240 −

ਤ��ɹද土ɾ᎟ཚɾද࠾出土遺物
21

18

20

19

2322

13

6

10

11

7

12

8

14

16

15

17

5

2

1

3

9

4

22

13

16

17

5

2

9

10

11

7

� � �� ᶲ

--10_ΥђݭԪՉ୞͌ट.indd   241 13/03/14   13:33



− 243 −− 242 −

　第２અ　தੈの出土遺物（図 21 ʙ 2�）
�໘্แؚ૚ग़౔Ҩ෺ʢਤ��ʣ

1͸ϩΫϩ成形のかわらけの大皿ɻ外൓して立ち্がり、ମ෦中Ґ্のऑいྏΛ経て口ԑ෦͸内࿷ؾ
ຯに収まΔɻ2͸ཾઘ༼ܥ੨磁の૒ڕ文ുͰあΔɻ

�໘Ҩߏग़౔Ҩ෺ʢਤ��ʣ
3・4͸土坑1からग़土したɻ3͸平瓦ͰӬ෱寺ᶙ期瓦ͰあΔɻԜ面・ತ面と΋φσ調੔がࢪさΕΔが、

ཻ子のࡉかい཭Ε࠭がΑく࢒Δɻತ面に͸ࢳ੾りࠟがݟडけらΕΔɻ4͸׮Ӭ௨ๅͰࠞೖ品ɻ
5 ～ 7͸溝2からग़土したɻ5・6͸ϩΫϩ成形のかわらけͰ、器壁ബく、ਂい器形ΛとΔが、଻土中

にࠞೖ物ΛわͣかにؚんͰいΔɻ5͸中皿とࢥわΕΔɻఈ޿ܘめͰ、ਂく内࿷して立ち্がΔɻ6͸௚
ઢతに立ち্がͬて口ԑ෦͸わͣかに内࿷͢Δɻ7͸அ面のؙい๮状の木製品Ͱ、遺ଘ͢ΔҰ୺͸ࣼめ
にՃ工さΕていΔが、ઌ୺͸ઑらͣにؙΈΛ࣋ͬて収まͬていΔɻ

8 ～ 12͸溝3からग़土したϩΫϩ成形のかわらけͰあΔɻ8・9͸大皿Ͱఈ޿ܘくഎ௿ؾຯ、器壁がബ
く内࿷͢Δ器形ΛとΔɻ10͸ۃ小かわらけɻ11・12͸ᶘ܈の小皿Ͱ、ڞに内ఈが޿いɻ11͸器壁ްめͰ、
外面中ҐにྏΛ࣋ͬて։いていΔɻ12͸៛ີ଻土Ͱমき্がりߗ質ɻ器壁がബく、ࠐݟΈの立ち্が
り͸ਂいɻ外面ԼҐのφσがڧくఈ෦͸ಥग़ؾຯͰあΔɻఈ෦͸ࢳ੾りޙにࡉい࿄状のѹࠟΛ࢒していΔɻ

13 ～ 16͸མちࠐΈ4からग़土したɻ13・14͸ϩΫϩ成形のかわらけͰᶘ܈の小皿ͰあΔɻ13͸៛ີ
଻土Ͱমき্がりߗ質ɻ器壁がബく、ࠐݟΈの立ち্がり͸ਂいɻ外面ԼҐのφσがڧくఈ෦がಥग़し
てݟえΔɻ外面中ҐͰ۶ۂして口ԑ෦͸ංް、内࿷していΔɻ内ఈ͸෯のڱいϩΫϩ目がڧく࢒ΔɻԿ
らの工۩が࢖用さΕていΔか΋஌Εないɻ14͸器壁がඇৗにബいɻఈܘがڱく、外面Լ൒͸ఈ෦とほ
とんͲ֯度Λมえͣに։くため、࿈ಈ͢Δ内ఈ͸޿いɻ外面中ҐͰંΕて口ԑ෦͸外൓しながら։いて
いΔɻ15͸ؙ瓦ͰӬ෱寺ᶙ期瓦とࢥわΕΔɻತ面͸ॎҐのϔϥφσ調੔、Ԝ面͸෍目ࠟが࢒Δɻ16͸
木製の᝵とࢥわΕΔɻ֯のؙい௕方形அ面Λఄ͢Δ๮のҰ୺Λࣼめに੾りམとしてઑらせていΔɻ

17 ～ 20͸建物Λ構成͢Δϐοτから、21・22͸୯ಠのϐοτからग़土していΔɻ17͸ϩΫϩ成形の
かわらけ小皿Ͱ、ബखͰਂい形ଶΛとΔが、଻土中にࠞೖ物がわͣかにؚまΕていΔɻࠐݟΈの立ち্
がり͸ਂく、口ԑ෦͸わͣかに外൓していΔɻ18͸໐滝・ా޲産の্͛࢓౐Ͱ、දཪの面Λ౐面と͢Δɻ
ද面に͸׊৭Λఄ͢Δమ分が෇ணしていΔɻమ分͸ܽଛ面に΋ٴんͰ͓り、ൺֱత新しい時期に෇ணし
た΋のとࢥわΕΔɻ19͸瀬戸༼のೖ子Ͱ、内ఈ中ԝΛ1ճφσ、ఈ෦͸ճసࢳ੾りແ調੔ͰあΔɻ20͸
ඌுܕの山஡࿸Ͱৗ׈༼の製品ɻ外面のϩΫϩ目がڧく、口৶෦͸内面ଆがఠΈ্がΔΑうな形ଶΛと
Δɻ13世紀中༿ࠒの所産ɻ21・22͸ϩΫϩ成形のかわらけ小皿ͰあΔɻ21͸ࠞೖ物ΛؚΉऑ࠭質଻土Ͱ、
器壁͸ްめ、外形͸࿶ܕにۙいɻ22͸ᶘ܈Ͱ、内ఈが޿く、ࠐݟΈ͸ંΕて、わͣかに外൓しながら
௚ઢతに立ち্がΔɻ外面͸ఈ෦のൣғが൑વとしないɻ޿いఈ෦Λ࣋ͭとݟえΔが、ڱいఈ෦から֯
度ΛほとんͲมえͣにۃ୺に։くମ෦Լ൒にまͰ、ࢳが੾り্がͬてしまͬた΋のか΋஌Εないɻͦの
৔߹のఈܘ͸4.4ᶲͰあΔɻ
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�໘Ҩߏग़౔Ҩ෺ʢਤ��ʣ
1 ～ 8͸1面・མちࠐΈ3の調査時にऔり্͛てしまͬた΋のだが、མちࠐΈ5の෴土にؚまΕていた

Մೳੑがきわめてߴいɻ1 ～ 3͸ϩΫϩ成形のかわらけͰ、2・3͸ᶘ܈ͰあΔɻ1͸大皿Ͱ、ࠐݟΈの
立ち্がりがਂく内࿷ؾຯɻ2͸ఈܘがڱくഎߴͰ、ࠐݟΈの立ち্がり͸ਂいɻମ෦͸内࿷して、口
ԑ෦ԼにׅΕΛ࣋ͬて外൓していΔɻఈ෦に͸ࢳ੾りޙにࢦ಄ͰφσらΕた跡がݟらΕΔが、調੔Λ目
తとしたٕ๏্の΋のと͸ࢥわΕないɻ3͸ఈܘがڱく、ମ෦中ҐͰંΕて外൓していΔɻ4・5͸మ製
品Ͱ、4͸ುのऔख෦分とࢥわΕΔɻ5.5ᶱの޸がઠたΕていΔɻ5͸形ଶドーφπ状Ͱ、அ面͸円形Λ
ఄ͢Δ΋のとࢥわΕΔɻ遺ଘ状ଶがѱくৄࡉෆ໌、用్Λ特ఆͰきないɻ6 ～ 8͸木製品Ͱ、6͸円盤、
7・8͸സͰあΔɻ6の্ԼのࠁΈとݟえΔ෦分͸ܽଛ෦ͰあΔɻ

9 ～ 13͸建物・柱穴ྻΛ構成͢Δϐοτから、14 ～ 20͸୯ಠのϐοτからग़土していΔɻ9͸平瓦
ͰԜ面͸ཻ子のࡉかい཭Ε࠭がΑく࢒Δɻס૩時のॏͶஔきにΑり、ࣼ֨子ୟきがసࣸさΕていΔɻଆ
୺・ଆ୺Ԝ面ଆ֯͸面औりさΕ、ଆ୺に͸ϛΨΩؾຯの丁ೡなφσ調੔がࢪさΕていΔɻӬ෱寺ᶗ期・
ᶘ期にൺఆさΕΔਫ఼瓦༼の製品とࢥわΕΔɻ10・11・13͸木製品Ͱ、10͸֯柱状の΋のの୺෦Λ࡟
りઑらせた΋のɻ11͸板の୺෦ΛؙᮓのΑうな工۩Ͱ5 ～ 6度ூりࠐΈ、ࣼめにམとしていΔɻଆԑ͸
ઌ୺دりのҰՕ所がؙくઠたΕていΔɻ12͸࣫器࿸Ͱ、ࠇ৭の૯࣫ృりがࢪさΕた製品ͰあΔɻ13͸
板目にͬ࠾た材ΛՃ工した΋のͰ1.5ܘ ～ 2ᶱの穴が؏௨していΔɻཪ面͸ണ཭面ͰあΔɻ用్͸ෆ໌ɻ
14͸ϩΫϩ成形のかわらけ大皿Ͱ、ࠐݟΈ͸ਂく立ち্がり、口ԑ෦͸ఠまΕてઑりؾຯに収まΔɻ
15͸ৗ׈༼のย口ുᶗྨͰあΔɻ丁ೡなφσ੔形がࢪさΕ、口ԑ෦͸ංްしていΔɻ16 ～ 20͸木製品Ͱ、
17͸സ、ͦΕҎ外͸ຝ目࠾りさΕたബい板状Λఄ͢Δ΋のͰ、いͣΕ΋用్Λ໌֬にͰきないɻ16͸
板ંෑのܽ࢒か΋しΕないɻࣼ Ґのਕ物ࠟが1Օ所、木目に௚ަ͢Δԣ方޲のࡉいѹࠟがແ਺にݟらΕΔɻ
18͸経木ંෑのܽ࢒かɻ19・20͸ӈଆԑにࠁΈがೖͬていΔɻද面に͸ࣼҐのਕ物ࠟがわͣかにݟらΕΔɻ

�໘ߏ੒౔ग़౔Ҩ෺ʢਤ��ɾ��ʣ
ग़ॱにैい、૚Ґ・ग़土Ґஔ͝とに、構成土্૚・Լ૚（土୮地形）௚্・かわらけݕ地調査Ͱのݱ

ཷまりに分けてఏࣔしていΔɻ23ਤ1 ～ 10͸্૚からग़土したϩΫϩ成形のかわらけͰあΔɻ1͸എ௿
Ͱ内࿷ؾຯに։いて立ち্がΔɻ2͸ఈܘが大きくഎ௿、௚立ؾຯに立ち্がΔɻ3 ～ 10͸ᶘ܈に分ྨ
さΕΔ΋のɻ3͸ค質ਫ਼良土Ͱমき্がりߗ質、器壁がബく、ࠐݟΈ͸ਂく内࿷して立ち্がΔɻ4͸
ఈܘが小さくഎߴͰ、ମ෦中ҐԼͰંΕて௚ઢతに։いていΔɻ3・4と΋に大皿に分ྨさΕΔ๏ྔΛ࣋ͬ
ていΔɻ5 ～ 9͸小皿ɻ5͸ೈ質ؾຯ଻土Ͱ内ఈ中ԝがಥग़してްいɻମ෦にؙΈがあり口ԑ෦͸外面
௚ԼΛఠんͰ外൓していΔɻ6 ～ 8͸器壁がബく、ઙく։いて立ち্がΔ΋のͰ、6・7͸៛ີ଻土Ͱম
き্がりߗ質ɻ6͸ମ෦中ҐにऑいྏΛ࣋ͬていΔɻ8のఈ面͸ࡉい࿄状のѹࠟがわͣかにݟえΔɻ9͸
ೈ質ؾຯͰମ෦にؙΈがあΔɻ10͸଻土、調੔にᶘ܈かわらけと分ྨしಘΔ特௃Λ࣋ͭが、શମの器
形がͭかめないɻ

23ਤ11 ～ 29͸構成土Լ૚・土୮地形௚্からग़土した΋のɻ11͸てͮくͶ成形Ͱ、口ԑ෦とఈ෦
の境のྏがऑいɻఈ෦のࢦ಄͸φσؾຯに͸いΔɻ12 ～ 14͸ϩΫϩ成形の大皿Ͱ、いͣΕ΋ఈܘが޿
くഎ௿の器形ΛとΔɻ12・13͸ମ෦にؙΈがあり、14͸௚ઢతに։いていΔɻ14の内外面に͸λーϧ・
εεが෇ணしていΔɻ内ఈ͸΂ͬたり޿く෇ண、外面͸ఈ෦に2Օ所೤の౰たͬたとݟえΔ෦分があり、
पғにεεが֦ࢄしていΔɻ15・16͸ϩΫϩ成形の小皿Ͱ、ఈܘが大きくഎ௿Ͱମ෦中ҐにྏΛ࣋ͬ
て外൓していΔɻ17 ～ 20͸ᶘ܈の大皿Ͱ、֓Ͷઙい࿸ܕΛఄ͢Δɻ19͸器壁がബく、外面ԼҐのϩΫ
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ϩφσがڧいため、ఈ෦͸ಥग़ؾຯɻࠐݟΈ͸ਂく内࿷して立ち্がり、口ԑ෦͸外൓していΔɻ20
͸器壁ްめͰଆ面͸きΕいな࿸ܕΛఄ͢Δɻ21 ～ 28͸ᶘ܈の小皿ɻ21͸外面ԼҐのϩΫϩφσがڧい
ため、ఈ෦がಥग़ؾຯͰあΔɻ外面中Ґ͸ڧくுͬて、口ԑ෦͸௚ԼΛఠんͰ外൓していΔɻ22 ～ 25
͸ؙΈがあͬてઙく։く΋のɻ23͸ࠐݟΈの立ち্がりがਂく口ԑ෦がංްしていΔɻ24͸器壁がඇ
ৗにബいɻ25͸ܽଛのため内外ఈ෦の調੔が໌らかͰなく、器形΋鎌倉ͰҰൠతな小皿にࣅていΔが、
にؚめたɻ26܈からҰԠᶘࣅらΕないこと、଻土中のؚ༗物のྨݟଘఈ෦に板状ѹࠟが࢒ ～ 28͸௚ઢ
తに։く΋のͰ、27͸内ఈ中ԝがಥग़してްいɻ29͸଻土の特௃からᶘ܈とߟえていΔが、શମの器
形がͭかめないɻম成ޙに内ఈ中ԝに小穴Λઠち、पғΛ࡟ΔՃ工がなさΕていΔɻ

24ਤ1 ～ 16͸構成土Լ૚・土୮地形௚্のかわらけཷまりからग़土した΋のɻ1 ～ 4͸ϩΫϩ੔形
のかわらけ大皿ͰあΔɻఈܘが大きくഎ௿Ͱ、1・4͸ؙΈがあり、2・3͸௚ઢతに։くɻ1͸口ԑ෦の
内外ද面がࠇมしていΔがম成時のমきϜϥとࢥわΕΔɻ5͸ᶘ܈の大皿ͰあΔɻ口ܘ・ఈܘൺが大きく、
ਂい࿸ܕΛఄ͢Δɻ外面͸ϩΫϩ目がΑく࢒Δɻ6 ～ 9͸ᶘ܈の中皿Ͱ、࿸ܕΛఄ͢Δ΋のɻ๏ྔ・器
形にڞ௨͢Δ఺がଟく、ಉじ֨نͰ࡞らΕた΋のとࢥわΕΔɻ10 ～ 16͸ᶘ܈の小皿ͰあΔɻ10・11͸
内ఈが޿く、外面中ҐͰ۶ۂして立ち্がΔɻ12 ～ 16͸ମ෦にؙΈがあͬてઙく։く΋のɻମ෦中Ґ
にऑいྏΛ࣋ち、12・13͸口ԑ෦が外൓ؾຯになΔɻ

24ਤ17 ～ 22͸構成土্૚からग़土した΋のɻ17͸ؙݢ瓦ͰӬ෱寺ᶙ期瓦とࢥわΕΔɻ瓦౰෦分͸ണ
がΕてܽଛɻತ面φσ調੔、Ԝ面͸ണ཭෦分にࡉかい෍目ࠟがͬ࢒ていΔɻ18͸ࠎ製のᝓͰあΔɻ19
～ 22͸木製品Ͱ、19・20͸സ、21͸֨子子Ͱ、ತ෦・Ԝ෦͸2.5ᶲ間ִͰ࡞りग़さΕ、ತ෦のߴさ͸0.5
～ 0.6ᶲͰあΔɻ22͸板目࠾りさΕたബい板材Ͱ、2ܘᶱの޸が1Օ所ઠたΕていΔɻ

23͸構成土Լ૚・土୮地形௚্Ͱग़土したന磁の印Ֆ文皿ͰあΔɻ内ఈ中ԝの円形۠ըತઢ内͸৚
ઢͰ์ࣹ状に埋めらΕΔΑうにݟえΔɻ内ఈԑपのತઢからંりԑ෦まͰの۠ը͸౜૲の中৺文が円प
Λ分ׂ、۠ը内͸࿈ଓ͢Δཕ文と౜૲文が८ͬていΔɻ口ԑ෦内面͸文༷ଳの分ׂઢとಉ৺円状のҐஔ
にՖหΛあしらͬた小০りが഑さΕていΔɻ口৶෦͸࿐଻、ఈ෦外पに͸௜ઢが८ͬていΔɻ

�໘্แؚ૚ग़౔Ҩ෺ʢਤ��ʣ
2面構成土Լ૚の土୮地形૚中、ٴͼ3面ݕग़まͰにग़土した遺物ͰあΔɻ1͸٢උܥ土師器࿸Ͱ、外

面口ԑ෦からମ෦Λԣφσ、ఈ෦͸ߴ୆ష෇けޙφσ調੔がࢪさΕていΔɻ2͸࣫器࿸Ͱ、ࠇ৭の૯࣫
ృりがࢪさΕた製品ͰあΔɻ器壁がඇৗにബく、ମ෦ԼҐ͸木෦が෗৯しม形していΔɻ3・4͸మ製品・
ఝͰあΔɻ

�໘ɾҪށ�ग़౔Ҩ෺ʢਤ��ʣ
5͸ϩΫϩ成形のかわらけ大皿Ͱ、内ఈのҰ෦にλーϧのΑうな物質が෇ணしていΔ（ࣸਅਤ൛10）が、

౮໌皿の࢖用ࠟとして͸、෇ணҐஔにෆ҆があΔɻ器壁がްく、എ௿Ͱ外面中ҐにுりΛ࣋ͭɻ口ԑ෦
͸ऑく外൓していΔɻ6͸࣫器皿Ͱ、ࠇ৭の૯࣫ృりがࢪさΕた製品ͰあΔɻମ෦に͸ϩΫϩΛ࢖用し
ない面औり෦分が4Օ所֬ೝさΕΔɻఈ෦中ԝに2次Ճ工とݟらΕΔ四֯い޸がઠたΕていΔɻ7 ～ 21
͸木製品Ͱ、7͸経木ંෑの8、ܽ࢒ ～ 20͸സ、21͸૲ཤਊͰあΔɻസ͸அ面が正方形にۙい΋のと、
ፏ平Ͱ௕方形にۙい΋のとに分けらΕͦうͰあΔɻ20͸அ面௕方形Λఄ͢Δ材のଆԑ֯Λ丁ೡにམと
してՃ工していΔɻ21͸ද面に࿴状ણҡのѹࠟが࢒Δɻ
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�ग़౔Ҩ෺ʢਤ��ʙ��ʣߔ
1͸溝1Լ૚の溝ຊମからग़土した΋のɻᶘ܈かわらけの中皿ͰあΔɻ଻土͸ຊ遺跡ग़土のଞのᶘ܈

とҟなり、৭調ᒵ৭Λఄし、মき্がり͸ߗ質だがค質͸ڧめにײじらΕΔɻ器壁がඇৗにബく、ఈܘ
の小さいਂい形状ͰあΔɻ内ఈ中ԝ͸ԜんͰφσ調੔が1ճࢪさΕていΔɻఈ෦のࢳ੾り͸ࢳ෯がࡉいɻ

ਤ26−2からਤ29−89まͰ͸溝1্૚の木器ཷまりͰまとまͬてग़土した΋のɻ2・3͸ϩΫϩ成形
のかわらけ大皿Ͱ、എ௿の形ଶΛとΔɻ2͸௚ઢతに։いて外面中Ґ্のऑいྏΛ経て口ԑ෦͸外൓ؾຯɻ
3͸器壁ްめͰؙΈΛ࣋ͬて։いていΔɻ4͸ࠎ製のᝓͰあΔɻҎԼ͸શて木製品ͰあΔɻ5・6͸板उ
子Ͱ板目にͬ࠾た材Λ੔形していΔɻ7 ～ 13͸経木ંෑ、14͸板ંෑかɻဲ板にస用さΕた΋のとࢥ
わΕ、ਕ物ࠟの࢒Δ΋のがଟいɻ7のઌ୺֯と14のӈଆのҰ෦͸୸化していΔɻ12͸௕さが6.8ᶲと୹
いが、小ܕ品としてંෑにؚめたɻ15 ～ 43͸സͰ、27まͰ͸྆୺の࢒Δ΋の、28 ～ 36͸ઌ୺がわͣ
かにܽけΔ΋のの、さほͲ௕さがมわらない΋のΛਤࣔしたɻ27͸਎に所ʑ୸化͢Δ෦分がݟडけら
ΕΔɻ37 ～ 43͸ܽଛ෦が୸化͢Δ΋のɻ44 ～ 46͸ࡊസとࢥわΕΔɻଠさが0.8 ～ 0.9ᶲఔ度の΋のΛ
まとめたɻ46͸্୺がؙく੔形さΕてऴわͬて͓り、ย口സとࢥわΕΔɻ47 ～ 56͸用్ෆ໌の๮状の
΋のɻ47 ～ 49͸அ面のؙい΋のɻ48・49͸Լ୺が୸化してऴわΔɻ50・51͸அ面がかま΅こ状になΔ
΋のɻ51͸円柱状の΋のΛॎに྾いた΋のとݟえ、ͦ のޙの্͛࢓が行なわΕͣに྾け口Λ࢒していΔɻ
52͸্ଆஅ面かま΅こ状、Լଆにいくにैい方形அ面に੔形さΕࡉく࡟らΕていΔɻ53͸্ଆ方形、
Լଆ円形அ面Λఄ͢Δ΋のͰ、Լ୺͸্൒Λࣼめに੾りམとさΕていΔɻ54͸܏いだ方形அ面Λఄ͢
Δ΋のͰ、Լ୺͸୸化してऴわΔɻ55・26͸Ұล0.4ᶲのࡉい֯柱状の΋のɻ57 ～ 73に͸ઌ୺Λઑら
せたԿらの工۩とࢥわΕΔ΋のΛまとめたɻ57 ～ 63͸᝵ɻ58͸্୺ܽଛ෦、62͸Լ୺の᝵ઌが୸化し
ていΔɻ64͸ંΕた᝵Λ2時Ճ工した΋のかɻ形代なͲのՄೳੑ΋ߟえらΕΔɻ65 ～ 68͸小ܕの᝵と
くઑらせていΔɻ66・67͸෯0.6ࡉ形にՃ工、Լ୺͸֯ࡾӈ֯ΛམとしてࠨえらΕΔ΋のɻ65͸্୺のߟ
～ 0.65ᶲ、ްさ0.25 ～ 0.3ᶲのബい๮状の΋のͰ、66͸্୺ΛදཪからࣼめにམとしてઑらせていΔɻ
Լ୺͸ࡉく࡟らΕていΔɻ67͸ઌ୺Λܽଛ͢Δ΋্୺͸දからࣼめにམとし、Լ୺͸ࡉく࡟りઑらせ
Δ΋のとࢥわΕΔɻ68͸୺からԼ୺に޲かいްさΛݮじΔ΋のͰ、Լ୺ΛࣼめにམとしていΔɻ69͸
্Լ୺ΛදཪからࣼめにམとしてઑらせΔ΋のɻ70͸Լ୺Λ֯ࡾ形にՃ工し、දཪからࣼめにམとし
てઑらせΔ΋のɻ71͸経木ંෑのܽ࢒に΋ݟえΔが、Լ୺Λදཪからࣼめにམとして྆ਕにしていΔɻ
72͸্ଆかま΅こ状அ面、Լଆ͸ፏ平にബく࡟らΕԼ୺ΛࣼめにམとしてઑらせていΔɻ73͸֯柱の
Լ୺Λ࡟りઑらせΔ΋のɻࠨଆ面に1Օ所、ਕ物ࠟが࢒Δɻ74͸板ંෑΛస用した΋のかɻ板状の材の
Լ୺ΛදཪからࣼめにམとしてઑらせていΔɻཪ面に͸ਕ物ࠟが࢒ΔɻӈଆからԼ୺֯にかけて͸୸化
していΔɻ75͸Լବ、76 ～ 80͸૲ཤਊͰあΔɻ75͸࿈ࣃԼବͰ、ࠨॹ穴に木製のᑹがଧたΕていΔɻ
୆෦ޙ方に͸0.9ܘᶲのʮ‒ʯ状のম印が7Օ所ԡさΕていΔɻ81͸۳ɻ౩とࣃの間に੾りࠐΈのೖらな
い࡞りͰあΔɻ82・83͸౛子のฑͰあΖうɻ83͸2ܘᶱの目ఝ穴がઠたΕΔɻႡりࠐΈ面からܽଛ面に
かけて͸୸化していΔɻ84͸機৫り۩・ᐤとࢥわΕΔɻ85 ～ 87͸Կらのಓ۩になΔ΋のか΋しΕないɻ
85͸֯柱状の材のද面にࣼめにࠁΈΛೖΕΔ΋のɻࠁΈ谷間の平ୱ෦෯͸Լ୺Ͱ0.5ᶲ、ࠁΈ্୺͸0.8
ᶲఔ度かɻද面に2Օ所ࣼめ方޲のਕ物ࠟがͬ࢒ていΔɻ86͸දཪに૭Λ࣋ͭ穴が、Լ୺からઠたΕた
穴に؏௨していΔɻඥなͲΛ௨してͬ࢖た΋のかɻ্ Լ୺͸දཪから੾りࠐΈΛೖΕてંり੾ͬていΔɻ
87͸ଆ面のؙいፏ平な材のԼ୺Λදཪからፘͬて7字状にした΋のɻද面にࣼめ方޲のਕ物ࠟΛ1Օ所
֬ೝɻ88͸ຝ目にͬ࠾たബい材（経木ʁ）ΛՃ工した΋のɻܽଛ෦にԊͬてࣼめ方޲のਕ物ࠟが2৚ݟ
らΕΔɻ89͸板目にͬ࠾た材ΛՃ工した΋のɻ88・89と΋用్ෆ໌ͰあΔɻ
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− 255 −− 254 −

�໘ߏ੒౔ग़౔Ҩ෺ʢਤ��ʣ
1͸ϩΫϩ成形のかわらけ小皿ͰあΔɻఈܘ大きくഎ௿Ͱ、

器壁ബくࠐݟΈ͸ંΕて௚立ؾຯに立ち্がΔɻ口৶෦から
内面にεεが෇ணしていΔɻ2 ～ 4͸木製品ͰあΔɻ2͸૲ཤ
ਊͰણҡࠟがか͢かに࢒Δɻ3͸ද面のଆԑ֯Λ面औりしてい
Δɻ্Լ୺͸֯Λࣼめに面औりし、୺から2ᶲほͲの所に溝Λ
ઠͬていΔɻ࡞り͸丁ೡͰ੔ͬていΔɻ調度品のྨͰあΖうかɻ

ਤ��ɹݹ୅Ҏલͷ遺物

2

3

1

� � �� ᶲ

1

2

3 4 5
1 3

� � �� ᶲ

ਤ��ɹ̏໘ߏ੒出土遺物

　第３અ　ݹ୅Ҏલの遺物（図 31）
1͸調査۠壁土૚（ਤ4）41૚からग़土したɻ໻ੜ時代ޙ期のᆵܕ土器の口ԑ෦ยͰあΔɻ内外面ϔϥ

φσ調੔、口৶෦͸୯અ-3縄文がࢪ文さΕ、口৶෦Լ୺のԡೀ͸縄文原ମΛ࢖用していΔΑうにݟえΔɻ
内面ٴͼ外面ᰍ෦͸赤࠼さΕていΔɻ2͸土師器・ᙈͰあΔɻ古墳時代ޙ期Ͱ6世紀代の所産とࢥわΕΔɻ
溝4の෴土中Ͱݕग़さΕた΋のだが、溝4の時期ΛࣔしていΔと͸ࢥわΕないɻ内面ᰍ෦から外面͸ԣ
Ґϔϥφσ、内面ݞ෦͸ࢦ಄ࠟΛ࢒してԣҐのϋέ調੔がࢪさΕていΔɻ3͸土師器・ᙈの口ԑ෦ยͰ、
内外面φσ調੔ɻ7世紀ޙ൒の所産とࢥわΕΔɻ4͸古墳時代中期のߴഋͰ٭੄ยɻ外面ٴͼ内面٭੄
෇ۙまͰ赤࠼、ϛΨΩ調੔がࢪさΕていΔɻ5͸須ܙ器・ᙈの口ԑ෦ยͰ古墳時代ޙ期Ҏ߱の所産ͰあΔɻ
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ද��ɹ遺物࡯؍ද（�）

ਤ /P. ग़土Ґஔ 種別 ଘ཰࢒ （口ܘ・ఈܘ・器ߴ）
（௕さ・෯・ްさ） ৭調・଻土・ᬵༀ・（ॏさ）外・උߟ

20 1 ද土 かわらけ 口1�3
ఈ1�2 （13.5） 7.5 3.8 ୶ᒵ৭・ࠞೖ物গなめऑค質土

20 2 ද土 かわらけ 口1�4
ఈ2�5 （12.6） （7.4） 3.4 にぶい୶ᒵ৭・ࠞೖ物ؚΉऑค質土

20 3 ද土 かわらけ 口～ఈ
1�3 （7.4） （5.6） 1.3 にぶい୶ᒵ৭・ࠞೖଟいऑ࠭質土

20 4 ֧ཚ かわらけ 口～ఈ
1�5 （8.0） （6.2） 2.3 ᒵ৭・ࠞೖ物ؚΉऑ࠭質土

౮໌皿

20 5 ද࠾ かわらけ 口3�5
ఈશ 8.6 5.8 1.8

ᶘ܈　୶׊৭・ऑ࠭質良土
内ఈɿऑφσ 2 ճ　ࢳ੾りˠࡉい࿄
状ѹࠟ

20 6 ද土 ཾઘ༼ܥ
੨磁֖ 口ԑ෦ย ૉ地ɿന৭ඍཻ子ؚΉ໌փന৭៛ີ土

ᬵ調ɿബ྘৭ಁ໌・光୔あり

20 7 ද土 ංલҏສཬ
છ෇࿸ 口1�6 （7.8） ૉ地ɿന৭࠭質土

ᬵ調ɿന৭ಁ໌・ࡉかい؏ೖ／౵ܕ

20 8 ද土 ංલҏສཬ
છ෇࿸

口1�6
ఈ1�2 （11.5） （6.1） 6.6 ૉ地ɿඍཻ໌ಁࡉ子ؚΉփ৭࠭質土

ᬵ調ɿ੨ຯփന৭ಁ໌／޿東ܕ

20 9 ද࠾ 瀬戸༼
ંԑਂ皿 口ԑ෦ย ૉ地ɿԫຯփന৭࠭質土（ߗ質）

ᬵ調ɿബ྘৭փᬵ・ࡉかい؏ೖ

20 10 ද土 瀬戸・美濃ܥ陶器
౮໌皿 口ԑ෦ย ૉ地ɿ୶ԫ৭ऑ࠭質土

ᬵ調ɿ濃஡৭మᬵ

20 11 ද土 瀬戸・美濃ܥ陶器
ᆵ

口～ମ෦
ย

ૉ地ɿ޸ؾあΔ୶ԫന৭࠭質土
ᬵ調ɿ୶ԫന৭ಁ໌ᬵ・ࡉかい؏ೖ

20 12 ද土 ৗ׈༼　ᙈ 口ԑ෦ย փ৭・ऑ࠭質土ࠇ
器දɿ҉஡৭

20 13 ද土 උલ༼　ᙈ 口ԑ෦ย 赤৭・ऑ࠭質土
器දɿ濃஡～҉赤৭

20 14 ֧ཚ 陶器ܥࡖ
Ꭼു

口1�5
ఈ1�8 （30.8） փ৭・ന୙ཻଟいऑ೪質ૈ土（ߗ質）

器දɿࠇ～ࠇ赤৭

20 15 ද土 ؙ瓦 ܽ࢒ 5.8 ～ 5.6 ～ 2.0 ໌փ৭・࠭質土（ߗ質）
器දɿࠇփ৭　Ԝ面మ分෇ண

20 16 ֧ཚ ؙ瓦 ܽ࢒ 8.2 ～ 7.3 ～ 2.2 ໌փ৭・࠭質土（ߗ質）
器දɿࠇփ৭

20 17 ද土 平瓦 ܽ࢒ 7.8 ～ 6.4 ～ 1.9 നփ৭・࠭質土（ೈ質ؾຯ）
器දɿࠇփ৭

20 18 ද土 木製品
സ 19.9 0.5 0.55

20 19 ֧ཚ 木製品
円板ʁ 7.1 ～ 1.6 ～ 0.3

20 20 ද࠾ 木製品
૲ཤਊ 23.0 9.6 0.3.

20 21 ද土 木製品
૲ཤਊ 23.9 5.5 ～ 0.2

20 22 ֧ཚ 木製品　୺材 8.2 3.3 ～ 1.9

20 23 ֧ཚ 木製品　୺材 5.2 5.1 2.0

21 1 １面 かわらけ 口～ఈ
1�4 （12.0） （7.2） 3.1 ৭・ࠞೖ物গなめऑ࠭質土׊

21 2 １面 ཾઘ༼ܥ੨磁
૒ڕ文ു ఈ෦ย ૉ地ɿ໌ന৭ਫ਼良

ᬵ調ɿ྘੨৭ಁ໌・؏ೖ
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ਤ /P. ग़土Ґஔ 種別 ଘ཰࢒ （口ܘ・ఈܘ・器ߴ）
（௕さ・෯・ްさ） ৭調・଻土・ᬵༀ・（ॏさ）外・උߟ

21 3 １面　土坑1 平瓦 ܽ࢒ 5.2 ～ 5.2 ～ 1.7 փന৭・ന৭ཻ子ؚΉ࠭質土（ߗ質）

21 4 １面　土坑1 ಔ製品　મ 形׬
ް 2.4ܘ
޸ 0.05
0.6ܘ

ॏさ1.9̶　׮Ӭ௨ๅ

21 5 １面　溝2 かわらけ 口1�8
ఈશ （11.2） 6.4 3.5 ୶ᒵ৭・ࠞೖ物গなめค質良土

21 6 1面
溝2ཪࠐ かわらけ 口1�5

ఈ6�7 （7.2） 4.2 2.0 ୶ᒵ৭・ࠞೖ物গないค質良土

21 7 1面
溝2ཪࠐ

木製品
用్ෆ໌ 18.7 ～ 1.0 ～ 1.2 0.9 ～ 1.3

21 8 １面　溝3 かわらけ 口1�6
ఈ1�3 （12.8） （8.0） 3.6 ୶ᒵ৭・ࠞೖ物গないค質良土

21 9 １面　溝3 かわらけ 口1�8
ఈ1�3 （12.3） （7.5） 3.3 ᒵ৭・ࠞೖ物গないค質良土

21 10 1面
溝3ཪࠐ かわらけ 口～ఈ

3�4 5.4 3.8 1.0 ୶׊৭・ࠞೖ物গないค質土

21 11 1面
溝3ཪࠐ かわらけ 口～ఈ

4�7 8.7 5.9 1.7 ᶘ܈　୶׊৭ऑค質良土
内ఈɿऑφσ1ճ

21 12 1面
溝3ཪࠐ かわらけ 口1�4

ఈ2�3 （8.7） 6.1 1.7
ᶘ܈　୶׊৭ค質ਫ਼良土（ݎ៛）
内ఈऑφσ 2 ճ　ࢳ੾りˠࡉい࿄状
ѹࠟ

21 13 １面
མちࠐΈ4 かわらけ 口2�5

ఈ1�2 （8.8） 5.8 1.7 ᶘ׊　܈৭ค質ਫ਼良土（ݎ៛）
内ఈແ調੔　ࢳ੾りࢳ෯ɿ޿い

21 14 1面
མちࠐΈ4 かわらけ 口1�

ఈશ （8.3） 4.5 1.5 ᶘ܈　փന৭ค質ਫ਼良土（ݎ៛）
内ఈແ調੔　

21 15 １面
མちࠐΈ4 ؙ瓦 ܽ࢒ 6.4 ～ 6.3 ～ 2.0 ᒵ׊৭・ന৭ཻ子ؚΉ࠭質土（ߗ質）

器දɿփ৭

21 16 1面
མちࠐΈ4্૚ 木製品　ฟ 23.1 1.1 0.65

21 17 １面　建物１
122 かわらけ 口2�5

ఈ1�2 （7.6） 4.9 2.1 ୶׊৭・ࠞೖ物গないค質良土

21 18 １面　建物1
123 石製品　౐石 Լ୺ܽଛ （9.85） 3.7 0.75 ໐滝ా޲産　্͛࢓౐

21 19 １面　建物3
118

瀬戸༼
ೖΕ子 ఈ෦ย 	4.6
 փ৭・࠭質土

21 20 １面　建物3
120

ඌுܕ
山஡࿸ 口ԑ෦ย փന～փ৭・௕石ཻ・ࠇ৭ؚཻΉ࠭

質土

21 21 １面　127 かわらけ 口～ఈ
2�7 （7.7） （4.5） 2.1 ୶׊৭・ࠞೖ物গなめऑ࠭質土

21 22 １面　127 かわらけ 口～ఈ
2�3 （8.4） （6.3） 1.6 ᶘ܈　୶׊৭・ऑค質良土

内ఈແ調੔　ࢳ੾りࢳ෯ɿ޿い

22 1 ２面
མちࠐΈ5 かわらけ 口1�8

ఈ1�4 （13.7） （9.0） 3.6 ᒵ৭・ࠞೖ物ؚΉऑ࠭質土

22 2 2面
མちࠐΈ5 かわらけ 口1�8

ఈશ （11.7） 6.3 3.6
ᶘ܈　୶׊৭・ऑค質良土
内ఈແ調੔　ࢳ੾りࢳ෯ɿ޿いˠࢦ
಄φσ

22 3 ２面
མちࠐΈ5 かわらけ 口１෦

ఈશ （7.9） 4.7 1.6 ᶘ܈　୶׊৭・ऑค質良土
内ఈແ調੔　ࢳ੾りࢳ෯ɿ޿い

22 4 2面
མちࠐΈ5 మ製品　ುʁ ॏさ57.7̶　औख0.55ܘ޸

遺物࡯؍ද（�）
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遺物࡯؍ද（�）

ਤ /P. ग़土Ґஔ 種別 ଘ཰࢒ （口ܘ・ఈܘ・器ߴ）
（௕さ・෯・ްさ） ৭調・଻土・ᬵༀ・（ॏさ）外・උߟ

22 5 ２面
མちࠐΈ5

మ製品
用్ෆ໌ 6.2 5.4 1.3 ॏさ92.9̶

22 6 2面
མちࠐΈ5 木製品　円板 8.7 8.3 0.6 ～ 0.4

22 7 ２面
མちࠐΈ5 木製品　സ 15.6 ～ 0.6 0.5

22 8 2面
མちࠐΈ5 木製品　സ 18.8 0.6 0.35

22 9 ２面　建物4
13 平瓦 ܽ࢒ 3.8 ～ 4.6 ～ 1.9 փന৭・ന৭ཻ子ؚΉऑ೪質土（ೈ質）

器දɿࠇ৭

22 10 ２面　柱ྻ1
117

木製品
用్ෆ໌ 10.1 ～ 1.2 ～ 1.4 ～

22 11 ２面　柱ྻ2
115

木製品
用్ෆ໌ 6.9 ～ 3.0 1.0

22 12 ２面　柱ྻ2
131 ࣫製品　࿶ ఈ1�3 （6.7）

22 13 ２面　柱ྻ2
131

木製品
用్ෆ໌ 11.2 ～ 4.8 ～ 0.55 ～

0.7

22 14 ２面　110 かわらけ 口１෦
ఈ1�4 （12.9） （8.0） 3.5 にぶいᒵ׊৭・ࠞೖ物ؚΉऑค質土

22 15 ２面　135 ৗ׈༼
ย口ുᶗྨ 口ԑ෦ย ໌փ৭・௕石ؚཻΉ࠭質ૈ土

22 16 ２面　111 木製品
板ંෑʁ 10.9 ～ 3.0 ～ 0.15 ～

0.2

22 17 ２面　112 木製品　സ 12.2 ～ 0.6 0.5

22 18 ２面　114 木製品
経木ંෑʁ 4.8 ～ 3.2 ～ 0.1

22 19 ２面　114 木製品
用్ෆ໌ 4.5 ～ 2.25 ～ 0.18 ബ板状Ճ工品

22 20 ２面　114 木製品
用్ෆ໌ 4.7 ～ 2.0 ～ 0.22 ബ板状Ճ工品

23 1 ２面構成土
্૚ かわらけ 口1�3

ఈ1�2 （11.9） 7.5 3.0 ᒵ৭・ࠞ ೖ物গないऑค質良土（ߗ質）

23 2 ２面構成土
্૚ かわらけ 口1�3

ఈ3�5 （7.1） 5.9 1.5 ᒵ৭・ࠞೖ物ଟい࠭質土

23 3 ２面構成土
্૚ かわらけ 口3�4

ఈશ 11.7 6.5 3.3 ᶘ܈　୶׊৭・ค質ਫ਼良土（ߗ質）
内ఈແ調੔　ࢳ੾りࢳ෯ɿ޿い

23 4 ２面構成土
্૚ かわらけ 口3�4

ఈશ 11.6 5.5 3.6 ᶘ܈　୶׊৭・ค質ਫ਼良土（ߗ質）
内ఈແ調੔　ࢳ੾りࢳ෯ɿ޿い

23 5 ２面構成土
্૚ かわらけ 口1෦

ఈ2�7 （8.6） （5.7） 1.7 ᶘ܈　୶ᒵ৭・ค質良土
内ఈແ調੔　ࢳ੾りࢳ෯ɿ޿い

23 6 ２面構成土
্૚ かわらけ 口1෦

ఈ3�4 （7.6） 4.8 1.4
ᶘ܈　୶׊ࠇ～׊৭・ค質ਫ਼良土（ݎ៛）
内ఈऑφσ２ճ　ࢳ੾りࢳ෯ɿ޿い
ˠࡉい࿄状ѹࠟ

23 7 ２面構成土
্૚ かわらけ 口1�4

ఈશ （7.8） 5.1 1.7 ᶘ܈　୶ᒵ～҉赤৭・ค質ਫ਼良土（ݎ៛）
内ఈແ調੔　ࢳ੾りࢳ෯ɿ޿い

23 8 ２面構成土
্૚ かわらけ 口2�7

ఈશ （7.9） 5.7 1.5
ᶘ܈　୶׊৭・ค質ਫ਼良土（ݎ៛）
内ఈऑφσ１ճ　ࢳ੾りࢳ෯ɿ޿い
ˠࡉい࿄状ѹࠟ
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遺物࡯؍ද（�）

ਤ /P. ग़土Ґஔ 種別 ଘ཰࢒ （口ܘ・ఈܘ・器ߴ）
（௕さ・෯・ްさ） ৭調・଻土・ᬵༀ・（ॏさ）外・උߟ

23 9 ２面構成土
্૚ かわらけ 口1�3

ఈશ （8.2） 4.8 1.8 ᶘ׊҉　܈৭・ऑค質良土
内ఈແ調੔　ࢳ੾りࢳ෯ɿ޿い

23 10 ２面構成土
্૚ かわらけ ఈશ 4.0 ᶘ܈　୶׊৭・ऑค質良土

内ఈແ調੔　ࢳ੾りࢳ෯ɿ޿い

23 11 ２面構成土
Լ૚ かわらけ 口1�3 （11.2） खͮくͶ成形／୶׊৭・ࠞೖ物ؚΉ

ऑค質土

23 12 ２面構成土
Լ૚ かわらけ 口～ఈ

1�3 （12.0） （7.6） 3.4 ᒵ৭・ࠞೖ物ؚΉऑ࠭質土

23 13 ２面構成土
Լ૚ かわらけ 口1�4

ఈ2�3 （12.2） 7.0 3.3 ᒵ৭・ࠞೖ物ؚΉऑ࠭質土

23 14 ２面構成土
Լ૚ かわらけ 形׬ུ 11.7 7.7 3.1 ୶׊৭・ࠞೖ物ؚΉऑ࠭質土

౮໌皿

23 15 ２面構成土
Լ૚ かわらけ 口1�6

ఈ1�4 （7.5） （5.5） 1.4 ୶׊৭・ࠞೖ物ؚΉค質土（ೈ質）

23 16 ２面構成土
Լ૚ かわらけ 口2�5

ఈશ （7.4） 5.1 1.4 ৭・ࠞೖ物ؚΉऑค質土׊҉

23 17 ２面構成土
Լ૚ かわらけ 口1�4

ఈશ （11.6） 6.0 3.4 ᶘ܈　にぶい׊～ᒵ৭・ऑค質土
内ఈແ調੔

23 18 ２面構成土
Լ૚ かわらけ 口1�3

ఈ3�4 （12.1） 6.5 3.2 ᶘ׊҉　܈৭・ऑค質良土
内ఈແ調੔

23 19 ２面構成土
Լ૚ かわらけ 口1�4

ఈશ （11.2） 6.0 3.3 ᶘ܈　୶׊৭・ค質ਫ਼良土（ߗ質）
内ఈແ調੔　ࢳ੾りࢳ෯ɿ޿い

23 20 ２面構成土
Լ૚ かわらけ 形׬ 11.3 5.8 3.6 ᶘ܈　୶׊҉～׊৭・ค質良土

内ఈແ調੔　ࢳ੾りࢳ෯ɿ޿い

23 21 ２面構成土
Լ૚ かわらけ 口1�4

ఈશ （8.1） 5.0 1.9 ᶘ܈　୶׊৭・ऑค質良土
内ఈແ調੔　ࢳ੾りࢳ෯ɿ޿い

23 22 ２面構成土
Լ૚ かわらけ 口1�5

ఈ1�4 （8.2） （5.8） 1.5 ᶘ܈　୶׊৭・ऑค質良土
内ఈऑφσ１ճ

23 23 ２面構成土
Լ૚ かわらけ 口１෦

ఈશ （8.3） 5.4 1.8 ᶘ׊҉～׊　܈৭・ऑค質ਫ਼良土（ߗ質）
内ఈແ調੔

23 24 ２面構成土
Լ૚ かわらけ 口1�6

ఈ2�5 （7.9） （5.5 ʁ） 1.9 ᶘ܈　୶ᒵ৭・ค質ਫ਼良土（ߗ質）
内ఈऑφσ2ճまͰ

23 25 ２面構成土
Լ૚ かわらけ 口2�5

ఈ1�4 （8.1） （5.5） 1.6 ᶘ܈ʁ　҉׊৭・ऑค質良土
内ఈ調੔・ࢳ੾り෯ɿෆ໌

23 26 ２面構成土
Լ૚ かわらけ 口1෦

ఈ1�3 （7.8） 5.7 1.6 ᶘ܈　୶׊৭・ค質ਫ਼良土（ߗ質）
内ఈऑφσ１ճ　ࢳ੾りࢳ෯ɿ޿い

23 27 ２面構成土
Լ૚ かわらけ 口1෦

ఈ1�3 （7.9） （5.6） 1.7 ᶘ܈　୶׊৭・ค質ਫ਼良土（ߗ質）
内ఈແ調੔　ࢳ੾りࢳ෯ɿ޿い

23 28 ２面構成土
Լ૚ かわらけ 口1෦

ఈ2�5 （8.1） （6.0） 1.8 ᶘ܈　にぶい୶ᒵ৭・ऑ࠭質良土
内ఈऑφσ１ճ

23 29 ２面構成土
Լ૚ かわらけ ఈશ 3.8 ᶘ܈　୶ᒵ৭・ค質良土

内ఈέズリࠟ・小穴（２次Ճ工）

24 1 ２面構成土
かわらけཷ かわらけ 口～ఈ

1�3 （12.3） （7.0） 3.0 ୶׊৭・ࠞೖ物ଟめऑค質土

24 2 ２面構成土
かわらけཷ かわらけ 口3�4

ఈશ 12.9 7.9 3.7 ୶׊৭・ࠞೖ物গなめऑค質土

24 3 ２面構成土
かわらけཷ かわらけ 口～ఈ

1�3 （12.9） （8.2） 3.2 ୶׊৭・ࠞೖ物ؚΉऑค質土
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遺物࡯؍ද（�）

ਤ /P. ग़土Ґஔ 種別 ଘ཰࢒ （口ܘ・ఈܘ・器ߴ）
（௕さ・෯・ްさ） ৭調・଻土・ᬵༀ・（ॏさ）外・උߟ

24 4 ２面構成土
かわらけཷ かわらけ 口1�3

ఈશ （12.5） 7.9 3.3 ᒵ৭・ࠞೖ物ଟめऑ࠭質土

24 5 ２面構成土
かわらけཷ かわらけ 口2�5

ఈશ （12.2） 6.1 4.0 ᶘ܈　୶׊৭・ऑค質良土
内ఈແ調੔

24 6 ２面構成土
かわらけཷ かわらけ 口1�2

ఈશ 10.8 6.0 3.3 ᶘ܈　୶׊৭・ऑค質良土
内ఈແ調੔

24 7 ２面構成土
かわらけཷ かわらけ 形׬ུ 11.1 6.0 3.3 ᶘ܈　୶׊৭・ऑค質良土

内ఈແ調੔

24 8 ２面構成土
かわらけཷ かわらけ 形׬ུ 10.7 6.0 3.3 ᶘ܈　୶׊৭・ऑค質良土

内ఈແ調੔

24 9 ２面構成土
かわらけཷ かわらけ 口～ఈ

2�7 （10.8） （6.0） 3.2 ᶘ܈　୶׊৭・ऑค質良土
内ఈແ調੔

24 10 ２面構成土
かわらけཷ かわらけ 口1෦

ఈ3�4 （8.4） 5.0 1.8 ᶘ܈　୶׊৭・ค質ਫ਼良土（ߗ質）
内ఈແ調੔

24 11 ２面構成土
かわらけཷ かわらけ 口1෦

ఈશ （7.9） 5.0 1.5 ᶘ܈　୶׊৭・ค質ਫ਼良土（ߗ質）
内ఈऑφσ１ճ

24 12 ２面構成土
かわらけཷ かわらけ 口1�3

ఈ3�5 7.7 4.7 1.7 ᶘ׊҉　܈৭・ค質ਫ਼良土（ߗ質）
内ఈແ調੔

24 13 ２面構成土
かわらけཷ かわらけ 口3�4

ఈશ 8.4 5.2 ʁʁ 1.6 ᶘ܈　୶׊৭・ऑค質良土
内ఈແ調੔

24 14 ２面構成土
かわらけཷ かわらけ 口～ఈ

1�3 （8.3） （5.0） 1.7 ᶘ܈　にぶい୶׊৭・ऑค質良土
内ఈແ調੔

24 15 ２面構成土
かわらけཷ かわらけ 口1�3

ఈ1�2 （8.7） 5.0 PS 6.0 1.6 ᶘ܈　୶׊৭・ऑค質良土
内ఈऑφσ１ճ

24 16 ２面構成土
かわらけཷ かわらけ 口1�3

ఈ3�5 （7.7） 5.0 1.7 ᶘ܈　୶׊৭・ऑค質良土
内ఈແ調੔　ࢳ੾りࢳ෯ɿ޿い

24 17 ２面構成土
্૚ 瓦ؙݢ ܽ࢒ 4.5 ～ 5.2 ～ 2.3

୶ᒵ৭・ന৭ཻଟい࠭質土（޸ؾଟ
くೈ質）
器දɿ҉փ৭

24 18 ２面構成土
্૚ ᝓ　製品ࠎ ઌ୺ܽଛ 8.6 ～ 1.45 0.25

24 19 ２面構成土
্૚ 木製品　സ 15.2 ～ 0.5 0.5

24 20 ２面構成土
্૚ 木製品　സ 18.9 ～ 0.7 0.35

24 21 ２面構成土
্૚

木製品
֨子子 13.5 ～ 2.0 1.15

24 22 ２面構成土
্૚

木製品
用్ෆ໌ 8.1 2.5 0.15 ～

0.3

24 23 ２面構成土
Լ૚ ന磁印Ֆ文皿 （9.4） （4.5） 1.1 ૉ地ɿന৭៛ີ土

ᬵ調ɿന৭ಁ໌

25 1 ３面 ٢උܥ
土師器࿸

口1�2
ఈ1�4 11.7 （4.8） 3.9 ԫന৭～҉փ৭・ऑ࠭質土

଻ਊɿ҉փ৭

25 2 ３面 ࣫製品　࿶ 口1�4
ఈ2�5 （12.5） （5.9） （4.2）

25 3 ３面 మ製品　ఝ （4.9） 0.4 0.25 1.8̶

25 4 ３面 మ製品　ఝ （5.7） 0.3 0.25 1.7̶

25 5 ３面
井戸1 かわらけ 口～ఈ

2�5 （12.6） （7.8） 3.0 にぶい୶ᒵ৭・ࠞೖ物ؚΉऑ࠭質ૈ土
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遺物࡯؍ද（�）

ਤ /P. ग़土Ґஔ 種別 ଘ཰࢒ （口ܘ・ఈܘ・器ߴ）
（௕さ・෯・ްさ） ৭調・଻土・ᬵༀ・（ॏさ）外・උߟ

25 6 ３面
井戸1 ࣫製品　皿 口1�4ܽ 9.4 7.3 1.4 ఈ෦ઠ0.5　޸ʷ0.3

25 7 ３面
井戸1

木製品
経木ંෑ 14.3 ～ 2.5 ～ 0.08

25 8 ３面
井戸1 木製品　സ 23.0 0.6 0.6

25 9 ３面
井戸1 木製品　സ 18.4 ～ 0.55 0.45

25 10 ３面
井戸1 木製品　സ 16.5 ～ 0.6 0.6

25 11 ３面
井戸1 木製品　സ 14.0 ～ 0.5 0.55 Լ୺ɿ୸化

25 12 ３面
井戸1 木製品　സ 23.3 0.7 0.4

25 13 ３面
井戸1 木製品　സ 22.4 0.6 0.4

25 14 ３面
井戸1 木製品　സ 21.8 0.65 0.45

25 15 ３面
井戸1 木製品　സ 21.8 0.7 0.5

25 16 ３面
井戸1 木製品　സ 21.3 0.65 0.5

25 17 ３面
井戸1 木製品　സ 21.0 ～ 0.7 0.45

25 18 ３面
井戸1 木製品　സ 18.7 ～ 0.65 0.5

25 19 ３面
井戸1 木製品　സ 17.4 ～ 0.7 0.45

25 20 ３面
井戸1 木製品　സ 16.9 ～ 0.85 ～

0.6 0.4

25 21 ３面
井戸1

木製品
૲ཤਊ 9.2 ～ 3.1 ～ 0.25

26 1 ３面
溝1Լ૚ かわらけ 形׬ུ 10.8 4.6 3.1 ᶘ܈　ᒵ৭・ค質ਫ਼良土（ݎ៛）

内ఈ１ճφσ

26 2 ３面　溝1্૚
木器ཷ かわらけ 口1�3

ఈશ （12.3） 7.8 2.9 ୶ᒵ৭・ࠞೖ物ؚΉऑ࠭質土

26 3 ３面　溝1্૚
木器ཷ かわらけ 口2�5

ఈશ （12.4） 7.5 3.1 ৭・ࠞೖ物ؚΉऑค質土׊҉

26 4 ３面　溝1্૚
木器ཷ ᝓ　製品ࠎ ্൒ܽଛ 10.9 ～ 1.35 0.2

26 5 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
板उ子 25.65 2.7 ～ 0.25

26 6 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
板उ子 26.1 2.9 ～ 0.45

26 7 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
経木ંෑ 24.7 5.1 ～ 0.08 දཪ面ɿࣼҐのਕ物ࠟ・্୺ɿ୸化

26 8 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
経木ંෑ 24.3 4.8 ～ 0.08 දཪ面ɿࣼҐのਕ物ࠟ
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遺物࡯؍ද（�）

ਤ /P. ग़土Ґஔ 種別 ଘ཰࢒ （口ܘ・ఈܘ・器ߴ）
（௕さ・෯・ްさ） ৭調・଻土・ᬵༀ・（ॏさ）外・උߟ

26 9 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
経木ંෑ 23.0 4.5 ～ 0.1

26 10 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
経木ંෑ 22.6 ～ 3.4 ～ 0.1

26 11 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
経木ંෑ 5.5 ～ 2.0 ～ 0.05 小޸あり・දཪ面ɿࣼҐのਕ物ࠟ

26 12 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
経木ંෑ 6.8 2.5 ～ 0.1

26 13 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
経木ંෑ 24.9 2.3 0.08

26 14 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
板ંෑʁ 20.5 ～ 4.1 0.45 ӈଌɿ୸化

26 15 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ 23.3 0.65 0.45

26 16 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ 23.7 0.7 0.45

26 17 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ 22.6 0.6 0.5

26 18 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ 24.3 0.65 0.45

26 19 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ 24.2 0.75 0.55

26 20 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ 23.0 0.55 0.5

26 21 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ 23.5 0.7 0.5

26 22 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ 22.0 0.5 0.5

26 23 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ 20.0 0.6 0.55

26 24 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ 21.2 0.6 0.5

27 25 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ 22.0 0.7 0.6

27 26 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ 23.2 0.65 0.6

27 27 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ 23.5 0.65 0.45 ਎ɿ୸化

27 28 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ （22.8） 0.5 0.5

27 29 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ （23.7） 0.7 0.5

27 30 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ （21.2） 0.6 0.35

27 31 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ （22.6） 0.65 0.4

27 32 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ （21.4） 0.6 0.6 ਎ɿ୸化
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遺物࡯؍ද（�）

ਤ /P. ग़土Ґஔ 種別 ଘ཰࢒ （口ܘ・ఈܘ・器ߴ）
（௕さ・෯・ްさ） ৭調・଻土・ᬵༀ・（ॏさ）外・උߟ

27 33 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ （23.9） 0.75 0.4

27 34 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ （21.5） 0.65 0.5

27 35 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ （20.5） 0.6 0.4

27 36 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ （20.8） 0.55 0.4

27 37 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ 18.7 ～ 0.65 0.4 ܽଛ୺ɿ୸化

27 38 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ 16.2 ～ 0.7 0.35 ܽଛ୺ɿ୸化

27 39 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ 12.1 ～ 0.6 0.45 ܽଛ୺ɿ୸化

27 40 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ 21.1 ～ 0.65 0.4 ܽଛ୺ɿ୸化

27 41 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ 16.0 ～ 0.6 0.3 ܽଛ୺ɿ୸化

27 42 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ 16.8 ～ 0.55 0.55 ܽଛ୺ɿ୸化

27 43 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　സ 9.5 ～ 0.55 0.5 ܽଛ୺ɿ୸化

27 44 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
സʁࡊ 20.2 ～ 0.85 0.85

27 45 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
സʁ 16.1 ～ 0.9 0.65

27 46 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
സʁࡊ 14.8 ～ 0.8 0.65

27 47 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品　円柱状
用్ෆ໌ 5.7 ～ 1.1 0.9

27 48 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品　円柱状
用్ෆ໌ 13.8 ～ 1.3 0.8 ઌ୺ɿ୸化

27 49 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品　円柱状
用్ෆ໌ 10.2 2.2 1.9 ઌ୺ɿ୸化

27 50 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品　円柱状
用్ෆ໌ 31.8 ～ 0.9 0.65

27 51 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品　円柱状
用్ෆ໌ 13.7 ～ 0.9 0.5 ઌ୺ɿ୸化

27 52 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品　๮状
用్ෆ໌ 22.4 ～ 1.45 1.0

27 53 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品　֯柱状
用్ෆ໌ 22.2 ～ 1.3 1.15

27 54 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品　֯柱状
用్ෆ໌ 13.3 1.05 1.0 ઌ୺ɿ୸化

27 55 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品　֯柱状
用్ෆ໌ 15.0 ～ 0.4 0.4

27 56 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
ฟ状工۩ 31.4 ～ 0.45 0.35
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遺物࡯؍ද（�）

ਤ /P. ग़土Ґஔ 種別 ଘ཰࢒ （口ܘ・ఈܘ・器ߴ）
（௕さ・෯・ްさ） ৭調・଻土・ᬵༀ・（ॏさ）外・උߟ

28 57 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
ฟ状工۩ 21.0 1.6 0.7

28 58 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
ฟ状工۩ 18.6 1.8 0.3 ্୺ɿ୸化

28 59 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
ฟ状工۩ 20.1 1.6 0.65

28 60 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
ฟ状工۩ 15.5 ～ 1.8 0.65

28 61 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
ฟ状工۩ 16.7 ～ 1.5 0.65

28 62 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
ฟ状工۩ 14.3 ～ 1.1 0.65 ઌ୺ɿ୸化

28 63 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
ฟ状工۩ 10.4 ～ 2.0 0.7

28 64 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
用్ෆ໌ 8.3 2.3 0.65

28 65 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
ฟ状工۩ʁ 14.5 ～ 1.0 0.5

28 66 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
ฟ状工۩ʁ 12.05 ～ 0.6 0.25

28 67 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
ฟ状工۩ʁ 14.7 ～ 0.65 0.25

28 68 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
ฟ状工۩ʁ 14.1 ～ 0.7 0.6 ～ 0.3

28 69 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
ฟ状工۩ʁ 21.5 1.35 0.7

28 70 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
ฟ状工۩ʁ 10.9 ～ 1.75 （0.75）

28 71 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
ฟ状工۩ʁ 17.2 ～ 2.5 0.3 ～

0.35

28 72 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
ฟ状工۩ʁ 29.5 1.0 ～ 1.5 0.8 ઌ୺ɿ୸化

28 73 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
ฟ状工۩ʁ 35.7 1.7 1.6

28 74 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
用్ෆ໌ 5.7 10.5 0.8 ～

0.45 ཪ面ɿਕ物ࠟ　ଌԑɿ୸化

29 75 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　Լବ 17.1 ～ 12.3 3.5 ॹ穴ɿᑹ遺ଘ

29 76 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
૲ཤਊ 22.3 8.8 ～ 0.3

29 77 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
૲ཤਊ 22.9 4.3 ～ 0.3

29 78 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
૲ཤਊ 23.1 ～ 3.1 ～ 0.3

29 79 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
૲ཤਊ 18.7 ～ 3.7 0.15

29 80 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
૲ཤਊ 17.6 4.1 ～ 0.2
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遺物࡯؍ද（��）

ਤ /P. ग़土Ґஔ 種別 ଘ཰࢒ （口ܘ・ఈܘ・器ߴ）
（௕さ・෯・ްさ） ৭調・଻土・ᬵༀ・（ॏさ）外・උߟ

29 81 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　۳ （4.2） 4.6 ～ 0.9

29 82 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
౛子・ฑ 16.7 ～ 2.7 ～

2.15
0.65 ～

0.8 2ᶱ目ఝ穴ありܘ

29 83 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
౛子・ฑ 12.5 1.85 0.7 ႡりࠐΈ面ɿ୸化

29 84 ３面　溝1্૚
木器ཷ 木製品　ᐤ 7.4 ～ 1.5 0.35

29 85 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
用్ෆ໌ 19.3 ～ 3.0 1.8

29 86 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
用్ෆ໌ 7.3 2.4 1.3

29 87 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
用్ෆ໌ 5.7 3.0 0.8

29 88 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
用్ෆ໌ 15.8 2.9 ～ 0.1 ද面ɿਕ物ࠟ

29 89 ３面　溝1্૚
木器ཷ

木製品
用్ෆ໌ 22.3 ～ 3.2 ～ 0.3

30 1 ３面構成土 かわらけ 口1�5
ఈ3�7 （8.1） （6.1） 1.5 ୶׊৭・ࠞೖ物ؚΉऑ࠭質土

口ԑ෦内外εε෇ண

30 2 ３面構成土 木製品
૲ཤਊ 11.8 ～ 5.0 ～ 0.3

30 3 ３面構成土 木製品
用్ෆ໌ 31.5 2.2 ～ 2.4 1.6 ～ 1.8

31 1 調査壁土૚
４１૚ ᆵܕ土器 口ԑ෦ย ୶׊৭・࠭ （ཻന৭ཻଟい）ؚ Ή／

内外面ɿ赤࠼

31 2 溝4 土師器ᙈ 口3�4 9.0 ᒵ৭・࠭ （ཻന৭ཻ・ന਑ଟい）ؚ Ή

31 3 ද土 土師器ᙈ 口ԑ෦ย ԫᒵຯന৭・࠭ࡉଟい

31 4 ３面 土師器ߴᆀ ෦ย٭ ୶ᒵ৭・࠭ࡉগྔ／内外面ɿ赤࠼

31 5 ද土 須ܙ器ᙈ 口ԑ෦ย ҉փ৭・ന৭小᛽ؚΉ
器දɿփ஡৭
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　第ޒ章　まとめ

　第１અ　ݹ୅
མちࠐΈ1・2͸、૚Ґతに中世の։発Ҏલの所産とࢥわΕΔが、ຊ文中Ͱ΋ड़΂た௨り、人ҝతな

遺構とݴえΔ΋のかͲうかわからないɻ෴土中から͸古墳時代ޙ期Ҏ߱の土師器・ᙈの小ยがग़土して
͓り、ͦΕҎ߱の年代Λ༩えらΕΔが、ৄࡉな時期͸ෆ໌ͰあΔɻ

調査Ͱ発ݟさΕた遺物͸໻ੜ時代ޙ期から8世紀代の΋のͰ、中世期の遺構෴土やද土૚にࠞೖさΕ
た΋のがଟいɻ調査۠壁土૚の41૚からग़土していΔ໻ੜ時代ޙ期のᆵ（ਤ31−1）͸、小ା谷川の൙
ཞ等ཧ༝にΑりྲྀೖさΕたՄೳੑ΋あり、ͦの૚のଯ積年代Λࣔ͢かͲうか͸わからないɻ

　第２અ　தੈ
ग़土した遺物͸かわらけと木製品が大൒Λ઎め、ৄࡉな年代Λ࢕えΔࢿྉに๡しいɻ਺গないҠೖ

品ΛΈΔと、3面্แؚ૚ग़土の٢උܥ土師器࿸（ਤ25−1）、1面遺構ग़土のඌுܕの山஡࿸（ਤ21−
20）が13世紀中༿、2面遺構ग़土のৗ׈༼ย口ുᶗ （ྨਤ22−15）͸13世紀第3四൒期の所産ͰあΔɻ
瓦͸ਫ఼瓦༼の製品のଞ、Ӭ෱寺ᶙ期にൺఆさΕΔ΋の（ਤ21−15・ਤ24−17）が1面遺構と2面構成
土中からग़土していΔɻかわらけ͸ʮᶘ܈ʯとした௨ৗग़土͢Δ΋のとҟなΔ΋のが൒਺Ҏ্Λ઎めΔ
なͲ、૬ରతな年代ΛܭΕΔ΋の͸わͣかだが、खͮくͶ成形の΋の͸2面構成土中からग़土した1఺
にݶらΕ、ϩΫϩ成形の΋の͸଻土にࠞೖ物ΛؚΉഎ௿ؾຯの΋のがଟいɻͦの中Ͱ1面遺構から͸ʮബ
खؙਂʯにۙい形ଶの΋の（ਤ21−5・6・17）なͲがग़土して͓り、新しいཁૉがݱΕていΔɻຊ調査
地に͓けΔ中世期の։発年代͸、࠷΋旧い遺物Λࢦඪと͢Ε͹13世紀中ࠒとなΔが、ͦΕほͲ時期Λ
さかの΅ΕΔかわからないɻ3面・2面͸13世紀ޙ൒代Λ中৺にߟえたいɻ2面͸造成土中Ͱ1఺ग़土し
ていΔ瓦Λ࠾Ε͹13世紀ޙ༿Ҏ߱のՄೳੑがあΔɻ1面͸13世紀຤から14世紀લ൒代とࢥわΕΔɻ1面
、面Ͱ։口していΔ׆にͭいて͸、第1ੜ܈ͼ建物ٴΈ3、୯ಠϐοτࠐग़遺構の中Ͱ、土坑1、མちݕ
Αり新しい時期の遺構とߟえらΕ、ද土૚中Ͱ࠾集さΕたৗ׈༼のᙈ口ԑ෦ย（ਤ20−12）なͲのࣔ͢
14世紀ޙ൒Ҏ߱の年代Λ༩えらΕΔか΋しΕないɻ第1ੜ׆面に൐う溝2・3、མちࠐΈ4͸、ͦ ΕҎલ（2
面・3面）、Ҏ1）ޙ面建物1 ～ 3なͲ）の遺構と࣠方޲Λҧえて͓り、この時期にपลͰ地ׂりのมߋ等、
ม化があͬたことΛࣔ͢΋のࢥわΕΔɻͦのଞ、遺構のݕग़͸なかͬた΋のの、ද土૚ଞΑり中世期ऴ
຤ࠒからۙ世にࢸΔ時期の遺物が10఺ग़土していΔɻ

遺物͸中世期の΋のにݶり集ܭද（ද11）Λ࡞成したɻまた、3面溝1্૚の木器ཷまりग़土の΋のに
ͭいて͸、きわめてҰׅੑのߴい΋のとࢥわΕΔため、૊成ׂ߹Λ別ද（ද12）にࣔしたɻҎԼ、今ճ
の調査ͰಘらΕた特記͢΂き成Ռとして、ຊ文中Ͱʮᶘ܈ʯとしたかわらけにͭいて、こΕまͰのݕग़
ྫとൺֱしながらまとめて͓くɻ

　第３અ　ᶘ͔܈ΘΒけに͍ͭͯ　
今ճの調査Ͱ͸発ݟさΕたかわらけの52.3ˋがຊ文中Ͱʮᶘ܈ʯとした内外ఈ面の調੔が௨ৗの΋の

とҟなΔϩΫϩ成形のかわらけͰあͬたɻຊ調査地Ͱग़土した΋のにۙしい特௃Λ࣋ͬたかわらけ͸、
こΕまͰ今小路西遺跡内の（ਤ32）の御成町200番2地఺（ҎԼ地఺1）・御成町171番1地఺（ҎԼ地఺2）
Ͱ、まとまͬたྔがग़土していΔଞ、ઍ༿地遺跡（地఺3）の3面と4面、御成町625−3地఺（地఺4、
御成小ֶߍ内）Ͱগྔ報告さΕていΔɻຊ調査地఺Λআくग़土地͸+3鎌倉Ӻの西方Ͱ、300Nఔのൣғ
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にかたまって位置している。本調査地周辺では本地から20m程しか離れていない山ノ内字瑞鹿山393番
地点（図1－⑥）、山ノ内字瑞鹿山393番3地点（図1－⑤）の2カ所で発掘調査が行われているが「Ⅱ群」
と考えられるかわらけは出土していない。

本文中でも述べたが、「Ⅱ群」の名称について再度説明しておくと、地点1では本遺跡ので出土したⅡ
群かわらけに近しい特徴をもったものをA類とし分類しているが、地点2や今回の調査（地点5）で発見
されたかわらけには、細かい部分でA類と異なる特徴が見受けられるため、まとまった出土量を持つ3
つの地点で包括される内容を設定し、一群のかわらけを特定する名称としたものである。分類は以下の
方法で行っている。かわらけを手づくね成形とロクロ成形のものとで種別した上で、ロクロ成形のもの
のうち、通常見受けられるものを「Ⅰ群」、内外底面の調整が通常と異なるもの＝1．内底面のナデ調整
がないか、あっても軽く1 ～ 2回程度のもの。2．外底面に糸切り後のスノコ痕と呼ばれる板状圧痕が
見られない。ものを「Ⅱ群」とした。その中には外底面の糸切り痕の糸幅の広狭など、細部の相違によ
る集合が存在している。その他、Ⅱ群の属性として、胎土が精良であること、器壁が薄いことが本調査
地と地点1・2で共通している。なお、「○群」の名称は地点1の「○類」との混乱を避けるために与えた
便宜上のものに過ぎず、かわらけの分類を目的としたものではないことをお断りしておく。

地点 2

地点 1地点 1

地点 3地点 3

地点 4地点 4

0 100m

図32　Ⅱ群かわらけ出土地点
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ਤ33͸֤地఺Ͱग़土したᶘ܈かわらけΛఠग़した΋のͰあΔɻ
ɾ஍఺�ʢޚ੒ொ���൪�஍఺ɹਤ��ʵ�ʙ��ʣ

13世紀中༿ࠒにഇઈさΕたと͢Δ3面の池3から、ᶘ܈かわらけがまとまͬてग़土していΔɻग़土Ґ
ஔ͸池3の෴土中にݶらΕ、ଞのੜ׆面や遺構Ͱ͸ݕग़さΕていないɻここͰ͸、ͦΕらΛ"ྨと分ྨ
した্ͰҎԼの特௃Λあ͛ていΔɻ

"ྨɿ᫛᫡成形Ͱ、器壁͸ബく্͛࢓らΕていΔɻ外ఈ面に͸ࢳ੾りࠟΛ͢࢒がεノコࠟΛ࢒さͣ内
ఈ面に͸φσΛࢪさͣະ調੔Ͱ中ԝ෦がԜ状にۼΉ΋のがଟいɻ଻土͸ඇৗにਫ਼良Ͱ、ম成΋良く、ୟ
くとߴԻΛ発͢ΔɻとしていΔɻ（࡯؍දにΑΕ͹、内ఈ中ԝにऑいφσ調੔がࢪさΕΔ΋の΋গ਺ؚま
ΕていΔɻ）
ɾ஍఺�ʢޚ੒ொ���൪�஍఺ɹਤ��ʵ��ʙ��ʣ

1面から4面にかけての中世面Ͱᶘ܈かわらけがग़土して͓り、3面遺構面Ͱ͸ࢳ੾りかわらけの൒਺
ۙくがこのλΠϓのかわらけͰあͬたと報告さΕていΔɻここͰग़土したᶘ܈かわらけ͸、ค質ਫ਼良土
Ͱ、外ఈ面に࢒Δࢳ੾りのࢳ෯が޿く、εノコ状ѹࠟとݺ͹ΕΔѹࠟがݟらΕͣ、内ఈ面のࢦ಄にΑΔ
φσ調੔がないか、あͬて΋͝く؆୯なφσが1ճなさΕΔだけの΋のɻとさΕ、ࢳ੾りのࢳ෯が޿い
ことが地఺1の"ྨとҟなΔଞ、内ఈ中ԝがۼΉ΋の΋ほとんͲݟडけらΕないɻまた、内ંΕの器形
Λఄ͢Δۃ小品が਺ଟくग़土していΔのがこの地఺の特௃とݴえΔɻग़土したᶘ܈かわらけの大ଟ਺が
このλΠϓの΋のͰ઎めらΕΔが、4面্แؚ૚Ͱগ਺ग़土していΔ、ࢳ੾り෯͸޿くないがค質ਫ਼良
土Ͱബい器壁が։きながら立ち্がΔとさΕΔ΋の（ਤ33−45 ～ 49）΋ᶘ܈にؚまΕͦうͰあΔɻͦ
のଞにᶘ܈Ҏ外Ͱ、4面の土坑199から内外ఈ面に௨ৗの調੔（φσ調੔・板状ѹࠟ）がࢪさΕΔ΋のの、
଻土・器形が、ࢳ੾りのࢳ෯が޿いλΠϓとಉ༷の΋の（ਤ33−50 ～ 54）がग़土して͓り、ʮ工๪のҧ
いなͲがあΔのか΋しΕないʯと報告さΕていΔɻ֤面の年代͸、第4面ɿ13世紀第2四൒期から中༿、
第3面ɿ13世紀中༿から14世紀લ൒、第2面ɿ14世紀લ༿から中༿、第1面ɿ14世紀ޙ൒Ҏ߱ͰあΔɻ
ɾ஍఺�ʢޚ੒ொ��ʵ�஍఺ɹਤ��ʵ��ʙ��ʣ

3面から1఺（56）、4面から3఺（55・57・58）、ᶘ܈あΔい͸ͦΕにۙい΋のがग़土していΔɻ଻土
͸ཻ子がややૈく、࠭ΛؚΉがম成͸良޷とさΕ、いͣΕ΋内ఈ面ແ調੔と記載さΕΔ΋のͰ、内ఈ中
ԝにۼΈがあΔɻ外ఈ面にͭいて͸57・58͸外पΛ5ᶱほͲの෯Ͱ࡟りऔͬていΔとさΕて͓り、୓ຊ
ΛݟΔݶりͰ͸板状ѹࠟがݟらΕͣᶘ܈にؚまΕΔ΋のとࢥわΕΔɻͦのଞ、55͸外पに࡟り調੔が
Δ΋のͰ、56がಉλΠϓの΋のとさΕていΔɻ࢒さΕͣ、୓ຊに௨ৗの板状ѹࠟがࢪ
ɾ஍఺�ʢޚ੒ொ���ʵ�ɹޚ੒খֶߍ಺ɹਤ��ʵ��ʙ��ʣ

北谷3面から3఺ग़土していΔɻʮϩΫϩ࡞りͰࢳ੾りఈ、内ఈのφσ調੔͸ແいɻ଻土͸ඍ࠭質Ͱഽ
৭にۙく、ܰくてׂ߹ߗいমきͰあΔɻʯとさΕ、ଞ地Ҭ（なんとなく鎌倉Αり北の方）からҠೖさΕた
΋のͰ͸ないかとのײ૝がड़΂らΕていΔɻ
ɾ஍఺�ʢຊௐࠪ஍఺ɹࢁϊ಺ࣈਸ਼ࣛࢁ���஍఺ʣ

ຊ調査地఺Ͱ͸、ᶘ܈かわらけのうち地఺2とಉλΠϓとݟらΕΔの΋のがଟくग़土していΔが、ࢳ
੾りのࢳ෯͸さほͲ޿くない΋の΋૬౰਺ؚまΕていΔɻશൠに޿めの΋のがଟいΑうݟडけらΕΔが、
໌らかに޿い΋の͸1�3ఔ度にとͲまΔɻまた、ଞの地఺ͰݟらΕないٕ๏として、外ఈのࢳ੾りޙに
΋の（ਤ21−12）がؚまΕて͓り、ͦのଞに3఺（ਤ21−5、ਤ23−6・8）わͣ͢࢒い࿄状のѹࠟΛࡉ
かͰ͸あΔがಉ༷のࡉいࠟ跡がೝめらΕたɻまた、2次࢖用のྫとして内ఈ面にՃ工ࠟΛ࢒ （͢ਤ23−
29）のଞ、ম成ޙに外ఈのશ面Λͬࡲた΋のが1఺ग़土していΔɻ（ࣸਅਤ൛11）
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஍点 ੒ொޚ）1 200 ൪ 2）

஍点 ੒ொޚ）2 171 ൪ 1）

஍点 ੒ொޚ）3 15ʵ5） ஍点 ੒ொޚ）4 625ʵ3）
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このҰ܈のかわらけ͸ۙྡの調査Ͱશくݕग़さΕて͓らͣ、調査۠の北൒（ᶗ۠）Ͱ͸ほとんͲग़土
していないことから、遺跡पลͰ௨༗తに࢖用さΕていた΋のと͸ࢥわΕないɻᶘ܈かわらけのほとん
Ͳ͸2面造成中に1ճͰഇغさΕたՄೳੑがߴい΋のとߟえらΕ、1面や2面遺構の෴土中Ͱ発ݟさΕた
個ମ΋、2面構成土Λ掘࡟したためにࠞೖさΕたとࢥわΕΔग़土状گΛࣔしていΔɻᶘ܈かわらけのうち、
こΕらと૚ҐΛִててݕग़さΕた個ମ͸、3面・溝1からग़土した6఺（内1఺͸্૚木器ཷまりग़土）
に͗͢ないが、ͦ の内の3఺（ਤ26−1ΛؚΉ）に、ࢳ੾りのࢳ෯がڱく、内ఈ面の中ԝがۼんͰいΔなͲ、
地఺1の"ྨとݟなしಘΔ特௃がೝめらΕたɻ

5ͭの地఺Ͱग़土していΔᶘ܈かわらけΛݟΔと、大ܕ品・中ܕ品͸きΕいな࿸ܕ器形Λ࠾Δ΋のの
ΈͰ構成さΕ、小ܕ品͸皿形の΋のΛ主ମに࿸ܕがগ਺ؚまΕていΔɻຊ調査地Ͱग़土した小ܕ品͸皿
形の΋のにݶらΕΔが、શମの形状がわからないとしたܘの小さいఈ෦ย（ਤ23−10・29）が、࿸ܕΛ
ఄ͢Δ΋のになΔか΋しΕないɻ小皿にͭいて͸、地఺2に͓いてۃ小品の器形ΛͻくことがࣔࠦさΕ
ていΔɻ地఺1Ͱ͸、小皿のఈ෦とମ෦のްさにさほͲม化がݟらΕͣ、ؙΈΛ΋ͬた器形がଟくײじ
らΕΔが、地఺2やຊ調査地Ͱ͸ްखのఈ෦からബいମ෦が۶ۂして立ち্がΔ΋のがଟくݟडけらΕ、
ϩΫϩ্Ͱのख๏にۃ小品とのڞ௨఺がݟいग़せͦうͰあΔɻ

地఺1Ͱ͸池3北東۱Ͱग़土したかわらけΛҰׅੑのߴい΋のとして、λΠϓ別にग़土఺਺Λఏࣔし
ていΔɻͦΕにΑΔと૯かわらけ਺605఺のうち、" （ྨᶘ܈）͸124఺（大80ܕ఺・中14ܕ఺・小ܕ
30఺）、௨ৗのϩΫϩ成形の΋が444఺（大219ܕ఺・小225ܕ఺）、खͮくͶ成形の΋のが37఺（大4ܕ
఺・小30ܕ఺、ଞෆ໌）とあり、"ྨのΈに中ܕがؚまΕていΔɻ報告書ΛݟΔݶりͰ͸、北東۱にݶ
らͣ池3શମのग़土遺物Λݟて΋、"ྨҎ外に中ܕがݟ౰たらない্に、࿸ܕの器形΋ग़ݱしていないɻ
"ྨの大ܕ・中ܕ͸શて࿸ܕ器形Ͱ、小ܕ͸ઙい皿ܕがଟい΋のの、࿸ܕΛఄ͢Δ΋の΋গྔݟडけら
Ε、ʮബखؙਂʯܕのొ৔Λ଴たͣして、この時期に࿸ܕ器形Λఄ͢Δかわらけの大・中・小がଗͬていΔɻ

地఺2Ͱ͸中世の਺時期にわたりᶘྨかわらけがग़土していΔが、ڞ൐͢ΔかわらけにखͮくͶ成形
΋のがؚまΕΔ時期にग़ݱし、ʮബखؙਂʯܕが੝行͢Δ時期まͰͬ࢒ていΔɻ

ຊ遺跡Ͱग़土したᶘ܈かわらけΛ࡯؍したとこΖ、଻土͸ཻ࠭等のࠞೖ物Λؚまͣਫ਼良Ͱ、ന৭਑状
物質（ւ面ࠎ਑）とӢ฼がগྔؚまΕて͓り、௨ৗのかわらけにൺ΂ΔとߗくমきకまͬていΔɻͦの
中ΛߋにࡉくݟΔと、ཻ子のૈີにΑり࠭質ؾຯͰൺֱతೈ質に্࢓がΔ΋のからค質Ͱߗ質に্࢓が
Δ΋のまͰ個ମࠩがあΔɻ࡯؍දに（ݎ៛）と記載した΋の͸特に៛ີͰݎく、やや質のҟなΔ土のΑ
うにݟडけらΕΔ΋のͰ、溝1からग़土した3఺の"ྨ͸શてこの土ͰあΔɻまた、৭調にͭいて΋શ
ൠに୶い׊৭ܥの΋のがଟい中Ͱ、溝1ग़土の3఺͸୶いᒵ৭Λఄして͓り、特に࣮ଌさΕた1఺（ਤ
26−1）͸ᒵ৭ຯがڧくײじらΕたɻいͣΕ΋ਫඊさΕたਫ਼良土だが、ཻ子のૈີ、মき্がりのߗೈ
のଞに、మ分のଟՉ（Ұൠに土器の৭調͸ૉ地の૊成ׂ߹Ͱమ分のଟい΋のఔ赤ຯがڧくなΔとさΕて
いΔɻ）にΑΔ৭調のҧいなͲͰࡉ分ͰきͦうͰあΔɻ地఺1の"ྨにͭいて͸、࣮ଌさΕていΔ80఺
の大൒がᒵ৭ないしԫᒵ৭とさΕていΔが、୶い׊৭ܥのՄೳੑがあΔઙԫ৭・փԫ৭とさΕΔ΋の΋
8఺ؚまΕていたɻ

か܈Λまとめて͓くと、ᶘݟりͰの所ݶΔݟとなΔが、今ճ調査の成ՌΛ࡯ग़ྫのগない中Ͱの༧ݕ
わらけ͸大きく地఺1λΠϓ（"ྨ）と、地఺2λΠϓに分けらΕΔ΋のとࢥわΕ、྆者の૬ҧ఺͸଻土
や器形のࡉ෦にٻめらΕΔか΋しΕないɻߋに、地఺2λΠϓ͸ࢳ੾りのࢳ෯にΑりࡉ分がͰき、௨ৗ
のࢳ෯の΋の͸ຊ調査地2面構成土中と、地఺2の4面แؚ૚ͰのΈݕग़さΕていΔɻこΕまͰ発ݟさ
ΕていΔᶘ܈かわらけ͸、ग़土地にΑりಉ܈内Ͱの૊成にภりがݟらΕΔが、ͦのཧ༝として、ۭ間త
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な えらΕΔɻ今ճ調査Ͱ͸、地఺1ߟと、時間తなࠩの2ͭのՄೳੑが（用目తΛؚめた৔のҧい࢖ࠩ）
λΠϓが૚Ґతに地఺2λΠϓにઌ行͢Δ状گͰ発ݟさΕていΔが、ͦΕが྆者のଘ在時期Λ൓өして
いΔと͸ݴい੾Εないɻ今ޙ、新たなݕग़ྫΛ期଴したいɻ

参考文献
原ኍࢤ・Ӊ都༸平 2006ʮ今小路西遺跡（/0.201）御成町200番2地఺ʯh鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書22ʱ

鎌倉市教育委員会
٠川ӳ੓・फ㝳෋و子ほか 2008h 今小路西遺跡発掘調査報告書−御成町171番1ଞ地఺− 株ɦ式会社　੪౻建ઃ
ख௩௚थほか  1982h ઍ༿地遺跡 ઍɦ༿地遺跡発掘調査ஂ
Տ໺ਅ஌࿠ほか 1990h 今小路西遺跡（御成小ֶߍ内）発掘調査報告書 今ɦ小路西遺跡発掘調査ஂ
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（ϩΫϩ੒形）

かわらけ（खͮ͘Ͷ੒形）

ද౔ɾ֧ཚɾ他 1 面·Ͱ 1 面遺ߏ 2 面遺ߏ 2 面ʙ3 面 3 面遺ߏ 3 面ߏ੒౔ ܭ
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ৗɹ׈

੉ɹށ

஡࿸ࢁ

౔製品

๵қಃ࣓

石製品

ۚଐ製品

骨製品
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木製品

自然遺物

Րു࣭נ

נ

౔ࢣ器࿸

ᙈɾᆵ

ยുޱᶘ類
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੨࣓

ന࣓

౐石

石׈

మ製品

獣骨
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6

5 723
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1 1

खͮ͘Ͷ 1 1

9 2 5 6 1 23
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2 1
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折ԑਂࡼ 1 ೖΕ子 1 2

ඌுܕ 1 ඌுܕ 1

٢උܥ 1

2

1

1 1 2 2

1

6

1

૒ڕจു 1 折ԑു 1

ҹՖจࡼ 1

3ञ߹ᆵ 1

ࡼၱޱ 1 3

1 1

ࡼၱޱ 1

7

132 38

2

1

235

1

13

196

6

1

930

228

1

1

3

301

2

8

259

3

3

1840

1

ು 1ɾ不明 1 4

ᝓ 1

ು 1

ఝ 2

ᝓ 1 2

2

ᶘ܈
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木製品以外の遺物 木製品

飲食器製　品自然遺物

かわらけ：37獣骨：01

種子：03

玉石：02

骨製品：01

386

装身具 履　物 工具類 端　材 用途不明

板杓字：02 櫛：01 下駄：01 ヘラ：12 板材：16

経木折敷：12 刀子柄：02 草履：06 織物具：01

板折敷：02

箸：123

木製品
＝82.7％

飲食器
＝66.2％

装身具＝1.4％

履物類
＝3.3％

工具類
＝3.3％

端材
＝7.6％

用途不明
＝15.2％その他製品

＝82.7％

自然遺物＝82.7％

139 3 7 13 16 32

総出土数
254

総出土数
210

木器溜まりの出土遺物の構成 木器溜まり出土木製品の構成

用途不明品 32点の内容

棒状のもの
断面形

丸形

カマボコ形

方形

方形から
変化するもの

長方形
（扁平）

何らの形態を意図したもの（形代？）

何らの道具と思われるもの

27 図 47（菜箸？）
27 図 48（菜箸？）
27 図 49
27 図 50
27 図 51
27 図 54
27 図 55（細いもの）
27 図 56（細いもの）

27 図 52
27 図 53

28 図 69
28 図 70

28 図 71（経木折敷残欠？）

28 図 72

28 図 63
29 図 88（経木）
29 図 89（薄板）

28 図 85
29 図 86
29 図 87

28 図 74（板折敷残欠転用？）

28 図 73

実測外：3
実測外：6

実測外：1

先端を尖らせるもの
先端を尖らせた薄板状のもの

（ヘラ？）

5 点

2 点

3 点

3 点

19 点

ද��ɹ্̍ߔ૚ɾ໦ཷث·Γ出土遺物
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⾢"�ᶘ۠ �໘（ೆ͔Β）

˝#�མͪࠐΈ �ɺߔ �（౦͔Β） ˝$�མͪࠐΈ �ɺߔ �（౦͔Β）

ਤ൛̍
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⾢#�ப݀ྻ �（๺͔Β）
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⾢"�ᶗ۠མͪࠐΈ�ɾ�（ೆ͔Β）

⾢#�ᶘ۠མͪࠐΈ�（๺͔Β）

˝$�ᶘ۠࠷ऴτϨϯν（ೆ͔Β）

ਤ൛̑
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"�ᶗ۠౦น土૚（੢͔Β）
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ᶘ۠ೆน土૚（๺͔Β）%⾣

ਤ൛̒

--10_ΥђݭԪՉ୞͌ट.indd   278 13/03/14   13:33



− 279 −− 278 −

��ʵ�

��ʵ��

��ʵ��

��ʵ��

��ʵ�

��ʵ��

��ʵ��

��ʵ�

��ʵ�

��ʵ�

��ʵ�
��ʵ�

��ʵ��

��ʵ�

ߔ �

�໘ߏ੒土

໦ཷث·Γ

ਤ൛̓

--10_ΥђݭԪՉ୞͌ट.indd   279 13/03/14   13:33



− 281 −− 280 −

��
ʵ
��
֎
ఈ
໘

��
ʵ
��
಺
ఈ
໘

��
ʵ
�
֎
ఈ
໘
⾣

��
ʵ
�

��
ʵ
��

▲
��
ʵ
��
֎
ఈ
໘

��
ʵ
�
಺
ఈ
໘

⾢
��
ʵ
�
಺
ఈ
໘

▲
��
ʵ
�
֎
ఈ
໘

ਤ൛̔

--10_ΥђݭԪՉ୞͌ट.indd   280 13/03/14   13:34



− 281 −− 280 −

˝
��
ʵ
�
֎
ఈ
໨
໘

˝
��
ʵ
�
಺
໘

˝
��
ʵ
�
಺
໘

˝
��
ʵ
��
֎
ఈ
໨
໘

˝
��
ʵ
��
֎
ఈ
໨
໘

˝
��
ʵ
�
֎
ఈ
໨
໘

⾢
��
ʵ
�
಺
໘

ਤ൛̕

--10_ΥђݭԪՉ୞͌ट.indd   281 13/03/14   13:34



− 283 −− 282 −

��ʵ� ��ʵ�� ��ʵ�� ��ʵ�

��ʵ��

��ʵ�

��ʵ�

��ʵ���ʵ�

ਤ൛��

--10_ΥђݭԪՉ୞͌ट.indd   282 13/03/14   13:34



− 283 −− 282 −

��ʵ�

��ʵ�

��ʵ�

��ʵ�

��ʵ�

��ʵ��

��ʵ��

��ʵ��

��ʵ�

��ʵ��

��ʵ��

▲ఈ෦ �࣍Ճ（ࠟࡲ）޻

��ʵ��

▲��ʵ��಺໘

ਤ൛��

--10_ΥђݭԪՉ୞͌ट.indd   283 13/03/14   13:34



− 284 −

��ʵ��

��ʵ��

��ʵ��

��ʵ��

��ʵ�� ��ʵ��

��ʵ��

��ʵ��

��ʵ��

��ʵ��

��ʵ��

��ʵ�� ��ʵ�� ��ʵ�

��ʵ��

��ʵ�

��ʵ�

��ʵ��

ਤ൛��

--10_ΥђݭԪՉ୞͌ट.indd   284 13/03/14   13:34



植木字植谷戸 48 番 6 地఺

玉縄城跡（/P.63）
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ݴ　ྫ
１ɽ ຊ書͸、鎌倉市植木字植谷戸48番6地఺に͓けΔ個人住宅建ઃに൐う地盤の柱状改良にର͢Δ事લ

の埋蔵文化財の緊急調査発掘調査報告ͰあΔɻ
２ɽ 発掘調査͸、国ิݿॿ事ۀとして鎌倉市教育委員会が࣮ࢪしたɻ調査期間͸平成19年9月12日～ 9

月26日ͰあΔɻ
３ɽ 調査ஂの編成͸ҎԼの௨りͰあΔɻ
 調査の主ମ 鎌倉市教育委員会
 調査୲౰  滝澤晶子
 調査ิॿ員 ҆ୡ੅代・ੁ໺ಞത
 調査ྗڠ者 ా口߁雄・金ؙٛҰ・ࠤ໺٢உ（社ஂ๏人鎌倉市シϧόー人材ηンλー）
４ɽ ຊ書のࣥච・編集͸滝澤晶子が行ͬたɻ
５ɽ ຊ書のਤ൛͓ΑͼࣸਅࡱӨ͸次の΋のが行ͬたɻ
 遺構ਤ൛　滝澤晶子　　　遺構ࣸਅ　滝澤晶子　　　遺物ࣸਅ　滝澤晶子
６ɽ ຊ書の遺構・遺物のॖई͸次の௨りͰあΔɻ（֤ʑのਤにεέーϧΛ載せていΔ）
 遺構ਤ　1 ／ 60（遺構ਤのਫߴࢳ͸ւൈߴΛࣔ͢）
７ɽ 遺構࣮ଌਤに͸次の記号が࢖用さΕていΔɻ
 ᬵのݶքઢ　　　　　調੔のม化఺　　　　　࢖用ࠟのൣғ　　　　　　Ճ工ࠟのൣғ
 ֧ཚのൣғ　　　　　ਪఆϥΠン　　　　　調査ݶքϥΠン
８ɽ 発掘調査にࡍして御ཧղ・御ྗڠΛͬࣀた、建ங主ٴͼ関܎者の方にਂくँײのҙΛද͢ɻ
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　第一章　遺跡の位置と歴史的環境

１．調査地の位置（図 1）
ຊ調査地͸鎌倉市植木字植谷戸48番6地఺（ਤ1−1）に所在し、玉縄城跡（ᶺ63）の遺跡ࢦఆൣғ内に

Ґஔ͢Δɻ調査地͸̧̟大ધӺから西方໿1.3̺̼にあり、地੎తにݟΔと、ඪ80̼ߴ࠷ߴ、平50̼ۉ
の௿ٰྕ地Ͱ、૬໛の୆地のઌ୺に౰Δɻこのٰྕ地の東に͸ೆに޲かͬてദඌ川、北から西΁ฑ୔川
が廻Δɻͦのٰྕ地の中৺෦に玉縄城の主ֲがあり、（ݱ在͸鎌倉ঁֶӃ）ͦ のೆࡍに調査地͸Ґஔして
いΔɻ

玉縄城͸主ֲΛ土ྥとۭ堀Ͱ๷御し、ͦのपลにྠۂとࢧ城Λ഑ஔしていΔɻ主ֲΛ中৺に西にʮく
いちがいのྠۂʯ、北にʮ͓Ֆാྠۂʯ、北西にʮग़ （ؙՖݟಊ）ʯ、ೆ 西にʮ円光寺˞ྠۂʯ、ೆ にʮ御ӛྠۂʯ
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があΔɻまた、主ֲΛғΉ土ྥ͸ࣗવのྏઢΛར用しՃ工した΋のͰ、ೆ 北に1 ϲ所ͮͭ੾Ε目があり、
ೆがʮ大खʯ、北がʮཪ口ʯとなͬていΔɻ調査地఺͸主ֲのೆଆ、ʮ御ӛྠۂʯの地۠に౰り、ೆの土ྥ
の੾Ε目ʮ大खʯのೆ東にҐஔしていΔɻ

ʯがあͬたɻࡆʯ・ʮ͓ん΂やまࡆ谷ߴʯ・ʮࡆʯ、西ଆにʮ二఻寺ࡆ城͸北ଆにʮ௕ඌࢧ
ͦのଞपล地Ҭに͸玉縄城に関࿈͢ΔとߟえらΕΔ字名がʮ城廻りʯʮ植谷戸ʯʮ城॓ʯʮਗ਼ਫ小路ʯ等、

ていΔɻͬ࢒
˞円光寺ͦの΋の͸ݱ在ೆ方、字૬໛ਞ෇ۙにҠಈしていΔɻ

２．歴史的環境
玉縄城͸ઓ国時代のయܕతな山城Ͱ、Ӭ正9年（1512）北৚ૣӢにΑりࡾ浦൒ౡに੎ྗΛ࣋ͬていたࡾ

浦ಓੇུ߈のためにஙかΕた城ͰあΔɻॳ代城主北৚ࢯ時からҝণ・ߝ成、ࢯൟ、ॢࢯの5代にわたͬて
小ా原北৚ࢯのࡿԼに഑さΕた城ͰあΔɻͦの間、Ӭ正15年（1518）্ ਿேڵ、大Ӭ6年（1526）ཬٛݟ๛、
Ӭ࿣4年（1561）্ ਿݠ৴との3ܭճの߹ઓにམ城͢Δことなく、天正18年（1590）๛ਉल٢にΑΔ小ా原
੐െにࡍして։城さΕたɻ小ా原北৚ࢯ໓๢ݩ、ޙ和5年（1619）ࠒにഇ城となΔまͰଘଓしていたɻ

玉縄城ഇ城ޙ͸׮Ӭ2年（1625）ࠒに͸城のೆにਞ԰がઃけらΕ、ݩ࿣16年（1703）ࠒまͰあͬたらしく、
調査地ೆのࡔ͸ʮਞ԰ࡔʯ、ࡔのԼに͸ʮ૬໛ਞʯとの字名がݱ在΋ͬ࢒ていΔɻ

３．周辺地Ҭのൃ۷調査（図 1）
調査地෇ۙ͸こΕまͰの発掘調査から、縄文時代～ۙ世にわたΔ遺跡が֬ೝさΕていΔɻ౰વながら

玉縄城関࿈の遺跡がଟく調査さΕていΔɻຊ項Ͱ͸ͦの内͝くۙྡにͬݶて঺հしたいɻ
ਤ�ʵ�஍఺ͷௐ ʢࠪະ報告ʣ

1978年7月～ 8月にਗ਼ઘঁֶӃਤ書館用地の発掘調査が࣮ࢪさΕていΔɻ溝、井戸、土坑、ྻࡤ、柱穴
がݕग़さΕ、16世紀の国産陶磁器ྨ、中国産陶磁器ྨ、かわらけ、మ製品、࣫ 器、ͭ ぶて石等がग़土したɻ
ਤ�ʵ�஍఺ͷௐ ʢࠪח૔ࢢຒଂจԽٸۓࡒௐࠪ報告書��ʣ

植木字૬໛ਞ425番3外地఺Ͱ平成14年7月15日～ 8月14日にかけて࣮ࢪさΕたɻ15世紀～ 16世紀
લ൒にかけての3時期にわたΔ溝状遺構、平৔、土ྥ、1JU、௨路状遺構がݕग़さΕ、16世紀લ൒の遺物
がग़土したɻ
ਤ�ʵ�஍఺ͷௐ ʢࠪۄೄ৓੻ൃ۷ௐࠪ報告ʣ

城廻字城॓357番2、15地఺Ͱ平成11年7月24日～ 8月13日にかけて࣮ࢪさΕたɻ3ஈの平৔がݕग़さΕ、
ʮくいちがいのྠۂʯのೆ西୺෇ۙにҐஔしていΔことが報告さΕていΔɻ
ਤ�ʵ�஍఺ͷௐ ʢࠪ૬໛ۄೄ৓ʣ

城廻字ଧӽ165地఺Ͱ1980年3月1日～ 5月20日、1981年3月7日～ 5月30日にかけて࣮ࢪさΕたɻॎ堀、
平ୱ面、堀੾等の城ֲ遺構がݕग़さΕていΔɻ
ਤ�ʵ�஍఺ͷௐ ʢࠪະ報告ʣ

植木字植谷戸66番1外地఺Ͱ࣮ࢪさΕたɻ15世紀ޙ൒～ 16世紀ޙ൒の石֞状遺構、掘立柱建物柱建物、
や͙ら、柱穴、溝、井戸、土坑等がݕग़さΕたɻ
ਤ�ʵ�஍఺ʢח૔ࢢຒଂจԽٸۓࡒௐࠪ報告書��ʣ

植木字植谷戸70番1外地఺Ͱ平成13年5月25 ～ 6月14日にかけて࣮ࢪさΕたɻ15世紀ޙ༿～ 16世
紀ࠒの3ஈの平৔等がݕग़さΕたɻ
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ਤ�ʵ�஍఺ʢח૔ࢢຒଂจԽٸۓࡒௐࠪ報告書��ʣ
植木字植谷戸198番のҰ෦地఺Ͱ平成13年9月25日～ 10月31日にかけて࣮ࢪさΕたɻઓ国期～ߐ戸

લ期、5ܭ期にわたΔ遺構܈がݕग़さΕたɻ
ਤ�ʵ�஍఺ʢۄೄ৓੻ൃ۷ௐࠪ報告書ʣ

植木字૬໛ਞ374番ଞ地఺Ͱ1987年7月27日～ 1988年4月9日にかけて࣮ࢪさΕたɻ主ֲ外ೆ東ଆに
౰り、ઓ国期Λ中৺に縄文～ۙ世にわたΔ遺構܈がݕग़さΕたɻઓ国期の遺構として͸、土坑、ςϥε
状遺構、੊、溝状遺構、平ୱ面、掘立柱建物、礎石建物、柱穴ྻ、井戸、方形竪穴遺構等がݕग़さΕたɻ
ਤ�ʵ��஍఺ʢະ報告ʣ

植木字૬໛ਞ370番地఺Ͱ1989年8月～ 1990年3月にかけて࣮ࢪさΕたɻ໻ੜ時代、ઓ国期～ߐ戸時
代（16世紀～ 18世紀）にかけての遺構がݕग़さΕたɻ
ਤ�ʵ��ʢະ報告ʣ

鎌倉グリーンϚンシϣン用地地఺Ͱ1978年10月に࣮ࢪさΕたɻஈங状の平৔や੾؛がݕग़さΕ、天
目஡࿸がग़土していΔɻ
ਤ�ʵ��ʢະ報告ʣ

城廻字城॓340−1地఺Ͱ࣮ࢪさΕたɻ井戸、1JUがݕग़さΕたɻ
ਤ�ʵ��ʢח૔ݹߟୈ�߸ʹ֓報ʣ

玉縄城ೆ西外ֲ෦発掘調査として1980年6月～ 7月に࣮ࢪさΕたɻஈங状の平৔、土ྥ状遺構がݕग़
さΕたɻ
ਤ�ʵ��ʢח૔ࢢຒଂจԽٸۓࡒௐࠪ報告書��ʣ

城廻字ਗ਼ਫ小路673番10地఺Ͱ平成9年8月18日～ 8月28日にかけて࣮ࢪさΕたɻ平ୱ面、溝がݕग़
さΕ、溝͸԰ෑのपғΛ८Δ溝ͰあΖうと報告さΕていΔɻ
ਤ�ʵ��ʢח૔ࢢຒଂจԽٸۓࡒௐࠪ報告書�ʣ

城廻字中村654番1ଞ地఺Ͱত和62年4月27日～ 5月19日にかけて࣮ࢪさΕたɻ中世～ઓ国期にかけ
ての遺構܈がݕग़さΕたɻઓ国期（16世紀ॳ಄～ 17世紀ॳ಄）の遺構として͸ྠۂ状遺構、੾؛、ஈ状
遺構、௨路状遺構、֊ஈऔり෇け遺構、溝等がݕग़さΕたɻ

্記のଞに֬ೝしಘたൣғͰ3Χ所の調査が࣮ࢪさΕ、ઓ国期～ۙ世の遺構が֬ೝさΕていΔɻ
֤ʑの調査地఺にͭいてほんのུ֓にͭいてཏྻしたが、ະ報告の΋の΋ଟくؚまΕ、ややまとまり

にܽけΔが、こΕらの調査のʮ玉縄城跡ʯから͸੾؛、堀੾、平৔、土ྥといͬた城ֲࢪઃ、あΔい͸
掘立柱建物、礎石建物、溝等、城に෇ਵ͢Δࢪઃがଟく発ݟさΕていΔɻ

＜参考文献＞
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ʮ玉縄城跡発掘調査報告書−植木字૬໛ਞ374番ଞ地఺−ʯ玉縄城跡発掘調査ஂ　1994年3月
ʮ鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書　4ʯ鎌倉市教育委員会　ত和63年3月
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ਤ̎ɹௐࠪ۠Ґஔਤ

　第二章　調査の概要

１．調査の経緯と経過
調査͸鎌倉市植木字植谷戸48番6地఺に͓けΔ個人住宅に൐う調査として࣮ࢪさΕたɻ平成19年6

月12日～ 13日に鎌倉市教育委員会にΑり֬ೝ調査が࣮ࢪさΕ、ͦの݁Ռ、ݱ地දԼ100DNલޙから第
1面が֬ೝさΕ、ݱ地දԼ2̼まͰに中世ޙ期の溝また͸堀とࢥわΕΔ土૚が֬ೝさΕたɻͦΕΛडけ、
平成19年9月12日～平成19年9月26日にわたͬてຊ調査が࣮ࢪさΕたɻ調査ର৅面積͸22.4㎡ͰあΔɻ
遺物͸3఺ग़土したɻ
֬ೝௐ ʢࠪਤ�ʣ

֬ೝ調査͸ෑ地内、ਤ3にࣔしたҐஔにઃఆし、ݱ地දԼ2̼まͰ掘࡟して行わΕたɻݱ地දԼ
150DNҎԼ͸༙ਫがあͬたɻݱ地දԼ100ᶲにʮ人ҝతなՃ工ࠟΛ֬ೝしたɻ土૚அ面の֬ೝのΈͰあ
Δが、͓ͦらく͸溝また͸堀とࢥわΕΔɻग़土した遺物͸গྔͰあΔが、調査地Ҭと土૚からצҊして
中世ޙ期とߟえらΕΔɻʯと報告さΕたɻ
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ਤ４ɹάϦου഑ஔਤ

ௐࠪܦա
調査経ա͸ҎԼのと͓りͰあΔɻ
平成19年 9月12日 ॏ機にΑΔද土掘ޙ࡟、人ྗにΑΔ調査։࢝ɻ

 9月13日 ࢼ掘坑࠶掘ɻ
 9月14日 ද土・֧ཚআۀ࡞ڈɻ
 9月18日 溝土૚அ面ࡱӨ・ଌྔɻ
 9月21日 溝ݕग़ۀ࡞
 9月25日 ଌྔ基४఺ҠಈɻશࡱܠӨɻଌྔɻ
 9月26日 ݱ地調査ऴྃ、ఫ収ɻ

２．調査۠の位置とάϦου഑置（図 2・3・4）
ෑ地と建ஙൣғと調査۠の関܎͸ྡ地との関ٴ܎ͼ҆શੑΛྀߟし、

ਤ3にࣔしたΑうにઃఆさΕたɻҐஔ͸北緯35度21分9ඵ、東経139度
30分50ඵͰあΔɻ

グリοド͸調査۠の形状に߹わせて೚ҙにઃఆしたɻ（ਤ2・4）グリο
ドと国土座ඪ（エリア9）の関܎͸ҎԼの௨りͰあΔɻ世քଌ地ܥに͸国
土地ཧӃఏڙのιϑτΛ࢖用してม׵したɻ
̖地఺ɿグリοド（͇8.534、͈0.361）́ 国土座ඪ<旧日ຊଌ地（28730.000−:、72120.833−9）<ܥ́ 国
土座ඪʦ世քଌ地ܥʧ（9−71764.027、:−29023.297）
#地఺ɿグリοド（͇0.124、͈5.081）́ 国土座ඪ<旧
日ຊଌ地（28730.000−:、72130.477−9）<ܥ́ 国土
座ඪʦ世քଌ地ܥʧ（9−71773.671、:−29023.297）
$地఺ɿグリοド（͇3.382、͈−0.315）́ 国土座ඪ

ʦ旧日ຊଌ地ܥʧ（9−72125.000、:−28733.116）́ 国
土座ඪʦ世քଌ地ܥʧ（9−71768.194、:−29026.413）
%地఺ɿグリοド（͇5.347、͈3.189）́ 国土座ඪʦ旧
日ຊଌ地ܥʧ（9−72125.000、:−28729.091）́ 国土
座ඪʦ世քଌ地ܥʧ（9−71768.194、:−29022.387）

グリοド͇࣠͸北から30度東に܏いていΔɻな͓、
ຊ文中Ͱ͸ศ্ٓ、グリοド͇ϓϥε方޲Λ北とし
てݺশし、正֬な方Ґ͸֤ਤに໼印ͰࣔしていΔɻ

３ɽج本土層（図 5）
基ຊ土૚̘−̘ʅ͸ਤ5に記してあΔɻݱ地ද͸

ւൈ51.6̼લޙのほ΅平ୱ面ɻද土૚͸ݱ地දから
80ᶲલޙͰあͬたɻւൈ50.8̼෇ۙに地山がݕग़さ
Εたɻ土૚஫記͸第3ষͰৄࡉΛ記͢ɻ
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　第三章　検出遺構と出土遺物

第 1面（図 5）
౰調査۠͸໿90ᶲのද土Λऔりআいたւൈ50.6̼લޙにೆ෦に関東ϩーϜ૚の平ୱ面がݕग़さΕたɻ

ただし、この平ୱ面͸্૚が࡟平さΕてしまͬていΔՄೳੑがߴいɻ遺構͸̡字ܕの溝、མࠐΈ1 ϲ所
がݕग़さΕたɻ

ߔ 1（図 5）
溝1͸ւൈ50.3̼～ 50.6̼෇ۙͰ֬ೝさΕたɻ調査۠北෦Λ東西方޲に૸り、調査۠東୺Ͱೆに̡字

Λఄܕग़さΕたൣғͰ溝のೆ୺͸立ち্がͬて͓り、ͦこからさらに東にંΕᭉݕがͬていΔɻۂにܕ
͢ΔՄೳੑがߴいɻ溝のஅ面形͸ٯ୆形Λఄし、෯͸東西方޲෦分Ͱ্୺෯190ᶲ、Լ୺෯80ᶲ、ਂさ
͸ݕग़面から60ᶲલޙΛଌΔɻೆ北方޲෦分͸東෦͸調査۠外Ͱ、西؛しかݕग़さΕなかͬたため、
෯͸ෆ໌だが、ਂさ͸ݕग़面から78ᶲલޙΛଌΔɻݕग़しಘたൣғͰ、ఈϨϕϧ͸東西方޲෦分Ͱ西
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から東΁16.6ᶲԼり、コーφーͰೆ北方޲෦分΁
17.5ᶲԼがΔɻೆ北方޲෦分にͭいて͸調査۠外の
ため࠷ఈ෦まͰݕग़さΕなかͬたのͰ、ߴ௿ࠩ͸ෆ
໌ͰあΔɻ土૚஫記͸ҎԼදのと͓りͰあΔɻ
�ग़౔Ҩ෺ʢਤ�ʵ�ɾ�ʣߔ

ਤ6−1・2͸溝1の東西෦分Լ૚ग़土遺物ͰあΔɻ1͸మ製品ͰあΔɻ小ഁยのため用్͸ෆ໌ɻ͝
くബい板が؇いހΛඳき、Ұลが௚֯にંり͛ۂらΕていΔ製品ͰあΔɻ2͸土製品ɻย面のද面が༹
༥していΔɻ᯿のӋ口のՄೳੑがあΔが、小ഁยのためৄࡉ͸ෆ໌ɻ

མࠐΈ 1（図 5）
མࠐΈ1͸調査۠ೆ෦ΛፘΔΑうにਂさ10ᶲલޙのམちࠐΈがݕग़さΕたɻ溝1（ೆ北方޲෦分）に੾

らΕていΔɻ（̗−̗ʅ૚ࢀর）土૚஫記͸ҎԼදのと͓りͰあΔɻ（18૚・19૚・20૚）
མࠐΈ�ग़౔Ҩ෺ʢਤ�ʵ�ʣ

ਤ6−3͸མࠐΈ1からग़土したかわらけͰあΔɻ口ԑから内面が෦分తに༹༥して͓り、とり΂と
して࢖用していΔɻ口ԑ୺が外൓し、଻土͸ഽ৭Λఄし、ඍ石ཻΛଟくؚΈややૈいɻ小ഁยのためৄ
͸ෆ໌だが、16世紀代のかわらけͰあΖうɻࡉ

番号 ৭調 土質 内༰ ೪ੑ కり
1 ҉஡׊৭ ೪土૚ 1 ～ 3ᶲ大の土୮ あり Αい
2 ᒵ஡׊৭ ೪質土૚ 小土୮ （ཻඍྔ）・୸化物（ඍྔ） あり わΔい
3 ԫ׊৭～փ׊৭ ೪質土૚ 0.5 ～ 5ᶲ大の土୮（ଟྔ） ͭΑい Αい
4 ஡׊৭ ೪質土૚ 土が0.5ᶲҎԼの小ϒϩοΫ状の土૚ あり わΔい
5 ৭׊փࠇ ೪質土૚ 0.5 ～ 5ᶲ大の土୮（ଟྔ） ͭΑい わΔい
6 ৭׊փࠇ ೪質土૚ 0.5 ～ 1ᶲ大の土୮（ଟྔ）・木のࢬ ͭΑい Αい
7 ৭׊փࠇ ೪質土૚ 10ᶲ大の土୮（ややଟ）・木のࢬ ͭΑい Αい
8 ৭׊փࠇ ೪質土૚ 3 ～ 5ᶲ大の土୮・ӈԼ෦に͸10 ～ 20ᶲ大の大土୮が集中 ͭΑい Αい
9 ৭׊ࠇ ೪土૚ − ͭΑい Αい
10 ৭׊ࠇ ೪質土૚ 小土୮（গ） ͭΑい Αい
11 ৭׊ࠇ ೪質土૚ 3ᶲ大の土୮・木のࢬ・ཻ子ૈくざらͭいていΔɻ ͭΑい Αい
12 ৭׊ࠇ ೪質土૚ 5 ～ 10ᶲ大の土୮（ଟྔ）・木のࢬ（ଟྔ） − Αい
13 ੨ຯࠇփ৭ ೪土૚ 小土୮（গ）・木のࢬ（গ） ͭΑい Αい
14 փ৭ࠇ ೪質土૚ 0.5ᶲҎԼの土୮（গ）・木のࢬ（গ）・ཻ 子ૈくざらͭいていΔɻ − わΔい
15 ԫ׊৭～փ׊৭ ೪質土૚ 0.5 ～ 5ᶲ大の土୮（ଟྔ） ͭΑい Αい
16 փ৭ࠇ ೪質土૚ 0.5ᶲ大の土୮・ཻ子ૈくざらͭいていΔɻ ͭΑい Αい
17 ৭׊҉ ೪土૚ ম土 （ཻ͝くগ） − Αい
18 赤ຯ஡׊৭ ೪土૚ 小土୮ （ཻややଟ）・୸化物（গ）・土がϒϩοΫ状の土૚ − わΔい
19 赤ຯ஡׊৭ ೪土૚ 小土୮ཻ・ম土 （ཻややଟ） ͭΑい とて΋Αい
20 ੨ຯࠇփ৭ ೪土૚ 小土୮ （ཻগ） ͭΑい とて΋Αい
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　第四章　まとめ

玉縄城෇ۙ͸ۃめて大まかな時期۠分として玉縄城ங城（Ӭ正9年（1512））Ҏલ・玉縄城期・玉縄城
ഇ城（ݩ和5年（1619）ࠒ）ޙと3時期に分けらΕΑうɻ今ճの調査Ͱ͸玉縄城期とߟえらΕΔ遺構がݕ
ग़さΕたɻ

調査地఺がҐஔ͢Δʮ御ӛྠۂʯ͸東西80 ～ 100̼、ೆ北30 ～ 40̼の平৔Ͱ、四方Λ土ྥにғまΕ、
ͦの土ྥに͸4Χ所の੾Ε目があり、北͸主ֲ、東͸ʮࣣࡔۂʯ、東ೆ͸ʮえんしょう͙らʯ、西͸ʮ城॓ʯ
に௨じていΔɻまた、北ଆの土ྥの （ೆ主ֲೆล土ྥ）Լに͸堀があͬたらしいɻ˞

さて、今ճݕग़さΕた̡字ܕ溝͸調査地఺がʮ御ӛྠۂʯのなかͰ΋玉縄城主ֲの大ख口にۙいこと
から東からճͬてきた溝が大ख口に޲かͬてᭉܕにંΕたՄೳੑ͸ߴいɻとなΔと、土ྥ外ଆにめ͙Δ
堀が૝ఆͰきΔが、ݕग़さΕた溝͸堀とݺぶに͸あまりに΋ن໛が小さかͬたɻしかし、ද土Λऔりআ
いた௚Լが地山Ͱあͬたことから΋、্෦が࡟平さΕてしまͬたՄೳੑ͸ߴく、Ґஔతに͸堀のԼ෦Ͱ
あΔとߟえたいが、அఆ͸Ͱきないɻ

今ճの調査۠͸ڱ小Ͱあり、また、पล地Ҭの調査Ͱの޲܏に࿙Εͣ、ग़土遺物が小ഁย3ยと͝く
わͣかͰ͸あͬたため、֬ఆతなこと͸ड़΂らΕない΋のの、今ճの調査Ͱ、この地の玉縄城期の༷૬
のҰ୺がղ໌さΕたといえΑうɻৄࡉにͭいて͸今ޙ、新たな調査にΑΔ発ݟΛ期଴していΔɻ

˻参考文献˼
ʮ˞玉縄城跡発掘調査報告書−植木字૬໛ਞ374番ଞ地఺−ʯ1994年3月　玉縄城跡発掘調査ஂ　ʮᶗ玉縄城にͭいて・
中৺෦の縄ுりʯ大Տ内ษ著にΑΔɻ
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▲̖ɽ遺੻શܠ（๺ΑΓ）

▲̗ɽಉ （্ೆΑΓ）

ਤ൛̍
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▲̖ɽ遺੻શܠ（๺੢ΑΓ）

▲̗ɽௐࠪ۠౦น土૚அ໘（$ʵ$`）

ਤ൛̎

--11_ը୨ࡷट.indd   297 13/03/14   13:33



− 298 −

ਤ̒ʔ̍ ਤ̒ʔ̎ ਤ̒ʔ̏

ਤ൛̏

▲̖ɽ̍ߔ土૚அ໘（"ʵ"`）

出土遺物
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